
美術館

H25目標値 結果･所見 H26目標値

・ 目標の設定、具体的計画
の策定状況

・ 事業への活用状況

・ 自己評価及び外部評価の
実施状況

・ Ｐ.Ｄ.Ｃ.Ａ.サイクルへの反
映状況

・ 研修への参加体制の整備
状況

・ 参加状況(種類･件数･人
数)

・ 当該年度の利用者数

・ 前年度比較による傾向

・ 実施方法と結果

・ 結果の事業への反映状況

A. バリアフリー ・ バリアフリー対策の実施
状況

・耐震改修等工事
に伴う休館中のた
め、設定なし

・点字キャプション
の設置など、展示
での工夫に努め
る。

【課題】
・ニーズや問題点の把握
【改善案】
・障害者等関係団体への
アンケートや聞き取り調査
の実施

・ ・交通機関(含誘致)と駐車
場の状況

・ アクセス案内の状況

・ 利用者満足度とニーズの
把握状況

・ 結果の反映状況

自己評価票(H25)
大項目

自己評価
課題と改善案中項目

細目 評価の視点
1.使命と計画

①中長期計画
A. 目標と計画･重点

事業の構築、事業
への活用

・24年度に引き続
き、具体的計画の
策定と計画実現
のための手法を
研究する。

・具体的計画の策定と計画実
現のための手法について検討
した。

・各事業の年次計
画の策定し、予算
要求等に活用す
る。

【課題】
・計画実現のための予算
確保
【改善案】
・状況に応じた計画の見
直し

有識者所見

②評価の実施
A. 評価の実施と結

果の反映
・自己評価及び外
部評価を行うとと
もに、PDCAを実
施する。

○自己評価
県立博物館評価に係る自己評
価表を作成した。
○外部評価
千葉県立博物館評価に係る有
識者意見交換会で外部評価を
受けた。

・自己評価シート
及び博物館協議
会、有識者意見交
換会による外部評
価を実施する。

【課題】
・組織的課題や問題意識
の共有
【改善案】
・資料回覧や会議開催等
による情報の共有化
・目標チャレンジプログラ
ム等の活用

有識者所見

2.組織と運営等
①組織･人員

A. 職員の研修 ・職員が積極的に
参加できる体制を
とる。

・美術館学、保存科学、著作
権、教育普及等の研修会への
参加を奨励し、延べ13名が研
修会等に参加した。

・職員に対して、
研修への積極的
な参加を奨励す
る。

【課題】
研修成果の業務への反映
【改善案】
・報告会等の開催による
情報の共有

有識者所見

②県民ニーズに則した運営
A. 利用者数 ・耐震改修等工事

に伴う休館中のた
め、設定なし

・20,000人を目標
とする。

【課題】
・目標数の確保
【改善案】
・広報の充実

B. 満足度･ニーズ等
の調査

・耐震改修等工事
に伴う休館中のた
め、設定なし

・アンケート調査
等の方法により、
利用者の満足度
やニーズの把握
に努める。

【課題】
・アンケート結果の運営へ
の活用と反映
【改善案】
・アンケート手法の検討

有識者所見 目標設定に「耐震改修工事のため設定なし」とあるが、おかしい。工事中でもできる活動。（村井）

3.施設･設備
①アメニティーの向上

B. アクセス ・耐震改修等工事
に伴う休館中のた
め、設定なし

・交通事情の把握 【課題】
館周辺の再開発に伴う交
通事情の変化
【改善案】
・交通サインの修正や増
設
・ホームページの改善

C. ミュージアムショッ
プ

・耐震改修等工事
に伴う休館中のた
め、設定なし

・運営主体（友の
会）による再開館
準備への支援

【課題】
・利用者ニーズの把握
・売り上げ向上
【改善案】
・美術館からのアドバイス
やサポート（他のミュージ
アムショップの事例紹介、
商品構成の提案など）

有識者所見 どのような障害ある方が美術館を利用しているのかを見極め、点字キャプション以外にも必要とされている取組を行うべき。
ミュージアムショップは友の会が運営しており、その他の活動も積極的で評価できる。今後は視野もひろげて友の会の活動にも注
目し、しっかりと評価していきたい。（村井）
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・ 当初計画に対する収入の
達成状況

・ その他の収入の状況

A. 外部助成金等の
獲得

・ 獲得計画に対する達成状
況

・予定なし 申請件数：1件（研究費）
採択件数：1件（研究費）

・外部資金の申請
と採択を目指す。

【課題】
特になし
【改善案】

・ 収蔵資料の件数と点数

・ 新収集資料の件数と点数

B. 登録 ・ 収蔵資料の管理(台帳等
整備)状況

・25年度に収蔵す
るすべての資料に
ついて実施する。

・25年度までに収集した資料に
ついて台帳への記入及びカー
ドの作成を行った。

・26年度に収蔵す
るすべての資料に
ついて台帳への
記入及びカードの
作成を行う。

【課題】
特になし
【改善案】

・ 定期的な維持管理の実施
状況

・ 資料の修復作業･保存処
理の状況

A. 要望に応じた貸出
等

・ 研究や展示等、資料の貸
出状況

・必要に応じての
貸出を行う。
・写真のない資料
については、順次
貸出ができる体制
を整える。

・他の美術館に対して、収蔵資
料11点を貸し出した。
・収蔵資料の写真掲載につい
ては13件31点の画像を提供し
た。

・要望があった場
合は、貸付要綱等
の規定に基づき、
作品及び写真画
像等の貸出を行
う。

【課題】
特になし
【改善案】

・ 閲覧システムの構築状況

・ 利用状況と利用者満足度

4.財源
①予算の確保

A. 入場料収入・その
他の事業収入

・耐震改修等工事
に伴う休館中のた
め、設定なし

・入場料収入見込
　7,510,976円
・その他の収入見
込
　552,828円

【課題】
・見込額の達成
【改善案】
・広報の工夫（段階的広報
や途中評価の実施）
・有料層（15～64歳）の集
客

有識者所見 目標設定に「耐震改修工事のため設定なし」とあるが、おかしい。工事中でもできる活動。（村井）

②館独自の財源獲得

有識者所見

有識者所見 改修工事中、図書室は閉鎖していたので、一般の方々が快適に利用できる環境の整備に努めてほしい。（村井）

5.収集･保存及び活用
①資料の管理と収集

A. 収蔵点数と収集
点数

・収集方針に基づ
いて収集を行う。

・収蔵作品6分野2,404点、研究
資料1,619点（平成25年度末現
在）
・25年度新収蔵作品5点、研究
資料2点（いずれも寄付による）

・収集方針に基づ
き、収集に努め
る。

【課題】
・未収蔵作家の作品収集
・購入予算の確保
【改善案】
・調査研究による作品所
在情報の蓄積

C. 維持管理と修復･
保存処理

・定期的な点検、
定期的な温湿度
のチェック、入出
簿の記載、年1～2
回の大掃除
・修復について
は、予算がないた
め実施予定なし

・耐震改修等工事に伴い、収蔵
資料を別室に仮収蔵していた
が、毎週1回収蔵場所の温湿度
確認を行うとともに、トラップを
設置し、保存環境の把握に努
めた。

・工事終了後の収
蔵庫について、除
塵除菌作業を行
う。
・定期的な点検、
温湿度の確認、ト
ラップによる昆虫
相調査を行い、保
存環境の把握と
適切な環境の維
持に努める。
・修復年次計画の
策定

【課題】
○維持管理
・収蔵庫用備品及び消耗
品予算の確保
・災害対策
○修復等
・修復予算の確保
【改善案】
○維持管理
・年次計画に基づく予算要
求
○修復等
・年次計画に基づく予算要
求

有識者所見 収蔵資料の修復は予算がないため行わないとあるが必要ないのか。修復の年次計画を検討し、外部資金の獲得も視野にいれて
検討してほしい。（村井）

②資料の活用

有識者所見

③図書室の公開
A. 図書資料の閲覧 耐震改修工事の

ため設定なし
・再開館に向けて
の公開準備
・ボランティアの導
入

【課題】
・収蔵スペースの不足
・図書購入予算、備品等
購入予算の確保
・利用者数の増
【改善案】
・年次計画に基づく予算要
求
・情報資料室に関する広
報
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A. 調査事業の件数 ・ 使命に基づく調査研究の
実施状況

・展覧会、収集、
普及事業等に関
連した調査を行
う。

・26年度開催予定の特別企画
展及び重点作家、千葉県関係
作家の調査を実施した。
・千葉県関係作家については、
リーフレット「千葉ゆかりの美術
家たち」を2編作成した。

・資料収集、収蔵
資料、展示企画、
普及事業等に関
する調査研究を行
う。

【課題】
特になし
【改善案】

A. 外部との調査研
究の件数

・ 共同研究等の実施状況 （該当なし） ・他県の美術館に
対して共同研究を
打診する。

【課題】
・予算の確保
・共同研究の機会の確保
【改善案】
・外部資金の活用

・ 展示への反映状況

・ 普及事業への反映状況

・ 展示替の実施状況
・ 保守･管理の実施状況

・ 利用者満足度の把握状況
・ 結果の反映状況

・ 実施状況

・ 年齢･地域等入場者の動
向把握

・ 来館者満足度の状況

・ 実施状況

・ 年齢･地域等入場者の動
向把握

・ 来館者満足度の状況

・ 実施状況(要望件数等)

・ 利用者が満足しているか

6.調査･研究
①調査事業

有識者所見

②外部との調査･研究

有識者所見

③研究成果の発表
A. 展示等への反映 ・研究成果を常設

展や企画展等の
企画に反映させ
る。

・重点作家及び千葉県関係作
家に関する調査研究成果を、
来館者向け印刷物にまとめた
ほか、26年度の海外調査計画
を策定した。

・研究成果を収蔵
作品展や企画展
等の企画立案に
反映させる。

【課題】
・展覧会予算の確保
・普及事業予算の確保
【改善案】

有識者所見

7.展示
①常設展示

A. 展示の更新と保
守･点数

【課題】
【改善案】

B. 満足度 【課題】
【改善案】

有識者所見

②企画展示(変更)
A. 企画数、利用者

数、満足度
・耐震改修等工事
に伴う休館中のた
め、設定なし

・耐震改修等工事
に伴い、9ヶ月休
館するため、特別
企画展を1本開催
する。
・アンケート調査
による満足度（非
常に良い、良い）
90％以上を目指
す。

【課題】
・予算の確保
・入場者数の増
【改善案】
・広報手法の検討（段階的
広報等）

有識者所見

③企画展示(変更なし)
A. 企画数、利用者

数、満足度
・耐震改修等工事
に伴う休館中のた
め、設定なし

・耐震改修等工事
に伴い、9ヶ月休
館するため、収蔵
作品展等を3本開
催する。
・アンケート調査
による満足度（非
常に良い、良い）
90％以上を目指
す。

【課題】
・予算の確保
・入場者数の増
・収蔵作品展に関するマイ
ナスイメージ
【改善案】
・収蔵作品展に対するイ
メージの脱却

有識者所見

④館外での展示
A. 企画数、利用者

数、満足度
・移動美術館を7
回行う。
・アンケート調査
による満足度が
90％以上

・計画通り7会場で実施した。
・総入場者数：10,605人（1会場
平均：1,515人）
・5段階評価で「非常に良い」
「良い」が87％を占め、概ね高
い満足度を得た。

・移動美術館を2
会場で実施する。
・各会場入場者数
2,000人以上
・アンケート調査
による満足度（非
常に良い、良い）
90％以上を目指
す。

【課題】
・予算の確保
・入場者数の増
【改善案】
・会場市町村との連携によ
る広報の充実

有識者所見 平山郁夫展では混雑が予想されるため、混雑回避の方法や駐車場の整備や確保など準備を万全にすべき。
アンケート調査については、記入を希望する来館者だけでは、集計結果に偏りが出てしまうので、偏りが出ない方法をとるべき。
（村井）
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・ 実施状況(ネットワーク)

・ 利用者が満足しているか

・ 種類と回数、参加者数

・ 参加者は満足しているか

・ 種類と回数、参加者数

・ 参加者は満足しているか

回数と参加者数、
満足度

8.教育普及事業

ワークショップ7回
実技講座5回
ミュージアムコン
サート1回

【課題】
・定員充足率の向上
【改善案】
・美術館周辺地域への広
報の徹底
・実施結果の広報による
認知度向上

耐震改修工事の
ため設定なし

・講演会１回
・アンケート調査
による満足度（非
常に良い、良い）
90％以上
・参加者数200人

【課題】
・講演会の広報及び集客
・参加者の意見聴取
【改善案】
・美術館周辺地域への広
報の徹底
・アンケート回収率向上方
法の検討

②講演会･講座

①参加体験事業

有識者所見 積極的に実施し、大いに評価できる。（村井）

有識者所見 目標設定に「耐震改修工事のため設定なし」とあるが、おかしい。工事中でもできる活動。（村井）

A. 回数と参加者数、
満足度

ワークショップ　10
回
実技講座　5回

ワークショップ　8回　計629人
＜内訳＞
・いろいろ作ろう、美術館の縁
日だよ！76人（定員充足率
152％)
・立体万華鏡を作ろう！47人
(117.5%)
・小さなアニメーションを作ろ
う！16人(80%)
・オリジナルモノレールを作ろ
う！32人(80%)
・クリスマスオーナメントを作ろ
う！26人(86.7%)
・カンバッジを作ろう！108人
(72%)
・モノレールまつり179人(定員
なし)
・夢つくり隊 145人(定員なし)
実技講座　5講座　計80人
＜内訳＞
・陶芸講座（応用）10人(定員充
足率50%)
・陶芸講座（基礎）19人(79.2%)
・篆刻講座24人(120%)
・ホリデーアート「コラグラフ」16
人(40%)
・ホリデーアート「シルバーアク
セサリー」11人(55.6%)
ワークショップ満足度：96～
99%9件／100%73件

A.

⑤他館との合同企画による展示
A. 企画数、利用者

数、満足度
・耐震改修等工事
に伴う休館中のた
め、設定なし

・他県の美術館に
対して合同展示を
打診する。

【課題】
・予算の確保
・他県との予算執行手続
きの整合が困難
【改善案】

有識者所見 目標設定に「耐震改修工事のため設定なし」とあるが、おかしい。工事中でもできる活動。（村井）
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A. 電話・来館面接等
の質問

・ 件数と対応状況 数値目標は設定
していない

作品や作家、展示、教育普及
事業に関する問い合わせに回
答し、必要に応じて他の美術館
等を紹介した。

適切に対応する 【課題】
・対応状況の記録と共有
化
【改善案】
・対応状況の記録と回覧

・ 提供件数

・ 掲載件数の状況

・ 更新件数

・ 資料登録件数の状況

・ アクセス数の状況

・ 種類と部数

・ 配付等の状況

・ ボランティア活用システム
の構築

・ 登録者数と活動状況

・ 育成のための研修等の実
施状況

・ 情報入手体制の状況

・ 対応状況

・ 会員数(増減)

・ 活動状況(館との連携･単
独事業)

有識者所見 目標設定に「耐震改修工事のため設定なし」とあるが、おかしい。工事中でもボランティアの研修などはできるはず。
どのような情報収集が必要なのかを見極めることが第一段階。その協議から始めるべき。また、県民が美術館にどんな情報を求
めているのかを調査することも必要。（村井）

情報収集システム
の十分な構築

システム構築を目指したが、不
十分なままである。

提供された情報
（寄贈申し出や作
品の所在情報等）
の活用

【課題】
特になし
【改善案】
ここは書いてください。

会員数の増加と
活動のさらなる活
性化

友の会による自主講座等が活
発に行われている。
会員数：347人（H26年3月末現
在）
友の会との連携事業：1件
実技講座、研修旅行参加者数：
169人

有識者所見

会員数の増加と
活動のさらなる活
性化

【課題】
・活動の活性化
・会員の高年齢化
・財源の確保
【改善案】
・美術館によるアドバイス
やサポート

B. 県民からの情報
提供

友の会C.

耐震改修工事の
ため設定なし

・ボランティアの募
集
・受入れ人数：30
人
・研修会：2回

【課題】
・登録者数の増加
・募集広報の方法
・ニーズの把握
【改善案】
・美術館周辺地域への広
報の充実
・ボランティアとの対話に
よるニーズの把握

有識者所見

②メディア

③ホームページ

④刊行物

有識者所見

更新52回
アクセス90,000回

更新件数：55回
資料登録件数：0件
アクセス数：66,095回

更新件数：48回
資料登録件数：23
件
アクセス数：
90,000回

【課題】
・アクセス数の増加
・コンテンツの充実
【改善案】
・ブログ開設の検討

A. 印刷物による広報 12回 ・ポスター、チラシ、事業案内等
　13種、97,300部

ポスター、チラシ、
事業案内等
　16種、181,660部

【課題】
・美術館周辺の集合住宅
組合の協力
・デザイン
【改善案】
・美術館周辺地域への配
布方法の検討
・デザイナーの活用

A.

A. ホームページによ
る情報発信

①県民への直接的情報提供
9.情報の発信

A. ボランティア
①県民との協働

10.県民参画

前年度と同等また
はそれ以上

提供：7件
掲載：5件

・前年度を上回る
提供件数
・再開館に関する
情報提供
・前年度を上回る
掲載件数

【課題】
・工事による休館に伴う事
業数の減少
【改善案】
・効果的な情報提供方法
の検討

館事業(含調査研
究)の情報提供

有識者所見
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・ 受入態勢等の構築状況

・ 実施状況

・ 受入態勢等の構築状況

・ 回数、校数と参加者数

・ 受入態勢等の構築状況

・ 回数、校数と参加者数

・ 受入態勢等の構築状況

・ 回数、校数と参加者数

・ 回数と利用者数

・ 利用者ニーズの把握状況

・ 回数と利用者数

・ 利用者ニーズの把握状況

有識者所見

有識者所見

耐震改修工事の
ため設定なし

講演会1回 【課題】
・特別展関連以外の講座
の実施
【改善案】
・収蔵作品展開催時の講
座の開催

A. 回数、利用者数と
満足度

A. 回数･人数

A. 回数･人数

A. 回数･人数

有識者所見

有識者所見

有識者所見

①博物館実習

耐震改修工事の
ため設定なし

耐震改修工事で
受け入れできない
ため、27年度以降
の内容を検討す
る。

【課題】
・問合せは多いが、工事の
ため受け入れできない。
・学校連携（出張授業）
等、他業務との調整
【改善案】
・学校との密接な連絡調
整

耐震改修工事の
ため設定なし

耐震改修工事で
受け入れできない
ため、27年度以降
の実習内容を検
討する

【課題】
・工事中のため、受け入れ
できない。
・実習内容の充実
【改善案】
・館の特性を活かした実習
内容の検討

耐震改修工事の
ため設定なし

耐震改修工事で
受け入れできない
ため、27年度以降
の内容を検討す
る。

【課題】
・工事中のため、施設を利
用した研修ができない。
【改善案】
・再開館後に向けた教員
への広報

有識者所見 目標設定に「耐震改修工事のため設定なし」とあるが、おかしい。工事中でもできる活動。（村井）

A. 実施の状況 耐震改修工事の
ため設定なし

耐震改修工事の
ため設定なし

【課題】
・効果的な連携事業の実
施
【改善案】
・再開館後の連携事業の
検討

12.県民等からの依頼による学習支援

③職場体験学習・インターンシップ

②教員等研修

②館内での講座・講演会

11.人材育成

②外部との連携・調査

A. 解説の回数、利用
者数と満足度

・準定期的なギャ
ラリートークを実
施する。

・千葉県移動美術館
　7会場　延べ14回のギャラリー
トーク
　参加者数：延べ376人

ギャラリートーク
の実施
・千葉県移動美術
館2会場で各1回
・特別企画展で5
回
・収蔵作品展で5
回

【課題】
・学習支援の広報
【改善案】
・ギャラリートーク以外の
学習支援メニューの検討

①展示等の活用
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・ 受入校数と回数、人数

・ 利用者ニーズの把握状況

・ 実施校数と回数、人数

・ 利用者ニーズの把握状況

・ 支援体制の状況

・ 回数と参加者数

・ 利用者ニーズの把握状況

・ 実施状況(種類と件数)

・ ニーズの把握の状況

・ 団体数

・ 地域等の傾向

・ 利用者数

・ 地域等の傾向

A. 県外団体来館数

B. 外国人入場者数

3回 【課題】
・内容の充実
【改善案】
・アンケートや聞き取り調
査による利用者ニーズの
把握

有識者所見

有識者所見 耐震改修工事後の観光資源としての活用策をもっと積極的に検討してほしかった。（村井）

耐震改修工事の
ため設定なし

耐震改修工事の
ため設定なし

【課題】
・近隣県の美術サークル
や美術館友の会の団体利
用はあるが、一般団体の
観光目的利用がほとんど
ない。
・収蔵作品展に対するマイ
ナスイメージ
【改善案】
・観光事業者等への広報
の充実

耐震改修工事の
ため設定なし

耐震改修工事の
ため設定なし

【課題】
・外国人入場者数の把握
方法
・無料ゾーンへの中国や
韓国系外国人入場者はあ
ると思われるが、人数の
把握ができない。
【改善案】
・外国人入館状況の把握
方法の検討

A. 機関・地域住民等
との連携

3回 「美浜アートフェスティバル」（千
葉再生リサーチ、千葉市民ギャ
ラリーいなげ、千葉大学）
「成田アート博覧会」（成田市仲
町商店街、成田市内中学校・高
校）
「日赤キッズクロスプロジェクト
－夢つくり隊－」（日本赤十字
社、地元教育委員会）

A. 依頼の状況、回数
と人数

2回　2人 31回
＜内訳＞
・大学非常勤講師　1件
・出前授業　24校30件　1,794人

要望に応じた講師
派遣の実施

【課題】
・依頼数増加や依頼重複
時の調整
【改善案】
・職員のスキルアップ

有識者所見

耐震改修工事の
ため設定なし

耐震改修工事の
ため設定なし

【課題】
・校外学習時間の減少
【改善案】
・学校団体向けのメニュー
開発
・学校へのアンケートなど
による課題の把握

学校側からの依
頼を受けて随時
実施するので目
標を設定しない。

・24校30件　1,794人 前年度並み 【課題】
・広報
・依頼数増加や依頼重複
時の調整
【改善案】
・教員向け広報方法の検
討
・アンケートや聞き取り調
査による利用者ニーズの
把握

出前授業

有識者所見

A.

B.

学校団体の受入

②観光資源としての活用

①地域との連携事業
13.地域づくりへの支援

④外部講師依頼

③学校連携

美7 



中央博物館

H25目標値 結果･所見 H26目標値

・ 目標の設定、具体的計画
の策定状況

・ 事業への活用状況

・ 自己評価及び外部評価の
実施状況

○自己評価を行っているか→
Yes
　事業活動の結果を年次報告
（評価調書）として集約し、それ
に基づいて、当該年度の計画
達成度を評価している。

・ Ｐ.Ｄ.Ｃ.Ａ.サイクルへの反
映状況

○P.D.C.A.サイクルに反映され
ているか→ Yes
　事業年次計画のうち、当該年
度の計画達成度をその内容、
数値等で検証し、次年度以降
の計画を見直すこととしてい
る。

・ 研修への参加体制の整備
状況

・ 参加状況(種類･件数･人
数)

【課   題】
組織的な課題や問題につ
いて、全職員が一丸となっ
て取り組む体制の強化
【改善案】
資料の回覧、ネット環境を
活用した伝達等によって、
情報の透明性と共有化を
図り、各職員の当事者意
識を高める。

関係機関と連携した防災避難訓練、AED使用訓練を実施し、利用者への安心安全を訴求していただきたい。特に、分館の防災に
関しては、被災時を想定した本館の役割の明確化を願いたい。（加藤）
各職員のスキルアップのため、また常に新しい情報を共有するためにも、研修内容を共有できる取り組みを行ってほしい。（黒
田）
研修結果報告は軽視されていないか。（石川）

自己評価
課題と改善案

自己評価票(H25)

目標と計画･重点
事業の構築、事業
への活用

継続 ○年次計画はあるか。→ Yes
○事業等の優先順位を付けて
いるか。→ Yes（年次計画によ
る優先順位）
○実施ｽｹｼﾞｭｰﾙを立て予算要
求しているか。→ Yes （年次計
画による要求）
○事業実施に至っているか。
→ Yes（年次計画に沿った運営
を行っている）

【課　 題】　目標を着実に
達成する。
【改善案】　状況に応じて
年次計画の見直しを行う。

評価の視点

目標を着実に達成していってほしい。（黒田）

1.使命と計画

中項目
細目

大項目

PDCAサイクルへの繁栄は本館、分館と連携して行っていると思われるが、未実施であるならば、分館のPDCAサイクルに本館の
積極的な支援、関与を望みたい。（加藤）
評価をしても、それが問題の改善に活かされないのでは、意味がなくなってしまうので、ぜひとも問題を各職員で共有してほしい。
（黒田）

継続

A.

有識者所見

①中長期計画

②評価の実施
評価の実施と結
果の反映

A.

有識者所見

A. 【課   題】
研修の成果を館運営に反
映させる。
【改善案】
研修参加者は参加報告を
適切な時期及び内容で行
うとともに、研修内容を関
係職員間で共有する。併
せて、研修成果の当館運
営への反映について、適
切な部署で討議する。

有識者所見

2.組織と運営等
①組織･人員

職員の研修 継続 ○職員が積極的に参加できる
体制をとっているか→ Yes
　外部より通知された各種研修
会等の案内は、職員に回覧し、
希望する職員には、可能な限り
受講・参加の機会を与えてい
る。　　　（国関係研修）
・ミュージアムエデュケーター研
修　1人
・博物館学芸員専門講座　1人
（県関係研修）
・千葉県美術館・博物館等職員
研修　５人
・千葉県博物館協会研修会　3
人
・千葉県文化財管理指導講習
会　7人
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H25目標値 結果･所見 H26目標値

自己評価
課題と改善案

評価の視点
中項目

細目

大項目

・ 当該年度の利用者数

・ 前年度比較による傾向

・ 実施方法と結果

・ 結果の事業への反映状況

有識者所見

A. 利用者数

B. 満足度･ニーズ等
の調査

○マーケティング等の調査を
行っているか→ Yes（利用者満
足度をｱﾝｹｰﾄ調査）
 ・常設展示室に、自由記載方
式のアンケート用紙を常備して
おり、意見等については、適
時、館内周知し、回答の必要な
件に関しては速やかに回答し
ている。
・企画展開催期間中は、展示
会場内にアンケート用紙を設置
している。
・　「音の風景」アンケート回収
数は618件であった。

・大利根分館企画展｢利根川と
文学｣でのアンケート回収数は
2１１件であった。

・大多喜城分館企画展｢上総の
仏教美術｣でのアンケート回収
数は418件であった。

【課   題】
展示会における指摘事項
の担当者間での継承
【改善案】
展示会アンケートでの観
覧者からの指摘事項(善悪
にかかわらず)について
は、反省会を開催し、当該
担当者から次回担当者へ
確実に引き継ぎ、改善に
つなげる。

本館の利用者目標未達成については、その原因を究明し、27年度目標値の達成を願いたい。（加藤）
入場者数が段階的に増加していることは良い傾向。将来のリピータを獲得する意味も含めて、さらに改善案に取り組んで欲しい。
アンケート結果が次回以降の企画展に反映される仕組みがなかったことは、これまでアンケートを記入してもらった方々に大変失
礼だと思う。分野が異なる企画展でも、ぜひアンケート内容の引き継ぎをして欲しい。（黒田）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
館とも利用者数増は評価されるべき。（石川）

②県民ニーズに則した運営
前年度比で、
本館
110％
大利根分館
105％
大多喜城分館
107％

○利用者数に関して、総人数、
小中高大学生、団
   体等の分類で算出する。(括
弧内は前年度）

【本館】
総入館者数：184,059 人
(193,443人：95%)
個人：175,091人(160,909)、団
体：158団体8,968人（276-
13,607）
主催行事参加者総数：12,890
人(14,884人)
HPアクセス数：280,565件
(119,923件）

【大利根分館】
総入館者数：36,803人(29,046
人：127%)達成
個人：14,512人(10,375)、団体：
93団体22,291人（108-18,671）
主催行事参加者総数：11,712
人（10,678人）
HPアクセス数：14,058件(12,909
件）

【大多喜城分館】
総入館者数：82,292人（82,801
人：99%)
個人：75,855人(76,358)、団体：
177団体6,437人（187-6,443）
主催行事参加者総数：3,575人
(3,672人)
HPアクセス数：29,541件(30,628
件）

前年度比で、
本館
110％
大利根分館
110％
大多喜城分館
110％

【課   題】
平成27年度目標値の達成
に向けて、本館と大 多喜
城分館においては入場者
数の段階的向上
H27総入場者数目標値
 ・本館
250,000
・大利根分館　　　 23,000
(達成済み)
・大多喜城分館　　96,000

【改善案】
学校等の団体に充実した
サービスを提供し、団体利
用者数の高位安定化と新
規開拓に努め、常設展示
利用者のベースアップを
図る。
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H25目標値 結果･所見 H26目標値

自己評価
課題と改善案

評価の視点
中項目

細目

大項目

A. バリアフリー ・ バリアフリー対策の実施
状況

継続 ○万人に対応した受け入れ態
勢がとられているか→ Ｙｅｓ（本
館･大利根）／No（大多喜）
大多喜城分館には、エレベー
ターが無く、車椅子利用者等の
入館には、職員による介助で
対応している。

【課   題】
大多喜城分館へのエレ
ベータ設置
【改善案】
耐震補強工事の際に合わ
せて実施する。

・ 交通機関(含誘致)と駐車
場の状況

・ アクセス案内の状況

・ 利用者満足度とニーズの
把握状況

・ 結果の反映状況

・ 当初計画に対する収入の
達成状況

○入場料収入 　 実収入（計画
達成率％）
【本館】
12,140,900円　(80％）
【大利根分館】
457,980円　(71％）
【大多喜城分館】
6,607,680円　(84％）

【課   題】
収入減による特定財源予
算の大幅な年度末減額措
置を防ぐ。
【改善案】
企画展等の事業について
は、歳入予算計画との大
きなずれが生じないよう、
収入達成に向け努力す
る。とくに本館について
は、年度間の収入額に大
きな変動が起きないよう努
める。

・ その他の収入の状況 ○雑収入合計711,680円（前年
度比129％）
雑収入内訳：
・売店･自動販売機等電気料
金：
【本館】580,664円、
【大利根分館】11,259円、
【大多喜城分館】60,747円
・コピーサービス：
【本館】15,310円
・傷害保険本人負担：
【本館】39,900円、
【大利根分館】1,500円、
【大多喜城分館】2,300円

【課   題】
新たな収入源を確保し、特
定財源の拡大を図る。
【改善案】
主務課と協議し、物品等
の直接販売の道を探る。

ミュージアムショップからの友の会撤退について、本館もその因子についての認識を共有して対応を願いたい。（加藤）
ミュージアムショップについて、委託業者に積極的に改善案どおりの提案を続けていって欲しい。（黒田）
車への案内表示は改善余地あり。（特に大利根分館）（石川）

アクセス案内の改
善

○交通関連のサインが適切に
配置されているか。→No (道路
標識の増設が必要)
○館へのｱｸｾｽのｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ
が迅速かつ分かりやすく行わ
れているか。→ Yes　(電話･ﾈｯ
ﾄ等では適切)

【課   題】
車で来館する利用者向け
の案内表示
【改善案】
道路標識の増設について
関係部局への働きかけを
継続して行うとともに、引
き続き、インターネット上で
のわかりやすいアクセス
情報の提供に努める。

ミュージアムショッ
プの充実

○ミュージアムショップは、平成
25年度まで友の会が経営して
いた。

【課   題】
利用者ニーズの把握と即
応性
【改善案】
流行・季節・館事業に応じ
た柔軟な品揃えを、館から
友の会に要請、提案する。
また、職員が館オリジナル
のミュージアムグッズを検
討･開発し、その製作と販
売を友の会に提案する。

C.

3.施設･設備
①アメニティーの向上

①予算の確保

有識者所見 入場料収入の目標未達成の原因を究明され、充実し、魅力ある博物館経営に努められるよう願いたい。（加藤）
入場者が増えているにもかかわらず、入場料収入が減っている。入館料の増加の対策は検討すべき。（黒田）
地元企業との事業等有料入館者増を工夫していきたい。（石川）

A. 入場料収入・その
他の事業収入

4.財源

B. アクセス

ミュージアムショッ
プ

有識者所見

当初収入計画
本館
　15,225,000円
大利根分館
　　 641､000円
大多喜城分館
　 7,838,000円
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H25目標値 結果･所見 H26目標値

自己評価
課題と改善案

評価の視点
中項目

細目

大項目

A. 外部助成金等の
獲得

・ 獲得計画に対する達成状
況

目標値未設定 ○外部資金（含県関連財団）を
申請しているか。→ Yes
○外部資金（含県関連財団）を
獲得しているか。→ Yes
( 19件　45,027,160円)
内訳
・文科省科研費　   11件
18,160,000円
・その他の研究費　  7件
25,877,160円
・展示会補助　　　    1件
990,000円

継続実施と採択
増加を目指す

【課   題】
外部資金獲得を博物館の
恒常的な機能向上につな
げる
【改善案】
間接経費が認められる文
部省科学研究費につき、
積極的に応募･申請するよ
う職員に促す。

・ 収蔵資料の件数と点数 ○台帳登録点数
【本館】　　834038点（前年度
815114点）
【大利根分館】　3698点（前年
度3698点）
【大多喜城分館】　2011点（前
年度2023点）
前年度からの減少は受託資料
の返却による

○外部資金が獲得できている
か。→ Yes

継続実施 【課   題】
予算不足
【改善案】
購入については，難しい状
況にあるが、必要不可欠
なものについては基金を
活用する．寄託，寄附につ
いては職員個人の努力に
より収集を進める余地が
ある．

・ 新収集資料の件数と点数 ○寄贈・購入（平成25年度新規
分）
【本館】
寄託：歴史資料5件105点
仮保管：歴史資料：1件10点
寄贈　歴史資料：1件347点
動物資料：2件1879点
貴重書資料：1件153点
購入　図書資料：100点、雑誌：
314点
【大利根分館】
寄託：14件5187点
寄贈　古文書・民俗資料：1件1
式
【大多喜城分館】
寄託：66件809点
寄贈　歴史資料　1件1点

継続実施 【課   題】
予算不足
【改善案】
購入については，難しい状
況にあるが、必要不可欠
なものについては基金を
活用する．寄託，寄附につ
いては職員個人の努力に
より収集を進める余地が
ある．

B. 登録 ・ 収蔵資料の管理(台帳等
整備)状況

目標値未設定 ○台帳登録点数
【本館】　　834038点（前年度
815114点）
【大利根分館】　3698点（前年
度3698点）
【大多喜城分館】　2011点（前
年度2023点）
前年度からの減少は受託資料
の返却による

○外部資金が獲得できている
か。→ Yes

県費の確保と外
部資金の獲得

【課   題】
収蔵備品，消耗品購入予
算の欠乏、不足、マンパ
ワーの不足
【改善案】
備品費、消耗品費、賃金
の必要性を強くアピール
し、県費による予算を確保
する。外部資金の獲得、
個人の研究助成金などの
獲得に努める

①資料の管理と収集
5.収集･保存及び活用

②館独自の財源獲得

有識者所見 研究機関と兼ね備えた博物館として、科研費の獲得を各職員が積極的に行って欲しい。（黒田）
事業によっては、民間資金導入が図れないものか模索中。（石川）

収蔵点数と収集
点数

A. 目標値未設定
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H25目標値 結果･所見 H26目標値

自己評価
課題と改善案

評価の視点
中項目

細目

大項目

・ 定期的な維持管理の実施
状況

収蔵庫及び収蔵
資料の定期的な
状態把握と状況
に応じた対処

○定期的に維持管理が行われ
ているか。 →Yes
○収蔵庫の温湿度管理は適切
か。 →Yes
○収蔵庫の入出者等を管理し
ているか。→Yes
　収蔵資料の維持管理は、各
担当者が適宜行っている。ま
た、収蔵庫の環境管理は、資
料管理研究科と設備管理委託
業社により、適宜行うとともに、
職員により定期的に収蔵庫の
清掃を行っている。収蔵庫の出
入りは資料毎の管理班員に
限っており、部外者の出入りに
も必ず職員が立ち会うようにし
ている。

継続実施 【課   題】
老朽化した本館空調設備
の改修
【改善案】
博物館資料を積極的に活
用し、県民資産としての博
物館資料の認知度を高
め、中長期の視点に立っ
た空調設備の改修計画に
ついて、主務課との協議を
開始する。

・ 資料の修復作業･保存処
理の状況

・資料の状態に応
じた適正な保存処
理の実施

○資料の保存処理が適切に行
われているか。 → Yes
○保存処理の予算要求を行っ
ているか。 → Yes
　収集から収蔵までの資料の
保存処理は各資料系ごとに処
理過程が異なるが、収集から
収蔵まで担当研究員が責任を
もって処理している。ただし燻
蒸釜による処理については、資
料管理研究科が実施。

継続実施
予算の確保

【課   題】　IPMの徹底
【改善案】　IPMの手法に
ついての職員の認知を深
める

・資料の状態に応
じた適正な修復作
業の実施

○修復作業の予算要求を行っ
ているか。 → Yes
　修復が必要な資料の手当
は、各担当者が随時手作業で
行っているが、展示資料も含め
大規模な資料修復の予算は獲
得できていない。

継続実施
予算の確保

【課   題】
館内部での修復技術者の
確保と養成
【改善案】
当面は、外注に必要な予
算要求を継続する。

収集資料の台帳
登録による管理

○収蔵資料を管理しているか。
→ Yes
 　登録資料は、紙ベースの台
帳と情報システムによる電子
データで管理している。

継続実施 【課   題】
未整理資料の蓄積
【改善案】
整理の遅れている分野に
ついて重点的に整理 を進
める。

・ 閲覧システムの構築状況

・ 利用状況と利用者満足度

目標については、可能であれば数値化目標を設定していただきたい。（加藤）
改善案どおりに進めて欲しい。（黒田）

図書資料の閲覧 利用者の増加　 ○図書の閲覧が行われている
か。 → Yes
　無料ゾーンの図書閲覧コー
ナーに図鑑・一般向けの図書
を配架し、来館者が自由に閲
覧できるようにしている。また、
書庫の専門図書は希望があれ
ば職員が出納し、閲覧コーナー
での閲覧が可能である。

設備をより良い状況で維持していくことは、貴重な資料を次世代へ伝えるために行わなければならない博物館の使命でもあるの
で、是非空調施設の改善を実現して欲しい。（黒田）
中長期的に維持管理は要検討。（石川）

C. 維持管理と修復･
保存処理

継続実施 【課   題】
図書閲覧コーナーの存在
について、来館者への周
知に努める。
【改善案】
図書閲覧コーナーの存在
や館のレファレンスサービ
スについて、ウェブなども
活用して県民への周知に
努める。

有識者所見

有識者所見

③図書室の公開
A.
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H25目標値 結果･所見 H26目標値

自己評価
課題と改善案

評価の視点
中項目

細目

大項目

A. 要望に応じた貸出
等

・ 研究や展示等、資料の貸
出状況

使途、扱い等、資
料の安全性確保
した上での適正な
貸し出しの実施

○要望に応じて資料を貸出等
（閲覧・撮影・貸出・デジタル情
報複製）をしているか。 → Yes
件数内訳：
【本館】
122件3091点（内デジタル42件
278点）
【大利根分館】
11件48点（内デジタル3件22
点）
【大多喜城分館】
44件81点（内デジタル35件65
点）
資料貸し出し要請に対しては、
各担当者が依頼者の所属や申
請された使用目的から妥当性
を判断し、適正に対処してい
る。
前年度：
【本館】
87件1800点（内デジタル29件
763点）
【大利根分館】
11件43点
【大多喜城分館】
34件94点（内デジタル28件37
点）

昨年度並みの実
施を目指す

【課   題】
職員減、利用件数増加に
よる業務量の増加。
【改善案】
(1)事務処理の効率化
(2)当館ｳｪﾌﾞｻｲﾄにおける、
利用手続きの周知。
　情報ｼｽﾃﾑに画像付きの
登録件数を増やす。

A. 調査事業の件数 ・ 使命に基づく調査研究の
実施状況

件数維持 → Yes
①件数：12件   前年度比：
120％
○当館では、千葉県の海の自
然誌に関する博物館として、
「房総半島およびその周辺の
海洋生物相とその特徴」を統一
テーマとした調査研究活動を
行っている。
○研究員が共同して行う「総合
分野研究」と、個々の自然誌系
研究員がそれぞれの専門分野
について個別に行う「詳細分野
研究」の二つに大別され、「総
合分野研究」を3件、「詳細分野
研究」を9件の、計12件の調査
研究を行っている。また、それ
らとの関連において、外部の機
関とも共同した研究も行ってい
る。

件数12件 【課題】
調査・研究の時間の確保
し学術研究のレベルをアッ
プする
【改善案】
海の博物館の使命は調
査・研究、資料収集とその
成果を県民に還元する展
示、普及である。それぞれ
の業務に費やす時間のバ
ランスを工夫し、調査・研
究の時間を確保する。

A. 外部との調査研
究の件数

・ 共同研究等の実施状況 目標値未設定 → Yes
①件数：17件　前年度比：70％
（平成24年度24件）
②共同研究の相手はどこか
千葉大学2件、東京情報大学、
国立歴史民俗博物館2件、札
幌大学、東京大学、慶応大学、
富山大学、龍谷大学、宮崎大
学、鹿児島大学、海洋研究開
発機構、国立環境研究所、中
国科学院昆明植物研究所、
ニュージーランド国立水圏研究
所、房総のヒメコマツ研究グ
ループ

目標値未設定 【課題】共同研究の機会の
確保
【改善案】研究職員の専門
性や館の設備を活かし
て、他機関との共同研究
を推進し、効率的な調査
研究を実施する。

②外部との調査･研究

海博は季節要因もあり、努力を評価したい。（石川）

有識者所見 研究時間を確保していくことや、共同企画事業を行うことなどが必要になってくるのではないか。（黒田）
継続してほしい。（石川）

有識者所見

有識者所見 目標については、可能であれば数値化目標を設定していただきたい。（加藤）
貸出要件に一定の基準は存在するのか？判定基準が統一されていれば、処理の効率化につながるのではないか。（黒田）

②資料の活用

6.調査･研究
①調査事業

中6 



H25目標値 結果･所見 H26目標値

自己評価
課題と改善案

評価の視点
中項目

細目

大項目

A. 展示等への反映 ・ 展示への反映状況 研究成果を反映さ
せた展示活動の
実施

○研究成果を展示に反映させ
ているか。→ Yes （展示件数：
31件）
　内訳
【本館】22件
【大利根分館】4件
【大多喜城分館】5件

反映の充実を目
指す

【課   題】
目に見える形での研究成
果の一層の還元
【改善案】
中央博物館で行われてい
る先進的な研究や千葉県
に根ざした地域研究など
豊富で多様な研究成果
を、広く県民の興味を引き
付けるような展示手法を
工夫して積極的に展示す
る。それにより博物館にお
ける専門研究員の必要性
を県民に理解してもらう。

B. 研究成果の学術
的公表（館独自項
目）

・ 学会誌や館の報告書等へ
の論文等執筆・公表状況

積極的な研究成
果の公表

○論文執筆を行い、発表を
行っているか。→ Yes
内訳
・学術論文　81件
・学術報告書　37件
・普及書　115件
・口頭発表　74件

充実を目指す 【課   題】
研究成果の積極的な学術
的公表による外部研究資
金採択率の向上
【改善案】
科学研究費等の研究助成
金を得た場合、高い評価
を得られる方法で公表す
る。

・ 展示替の実施状況 計画的な展示更
新の実施

○展示替えに関しての計画が
あるか。 → Yes
○計画通りに展示替えが行わ
れているか。
 　→ Yes　（６回１４点）

継続実施 【課   題】
展示更新の成果を入場者
増に結び付ける。
【改善案】
展示更新の効果的な広
報、展示解説等のサービ
スの実施。

・ 保守･管理の実施状況 計画的な保守の
実施

○保守や管理の計画がある
か。→Yes
○計画通り行われているか。
→No
○保守・管理のための予算要
求を行っているか。
　→Yes
○展示中の事故は無かったか
（職員・来館者）。
　→Yes (無し)

継続実施
予算確保を目指
す

【課   題】
展示設備及び展示情報の
老朽化・陳腐化への対応
【改善案】
利用者の安全性と快適性
を確保するため、基本的
な展示設備・備品の修繕
予算を長期的な視点に
立って要求する。同時に、
予算をかけない情報更新
の手法も検討する。

・ 利用者満足度の把握状況
結果の反映状況

B. 満足度 意見箱による入館
者の意見を把握

○常設展示においては、意見
箱を設置しており、入館者の意
見を聴取している。
○回答の希望者に対しては、
適時、文書及び電話等におい
て回答している。

【課   題】
利用者満足度の向上とﾘ
ﾋﾟｰﾀｰ増を結び付ける
【改善案】
本館における約7000点の
常設展示物を最大限有効
活用するため、学校の学
年・教科別の解説内容の
変更、市町村に関連する
展示品リストなど、利用者
層に配慮したきめの細か
い展示サービスを提供し、
利用促進を図る。

A. 展示の更新と保
守･点数

有識者所見 満足度について、聴取した結果がどのようになっているのか。またそれをどのように改善策に結びつけていくのかが見えにくい。
（黒田）
常設展示の少しずつでも更新されることを望みたい。（石川）

有識者所見 研究成果の発表については、ホームページでも極力公開するよう努めていただきたい。（加藤）
研究成果の発表は、一般向けには展示に限るのでしょうか？研究成果公表には、各職員間での目標設定などが必要ではないで
しょうか？（黒田）
県民への還元は広報面でも存在意義を高めるために望まれる。（石川）

7.展示
①常設展示

③研究成果の発表
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H25目標値 結果･所見 H26目標値

自己評価
課題と改善案

評価の視点
中項目

細目

大項目

・ 実施状況 ○展示企画数
【本館】1回、
【大利根分館】1回、
【大多喜城分館】1回

継続実施

・ 年齢･地域等入場者の動
向把握

○入場者情報の把握を行って
いるか。→Yes
　企画展毎に展示室にアン
ケート用紙を設置し、展示担当
者が、入場者動向を分析を
行っている。

継続実施

・ 来館者満足度の状況 ○企画展毎に入場者ｱﾝｹｰﾄを
実施。
「音の風景」アンケート結果は、
・展示テーマ設定：とても良い、
良いが89.3％
・展示のわかりやすさ：ちょうど
良いが82.1％
・全体の満足度：とても良い、良
いが80.9％

「利根川と文学」（大利根）アン
ケート結果は、
・展示の満足度：満足91％
・展示の見やすさ：見やすかっ
た85％
・展示のわかりやすさ：わかり
やすかった89％

「上総の仏教美術Ⅱ」（大多喜）
アンケート結果は、
・展示の満足度：満足63％
・展示の見やすさ：見やすかっ
た86％
・展示のわかりやすさ：わかり
やすかった84％

各項目８０％以上

・ 何回展示企画を実施した
か。

本館１０回以上
大利根分館１回
以上
大多喜城分館３
回以上

○展示企画実施数
【本館】　１７回
【大利根分館】　４回
【大多喜城分館】　７回

継続実施 【課   題】
アンケート結果を次期以
降の展示計画に反映
【改善案】
アンケート結果から県民の
興味・嗜好性を分析すると
ともに、世界遺産の富士
山など各種動向に配慮し
た展示企画を立案し、利
用者増を図り、利用者の
満足度を高める。季節の
イベントに応じた展示会の
開催を試みる。

・ 　入場者の動向把握を
行っているか。

Yes or No
アンケート
実施

○入場者情報の把握を行って
いるか。→Yes
　企画展毎に展示室にアン
ケート用紙を設置し、展示担当
者が、入場者動向を分析を
行っている。

継続実施

有識者所見

A. 企画数、利用者
数、満足度

企画数、利用者
数、満足度

【課   題】
アンケート結果を次期以
降の展示計画に反映
【改善案】
アンケート結果から県民の
興味・嗜好性を分析すると
ともに、各種動向に配慮し
た展示企画を立案し、利
用者増を図り、利用者の
満足度を高める。

有識者所見 企画展は有料入館者対策としても重要。（大多喜の仏教美術Ⅱは少し残念）（石川）

③企画展示(変更なし)

②企画展示(変更)
A.
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H25目標値 結果･所見 H26目標値

自己評価
課題と改善案

評価の視点
中項目

細目

大項目

・ 実施状況(要望件数等) 本館3回以上
大利根分館20回
以上

○展示企画実施数
【本館】
8回（清和地区文化祭(山の
FM)：1回・さわやかちば県民プ
ラザ：3回、県立東部図書館1
回、県立中央図書館：2回、幕
張メッセ：1回）
【大利根分館】
29件（学校向け移動展）

継続実施

・ 利用者が満足しているか アンケート等によ
る把握
満足８０％以上

○概ね満足してもらっている。
　アンケートは一部でしか実施
していないが、上記の結果がを
得ている。

満足度アップを目
指す

・ 実施状況(ネットワーク) ３回 ○展示企画数 → ３回
○ネットワークの活用 → Yes
【本館】
地域連携展「世界の音を聴こ
う」（千葉市科学館）
【大利根分館】
移動美術館（県立美術館）
【大多喜城分館】
移動美術館（県立美術館）

継続実施

・ 利用者が満足しているか アンケート等によ
る把握
満足８０％以上

○アンケート結果（有効回答
121通）
展示の満足度： 面白かった以
上78％
示の難易度： 解り易い以上
82％

アンケートによる
ニーズ把握を行
う。

有識者所見 ネットワーク強化に（積極的に取り組んでほしい。数値目標は設定した方がよいのでは。来場者の満足度アップにも何が必要な
のか、検討して欲しい（黒田）
継続大いに賛同。博物館の存在を周知させていきたい。（石川）

A. 企画数、利用者
数、満足度

【課   題】
館種を超えた広範な連携
関係の確立
【改善案】
本館については県内最大
規模の総合博物館である
ことと、大利根分館、大多
喜城分館については、そ
れぞれの地域における中
核的な博物館であるという
利点を活かし、県内の小
規模館、文書館、図書館
等、他の公共施設の状況
に応じた連携展示企画を
立案し、提案する。

【課   題】
県立博物館の存在意義を
県内各地に周知
【改善案】
出前のニーズを高めるた
め、積極的な広報活動に
努めるとともに、館内事業
との連動性を高め、入館
者増にもつなげる。

有識者所見 H26の目標には数値設定した方が良いのではないか？（黒田）
（美術館休館中の例からも）館外への展示は重要度を増す。（石川）

⑤他館との合同企画による展示

A. 企画数、利用者
数、満足度

④館外での展示
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H25目標値 結果･所見 H26目標値

自己評価
課題と改善案

評価の視点
中項目

細目

大項目

・ 種類と回数、参加者数 前年度並みの回
数の実施

主催行事件数 合計　543件（前
年度　475件）
【本館】
主催行事件数：364件
講座・観察会・展示関連行事・
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ・講演会：182件
ミュージアムトーク・展示解説：
182件
主催体験プログラム等（定期的
実施）
　三島小学校博物館（毎金）、
中央博調査隊（随時）、森の調
査隊（週末・夏休み）、とりの声
キャッチ名人（毎土）
【大利根分館】
83件
講座・子供教室・団体解説・い
しぶみ調査隊等
【大多喜城分館】
109件
 講座・体験教室・観察会・歴史
教室・展示解説等

前年度並み 【課   題】
主催行事件数が、週末日
数や会場確保、事業効率
の点からほぼ頭打ちにあ
る中で、質的な改善。
【改善案】
当館の使命という点で、間
口の広く敷居の低い親子
向けなどの行事と、当館
の特色や専門性を発信す
る行事の両者をバランス
よく企画し、質的な改善を
図っていく。

　 定員充足８０％以
上

○【本館】　14,996人
○大利根分館　11,712人
○大多喜城分館　3,575人

＊定員が設定された事業につ
いては、ほぼ前年度並み（平均
90%）の充足率であった。

定員の充足率の
維持

【課   題】
子ども向けイベントの充足
率が高く、専門性のある大
人向けの講座の充足率が
低い傾向があり、事業の
改良と専門性の維持との
調整やメリハリ付与が必
要。
【改善案】
利用者ニーズを考慮した
事業内容と広報戦略等の
改善を図る一方で、当館
の専門性に根ざす講座や
研究成果の還元の上で意
義のある行事は充足率に
かかわらず継続する。

・ 参加者は満足しているか アンケート等によ
る把握
満足８０％以上

○アンケートは実施せず
　教育普及事業に関してはアン
ケート調査は実施していない
が、どの講座等においても、大
方定員に達しており、観察会等
で人気のある講座は定員を大
きく超え、抽選となるケースが
多々ある。また、定員を設定し
ていない自由参加の事業につ
いても、1日100人を超える参加
者があることから、満足度は高
いと言考えている。

各項目８０％以上

・ 　各館使命に基づいた講
演会をどのくらい行ってい
るか。

Yes or No
回数、点数

８－①ーAに集約表記 前年度並み

・ 　講演会に参加した人数
は何人か。

定員充足８０％以
上

８－①ーBに集約表記 前年度並み

　参加者は満足している
か。

アンケート等によ
る把握
満足８０％以上

○一部事業のみアンケートを
実施　概ね満足してもらってい
ると考えている。

満足度アップを目
指す

A. 回数と参加者数、
満足度

【課   題】
参加者数が低迷する事業
の改良。
【改善案】
事業内容・広報戦略等を
改善するとともに、会場や
定員設定の適正化を図
る。

②講演会･講座

①参加体験事業

有識者所見 アンケートを取りづらい状況ではあると思うが、ぜひ聞き取りなども行い、ニーズ把握に努めて欲しい。（黒田）
継続すべき事業。（石川）

有識者所見 参加者数の低いものは取りやめる、新しい講座を開くなど開講講座の取捨選択などできぬ必要があるだろう。研究成果も講座へ
の反映させてほしい。大人向けには、新しい成果に基づく講座があってもよいのでは。（黒田）
広報に改善点があるのではないか。（石川）

A. 回数と参加者数、
満足度

8.教育普及事業
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H25目標値 結果･所見 H26目標値

自己評価
課題と改善案

評価の視点
中項目

細目

大項目

A. 電話・来館面接等
の質問

・ 件数と対応状況 誠実な対応 ○県民からの問い合わせ等に
対応しているか。→Yes
学習情報センターでの来館者
対応実績
・質問対応：184件+学情以外
942件
・コピーサービス利用者：74件
922枚
・書庫資料閲覧請求：12件59冊
電話等での問い合わせ対応
・約1,150件

継続実施 【課   題】
質問対応の意義を広く県
民にアピール
【改善案】
問合せ実績をＱ&Ａとして
公表するなど、広報活動
に努める。

A. 館事業(含調査研
究)の情報提供

・ 提供件数 積極的、効果的な
情報発信

○ﾒﾃﾞｨｱへ館の情報を定期的
に発信しているか。→ Yes 　件
数170件(約768回）
○メディアからの協力要請に対
応しているか。 → Yes　     件
数 83件
【本館】　　　 　　 58件
【大利根分館】 　 ７件
【大多喜城分館】  20件
○メディアへでの掲載および放
映は増えたか。
　→Yes　     件数１９９件
　メディアへの情報発信は、簡
潔で宣伝効果の高い広報資料
を整え定期的に実施している。
24年度より、都内開催の在京メ
ディアレジャー記者会での情報
発信や県内ミニコミ誌、専門系
雑誌など従来とは異なる提供
先を増やす努力をしたため定
期的な発信件数が急増した。
各種メディアからの取材や館情
報提供要請、ならびＴＶ等の番
組制作者からの協力要請に
は、原則的に全て対応してい
る。専門分野における問い合
わせ等はかなり多い。テレビＣ
Ｍや県のイベントへも積極的に
協力した。

前年度並み 【課   題】
広報効果の高い主要メ
ディアの文化芸術欄・科学
欄への常時掲載と共に、
地域に密着した情報誌へ
の掲載。情報提供の時期
と企画の進捗状況のすり
合わせ。役務費の確保。
【改善案】
魅力的な事業の企画立案
とメディアへの効果的な情
報発信のための館内努
力。情報提供に係る役務
費を確実に確保する。

・ 更新件数

・ 資料登録件数の状況

・ アクセス数の状況

ホームページによ
る情報発信

有識者所見 今後も積極的に取り組んで欲しい。（黒田）
かなり改善が図られてきた。（石川）

有識者所見 情報更新の頻度を更に高めることでアクセス件数は増加するので、発信情報の更新頻度を高めていただきたい。（加藤）
更新を増やす、日ごとの状況を発信するなどして、来館者にとってHPを見た方が得、の状況を作って欲しい。（黒田）
改善されている。引き続き充実願いたい。（石川）

有識者所見 電話対応学校より好評あり。（石川）

②メディア

③ホームページ
アクセス数の増加
（システムリニュー
アル後の効果とし
て）

○定期的な更新がなされてい
るか。　→　Yes
【本館】100回（前年度201回）
【大利根分館】12回（1２回）
【大多喜城分館】12回（1２回）
○ｱｸｾｽ件数はいくらか。
【本館】280,565件（112,923件）
【大利根分館】14,058件（12,909
件）
【大多喜城分館】 29,541件
（30,628件）
○ｼｽﾃﾑ登録点数はいくらか。
【本館】156,374点（135,733点)
【大利根分館】2,047点(2,047
点）
【大多喜城分館】 1,0３０点
（1,025点）

両分館に関して、
アクセス数の増加

【課   題】
分館のHPアクセス数の増
加
【改善案】
詳細なイベント情報をHP
に掲載することにより、HP
ｱｸｾｽの増加及び来館者
数の増加を図る。

A.

①県民への直接的情報提供
9.情報の発信
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H25目標値 結果･所見 H26目標値

自己評価
課題と改善案

評価の視点
中項目

細目

大項目

・ 種類と部数 効果的な印刷物
の作成と配布

○印刷物等の刊行により、館
事業の情報提供及び広報活動
を計画的に適切な時期をもって
行っているか。→ Yes 32種類
（既存資料の増刷は除く）
【本館】　 20 種類
【大利根分館】　５ 種類
【大多喜城分館】　 ３ 種類
○時期は適切か。→ Yes
　次年度の年間行事予定や利
用者案内パンフは、前年度3月
初旬、年報等、前年度活動は、
年度内の早い時期を目指して
いるが、一部は年度末ギリギリ
となってしまった。展示等の当
該年度事業は、事業実施の約
2カ月前までの完成を目指して
いる。

継続実施 【課   題】
印刷費の恒常的な不足へ
の対応
【改善案】
一部の印刷物はウェブ
ページ上からPDFをダウン
ロードできるようにする。

・ 配付等の状況 効果的な印刷物
の作成と配布

○印刷物等の刊行により、館
事業の情報提供及び広報活動
を計画的に適切な時期をもって
行っているか。
　 → Yes 32種類（既存資料の
増刷は除く）
【本館】　 20 種類
【大利根分館】　５ 種類
【大多喜城分館】 ３ 種類

○時期は適切か。→ Yes
　次年度の年間行事予定や利
用者案内パンフは、前年度3月
初旬、年報等、前年度活動は、
年度内の早い時期を目指して
いるが、一部は年度末ギリギリ
となってしまった。展示等の当
該年度事業は、事業実施の約
2カ月前までの完成を目指して
いる。

継続実施 【課   題】
印刷費の恒常的な不足へ
の対応
【改善案】
一部の印刷物はウェブ
ページ上からPDFをダウン
ロードできるようにする。

④刊行物

有識者所見 PDF配付は良いと思う。スマートフォンに対応したフォーマットで公開できれば、館内用配付資料の印刷数も減らせるかも知れな
い。（黒田）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特に
なし。（予算不十分の中で、努力は評価する）（石川）

A. 印刷物による広報
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H25目標値 結果･所見 H26目標値

自己評価
課題と改善案

評価の視点
中項目

細目

大項目

・ ボランティア活用システム
の構築
登録者数と活動状況

ボランティアの有
効活用と活動の
場の増大

○ボランティアを配置している
か。→ Yes
【本館】（展示室、生態園、資料
整理、ｲﾍﾞﾝﾄ、研究、 ボランティ
ア等７類型)
・人数： 189人(H25.3)
・活動日数： 2,073人日
【大多喜城分館】（体験教室）
 ・人数：16人（H26.3)
 ・活動日数：101人日

継続実施 【課   題】
昨年度より50人以上増加
した。さらに登録者数を増
やし、生涯学習の場として
活用してもらう。
【改善案】
すべての業務について、
ボランティア参画の可能性
を検討する。

・ 育成のための研修等の実
施状況

効果的な研修の
実施

○ボランティア育成の研修を
行っているか。→ Yes    研修
会： 5回（85人参加）
展示会にあわせた展示解説、
図書室利用に関する研修会を
行っている他、各活動毎に担
当職員による研修を随時行っ
ている。新人ボランティアにつ
いては、博物館概要、関係施
設、展示についての研修も行っ
ている。

継続実施 【課   題】
ボランティアの士気の維持
向上
【改善案】
展示ボランティアと職員の
意見交換会などにより、ボ
ランティアが気付いた博物
館運営の問題点等を意見
として汲みあげる仕組みを
構築する。他の博物館の
ボランティアとの交流も進
める。

・ 情報入手体制の状況

・ 対応状況

・ 会員数(増減)

・ 活動状況(館との連携･単
独事業)

・ 受入態勢等の構築状況

・ 実施状況

有識者所見

A. 実施の状況 効果的な連携事
業の実施

○連携ｼｽﾃﾑが構築されている
か。→ Ｙes（本館のみ）
・市民団体・NPO等との連携事
業　58件
・学会研究会等委員・役員
76件

継続実施 【課   題】
【改善案】　特記事項なし

有識者所見 県民との協働の観点から、友の会解散の因子を取り除き、早急に新たな組織の立ち上げを願いたい。（加藤）
新たな支援楚々木について、前回の反省を生かして育成を行って欲しい。（黒田）
友の会について要検討。（石川）

情報提供の受け
入れと活用

○県民からの情報入手体制の
有無→ Ｙes
　当館では、個々の職員レベル
で県民との双方向の交流が日
常的になされており、実際、県
民からの情報提供と大学との
連携が元になって昨年度、植
物の新種（イスミスズカケ）発見
がなされるなど、県民からの情
報が生かされている。

継続実施 【課   題】
【改善案】特記事項なし

友の会活動の支
援

○友の会活動が効果的に行わ
れているか。→No
・友の会会員数：　430人（H25
年2月末現在）
・友の会行事：36回（内14回に
館員を講師派遣）
・博物館との連携行事：20回
・企画・特別展でｸｲｽﾞ連携実
施：46回（会期中毎週末）
・友の会ﾆｭｰｽ発行：3回（毎号
に複数館員が寄稿）

新たな支援組織
の育成

【課   題】
平成２５年度末で友の会
が解散し、支援組織がなく
なった。
【改善案】
新たな支援組織育成の検
討

B. 県民からの情報
提供

友の会C.

A. ボランティア

②外部との連携・調査

①県民との協働
10.県民参画
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H25目標値 結果･所見 H26目標値

自己評価
課題と改善案

評価の視点
中項目

細目

大項目

・ 受入態勢等の構築状況

・ 回数、校数と参加者数

・ 受入態勢等の構築状況

・ 回数、校数と参加者数

・ 受入態勢等の構築状況

・ 回数、校数と参加者数

・ 回数と利用者数

・ 利用者ニーズの把握状況

・ 回数と利用者数

・ 利用者ニーズの把握状況

A. 回数、利用者数と
満足度

有識者所見 少人数職員での、分館の展示解説件数は評価できる。（加藤）
改善案どおりに努めて欲しい。（黒田）

有識者所見 要望に応じるシステムとはどのようなもので、どのように活かされているのか？（黒田）

前年度並み 【課   題】
外部からの依頼へのきめ
の細かい対応
【改善案】
学校団体には、来館時
に、単なる見学ではない
オーダーメイドの学習プロ
グラム（博物館学習）を提
供できる体制をさらに進め
る。

要望に応じた講座
等の実施

○講演会等の要望に応じるｼｽ
ﾃﾑがあるか。
　 → Yes
【本館】   54件  1,029人
【大利根分館】　3件      98人
【大多喜城分館】 7件      91人

前年度並み 【課   題】
【改善案】特記事項なし

A. 解説の回数、利用
者数と満足度

要望に応じた解説
の実施

○展示解説を行うシステムが
あるか。 → Yes
　依頼を受けて行った団体解説
【本館】
博物館学習対応 　17件
1,118人
その他団体解説    43件　　897
人
【大利根分館】   55件　 9,734
人
【大多喜城分館】  52件   1,758
人

②館内での講座・講演会

A. 回数･人数

A. 回数･人数

A. 回数･人数

有識者所見

有識者所見

有識者所見

①博物館実習

前年度並みの受
け入れ

○職場体験をうけいれている
か。
　→ Yes
【本館】
・職場体験　 （中学生）：　20校
53人
・インターンシップ　（大学生）
5校5名

前年度並み 【課   題】
職場体験は希望の時期的
集中などもあって応じきれ
ない。
【改善案】
館と学校・生徒の双方に
とってメリットを生む職場
体験内容への改善。

改善案どおりに努めて欲しい。（黒田）

博物館周知上でも大切な課題。積極的に取り組みたい。（石川）

将来の団体利用へ繋げられるような研究を行って欲しい。（黒田）

前年度並みの実
習の実施

○博物館実習を行っているか。
→ Yes
24名（14校）９日間（自宅研修１
日を含む）
・実施場所：本館
・うち２名は大多喜城分館で４
日間、別の２名は海の博物館
で４日間実習

継続実施 【課   題】
人数が多すぎて、時間的・
スペース的に行き届いた
指導が必ずしもできない。
【改善案】
人数を20名程度に抑えつ
つ、講義形式の授業を減
らす一方、展示解説実技
など自ら考える実習プログ
ラムを増やす。

前年度並みの研
修の実施

○教員研修を行っているか。→
Yes(21件310人)
【本館】　20件 290人
【大多喜城分館】　１件  20人

継続実施 【課   題】
単なる教員研修ではなく、
博物館を有効活用できる
教員を増やすような研修
機会の企画
【改善案】
博物館利用研修会等の継
続的な開催や、教員団体
来館時の解説会の設定、
総合教育センターと連携し
た博物館での教員研修プ
ログラムの設定をおこな
う。

①展示等の活用
12.県民等からの依頼による学習支援

③職場体験学習・インターンシップ

②教員等研修

11.人材育成
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H25目標値 結果･所見 H26目標値

自己評価
課題と改善案

評価の視点
中項目

細目

大項目

・ 受入校数と回数、人数

・ 利用者ニーズの把握状況

・ 実施校数と回数、人数

・ 利用者ニーズの把握状況

・ 支援体制の状況

・ 回数と参加者数

・ 利用者ニーズの把握状況

・ 実施状況(種類と件数)

・ ニーズの把握の状況

前年度並み 【課   題】
地域振興の拠点としての
認知度の向上
【改善案】
本館： 企画展等開催時、
市内の社会教育機関・企
業等との間に相互メリット
のある連携を進める。
分館： 所在地自治体と連
携した事業の強化

有識者所見 本館の地域連携事業の拡大を望みたい。（加藤）
改善案どおりに努めて欲しい。（黒田）
地元企業と接点の持てる事業を考えていきたい。（石川）

A. 機関・地域住民等
との連携

目標値未設定 ○地域との連携事業を行って
いるか→ Yes
【本館】
・３館連携企画「ちば生きもの
科学クラブ」（千葉市科学館、
千葉市動物公園）２０人
【大利根分館】
・市民参画の写真展の開催（私
が撮った水郷 2013）   681人
・市民参画のイベントの開催
（昭和の名車大集合2）   2130
人
【大多喜城分館】
・町のｲﾍﾞﾝﾄへの協力（分館施
設利用）
＜大多喜さくらまつり＞７０５人
　　県立大多喜高校：茶道部
「茶席、マンドリンギター部「マ
ンドリンギター演奏」
　　大多喜町有志：和琴、大正
琴演奏
＜大多喜お城まつり＞1,086人
　　県立大多喜高校：茶道部
「茶席」
　　大多喜町有志：琴演奏
　　体験教室「甲冑・小袖の試
着」　29人

特に出前授業は好評なので、積極的に取り組みたい。（石川）

A. 依頼の状況、回数
と人数

要望に応じた講師
派遣等の実施

○外部講師の依頼を受けてい
るか。→Yes
○支援体制が構築されている
か。→Yes
・大学非常勤講師　 10件（分館
職員を含む）
・各種研修等講師　163件（分
館を含む：開催場所館外の学
校以外の講座等講師）

前年度並み 【課   題】
講師派遣・外部支援に際
しての、当館および相手方
双方のメリットの向上。
【改善案】
当館の特性などをよく説明
して相手方に御理解いた
だいた上で、相手方の
ニーズと当館の専門性・人
材とがマッチするよう適切
にコーディネートする。

有識者所見 特に出前授業は好評なので、積極的に取り組みたい。（石川）

前年度並みの受
け入れ

○要望に応じるシステムになっ
ているか。→ Yes
内訳
【本館】   94校　5,299人
【大利根分館】   65校　13,753
人
【大多喜城分館】　 27校　973
人

前年度並み 【課   題】
学校が校外に出られる時
間数が減少する中での、
学校団体の利用の維持・
拡大（特に本館について）
【改善案】
教科学習の時間を使って
の来館を促せるような、常
設展・企画展示と教科との
関連づけを図り、資料や
展示室環境の整備や、そ
の広報、周知活動に努め
る。

前年度並みの受
け入れ

○ 出前授業の受け入れ態勢
があるか。→ Yes
内訳
【本館】 35件　975人
【大利根分館】  22件　 6,619
人
【大多喜城分館】  2件   46人

前年度並み 【課   題】
学校の授業に役立つ博物
館であることを県民に周知
【改善案】
学習キットなどを充実する
とともに、館業務とのバラ
ンスをとりながら、学校の
ニーズに合った研究員派
遣の体制を整備する。

A.

B.

学校団体の受入

出前授業

有識者所見

①地域との連携事業
13.地域づくりへの支援

④外部講師依頼

③学校連携
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H25目標値 結果･所見 H26目標値

自己評価
課題と改善案

評価の視点
中項目

細目

大項目

・ 団体数

・ 地域等の傾向

・ 利用者数

・ 地域等の傾向

A. 県外団体来館数

B. 外国人入場者数

有識者所見 本館においては、基幹施設として、観光資源化の試みの展開を願いたい。（加藤）
どのように対応するかを決めておく、成田空港での広報なども必要では。（黒田）

継続 ○県外団体の利用：　109件
【本館】
16件（東京11、埼玉2、他3）
【大利根分館】
10件　（茨城8,東京2）
【大多喜城分館】
96件（東京33、埼玉25、茨城
13、他25）
　＊団体申し込み票において
確認（過小評価の可能性あり）

前年度並み 【課   題】
当館来館を県外団体のツ
アー・コースに組み入れて
もらうことにより、地域経済
の活性化に貢献
【改善案】
首都圏の旅行社等への広
報資料の提供

目標値未設定
（方法を検討）

○外国人利用者数　734人
【本館】　　82人
【大利根分館】　　4人
【大多喜城分館】　　510人
＊視覚、事前情報をもとに計数
（ｱｼﾞｱ系等計数漏れあり）
外国人向けには、本館と大多
喜城分館で英文表記の利用案
内パンフレットを用意している。

前年度並み 【課   題】
多言語での案内パンフ
レットの印刷
【改善案】
印刷予算の要求を継続的
に行う。

②観光資源としての活用
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海の博物館

H25目標値 結果･所見 H26目標値

・ 目標の設定、具体的計
画の策定状況

・ 事業への活用状況

・ 自己評価及び外部評価
の実施状況

自己評価は毎年度実施してい
る。また、事業毎にアンケート
をとるなどして改善に努めてい
る。

・ Ｐ.Ｄ.Ｃ.Ａ.サイクルへの
反映状況

事業計画の立ち上げ段階から
前回事業の評価を踏まえての
検討を行い、当館の使命に準
拠し、より効果的な事業実施を
目指すように努めている。ま
た、事業終了後は実施報告を
行って事業の評価確認するこ
とにより、続く事業での改善に
つなげている。

【課題】海の博物館の事業
内容に即した評価
【改善案】海の博物館の使
命には、調査・研究、資料収
集とその成果を県民に還元
する展示、普及があり、これ
ら全体をバランス良く評価す
ることが重要である。今後も
評価方法や項目等をさらに
検討しながら、より良い博物
館活動の実施に反映できる
ようにしたい。

自己評価
課題と改善案

自己評価票(H25)

目標と計画･重点
事業の構築、事業
への活用

継続 ・年次計画はあるか。 → Yes
・事業等の優先順位を付けて
いるか。 → Yes年次計画によ
る優先順位
・実施ｽｹｼﾞｭｰﾙを立て予算要
求しているか。 → Yes 年次計
画による要求
・事業実施に至っているか。 →
Yes年次計画に沿った運営を
行っている

【課題】年次計画の実施　中
長期計画の更新。職員の異
動に伴う展示計画等の変更
【改善案】東日本大震災
（3.11東北地方太平洋沖地
震)の影響を含む臨海の博
物館を取り巻く社会環境の
変化や地域に関わる問題に
ついて、近隣の関連施設と
の協議も行って十分に把握
し、事業の進捗状況を確認
するとともに、必要な場合は
年次計画を修正しながらす
すめる。また，各自の分掌や
役割分担を明確化するとと
もに、柔軟性をもって計画さ
れた事業を実施する。

評価の視点

予算職員数、事業を勘案し、優先事項や強化年等も考えることもあるのではないでしょうか。（戸枝）

1.使命と計画

中項目
細目

大項目

事業ごとのアンケートや実態調査を行い、以後の事業へ反映させてください。（戸枝）

継続

A.

有識者所見

有識者所見

①中長期計画

②評価の実施
評価の実施と結
果の反映

A.
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H25目標値 結果･所見 H26目標値

自己評価
課題と改善案

評価の視点
中項目

細目

大項目

・ 研修への参加体制の
整備状況

・ 参加状況(種類･件数･
人数)

・ 当該年度の利用者数

・ 前年度比較による傾向

・ 実施方法と結果
・ 結果の事業への反映

状況

研修には極力参加し、職員の知識・技術の向上と、館の周知、資料情報等の収集を図っていただきたい。（戸枝）

→ Yes
展示室において自由記載方式
のアンケート用紙を常備してい
る。それにより、展示内容・料
金等に関する意見は、概ね把
握している。

【課題】マーケティング調査
の改善
【改善案】現在は、自由記述
方式のアンケートだけなの
で、マーケティング調査の方
法を検討する。

東日本大震災時の津波被害の記憶、来館時の公共交通機関の不便さ等を勘案すると、ホームページへのアクセス数を増加さ
せて来館者数を増やす努力が必要ではないか。（加藤）
引き続き、入館者のため広報活動を行ってください。来館方法と広報活動について、考える必要があるように思われます。緊急
時の避難（館内・屋外）について、迅速な周知、避難方法について十分な検討が必要と思います。（戸枝）

2.組織と運営等
①組織･人員

②県民ニーズに則した運営
 5％増67,100人 ①利用者数に関して，総人数，

小中高大学生，65歳以上，団
体等の分類で算出する。
総入館者数：61,210人，　累

計：1,920,895人，個人：

55,641人，団体数：143団体，

団体人数：5,569人 　一般：

31,383人，高大生：1,708人，

乳幼児：5,397人，小中生：

12,420人，65歳以上：10,302
人 　情報問い合わせ件数：

803件，参加体験事業参加者

総数：8,062人，HPアクセス

数：41,642件。  ②上記の各分
類別の対前年度比を算出す
る。
総入館者数：95.8%，個人：

95%，団体数：130%，団体人

数：110.5%， 　一般：93.9%，

高大生：111%，乳幼児：

91.1%，小中生：96.3%，65歳

以上：101.9% 　情報問い合わ
せ件数：99.0%，参加体験事業
参加者総数：191%，HPアクセス
数： 67.8%，資料閲覧件数：－

○入館者動員67,100人（前年

度比105％）の目標に対し、秋

の台風の襲来、2月3月の寒波
（降雪、時化）が週末の時期に
当たり多数の来館者が見込め
る日が臨時休館または開館し
ても来館者が見込みより大幅
減の日となった。このため目標
達成どころか前年度の入館者
数も下回った。
●目標値・指標：未達成（達成
率：95.8％）

有識者所見

有識者所見

A. 【課題】予算の不足への対
応
【改善案】予算的に不足して
いるため、参加する研修（学
会を含め）は話し合いにより
調整する。また外部資金の
獲得に努める。

A. 利用者数

B. 満足度･ニーズ等
の調査

職員の研修 継続 → Yes
本館経由による研修会の通知
等は、全員に回覧し研修希望
職員については、予算の範囲
内において可能な限り受講の
機会を与えている。

【課題】入館者の増加
【改善案】東日本大震災の
風評被害も落ち着いてきた
ようであるが、入館者が安心
して見学できるように、引き
続き海の安全性や緊急時の
避難方法等を説明するとと
もに、２４年度からリニューア
ルされたＨＰの内容の充実
及び各メディアを積極的に
活用した広報活動により、一
般だけでなく、県内外の児
童・生徒・学生団体等に対し
ても博物館のＰＲを図る。
　また、常設展示以外の企
画展示や体験活動の充実に
努め、子どもたちに人気の
スタンプラリーを継続し、さら
に隣接する勝浦海中公園セ
ンターや地元の観光宿泊施
設等と連携し、地域特性を
いかした事業展開及び広報
活動を取り入れて集客力の
アップをはかる。
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H25目標値 結果･所見 H26目標値

自己評価
課題と改善案

評価の視点
中項目

細目

大項目

A. バリアフリー ・ バリアフリー対策の実
施状況

継続 → Yes
一般来館者が利用するエリア
においては、車椅子用スロー
プ、点字ブロック、障害者用トイ
レ、専用駐車スペースを設け、
バリアフリーの対応を行ってい
る。
　

【課題】身体が不自由な方々
への対応
【改善案】車椅子の貸し出し
や職員による介助も、必要
に応じ行う。改修・修繕の必
要がある場合は最優先で行
う。また、バリアフリーはイン
フラだけではなく多様である
ので、言語等のバリアフリー
等も含めて改善していきた
い。

・ 交通機関(含誘致)と駐
車場の状況

・ アクセス案内の状況

・ 利用者満足度とニーズ
の把握状況

・ 結果の反映状況

来館方法とアクセスサインの効果も調査されてはどうか。バリアフリー対策の充実は今後、それを必要とする団体への利用増も
見込まれますので、進めていただきたい。多言語を使った説明方法についても検討を進めてください。（戸枝）

アクセス案内の改
善

①公共交通機関が効果的に機
能しているか。→No
②駐車場の確保が行われてい
るか。 → Yes
③交通関連等のサインが適切
に配置されているか。→Yes
④館へのアクセスのインフォ
メーションが迅速かつ分かりや
すく行われているか。 → Yes
・鉄道等公共交通機関利用者
については、JR・路線バスの運
行本数が少なく、路線バスにつ
いては土曜休日のみの運行に
なっているため平日において
のアクセスが不便である。
・自家用車利用者については、
駐車場の確保及びサインにつ
いては、概ね良好だがGW・お
盆の時期は駐車場が過密状態
となり、交通誘導員を配置した
り、職員による誘導等を行って
いる。
・館へのアクセスについては、
ＨＰでの案内の他、幹線道路に
看板を設置している。また利用
案内にも地図等を掲載してい
る。

【課題】アクセス案内の改善
【改善案】所見欄に記載した
ような改善を図っているが、
看板の設置など改善する点
は多々ある。隣接する勝浦
海中公園センターは東京駅
の構内など多くの場所に広
告があり知名度が高いた
め、同公園に隣接しているこ
とを表示する。また、同公園
と海の博物館のHPに互いの
情報（隣接している）を掲載
している。また、宣伝という
観点からも隣接する同公園
の看板に当館の情報をいれ
てもらうなどの改善策を検討
する。

→ 該当無し
当館にはミュージアムショップ
は無い。

【課題】
【改善案】

C.

3.施設･設備

B. アクセス

ミュージアムショッ
プ

有識者所見

①アメニティーの向上
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H25目標値 結果･所見 H26目標値

自己評価
課題と改善案

評価の視点
中項目

細目

大項目

・ 当初計画に対する収入
の達成状況

・入場料収入： 4,982,420円
（H24：5,376,200）前年度比：
92.7％
○昨年度を下回り、目標達成
には至らなかった。入館者の
減少が原因と考えられる。
●目標値・指標：未達成（達成
率88.3％）

・ その他の収入の状況 ・駐車場収入：　9,522,800円
（H24： 9,312,700円）　前年度
比：102.3％
○目標には達しなかったもの
の前年度を上回った、電車、バ
スでなく自家用車での来館が
増えたことが考えられる。
●目標値・指標：達成（達成率
97.4％）

A. 外部助成金等の
獲得

・ 獲得計画に対する達成
状況

目標値未設定 ①外部助成金等（含県関連財
団）を申請しているか。 → Yes
②外部助成金等（含県関連財
団）を獲得しているか。　→ Ｙｅ
ｓ
③獲得件数：6件
・獲得金額：　5,677,775円
→①研究員は、外部資金も導
入してより充実した博物館活動
を実践するために、文部科学
省科学研究費等に毎年応募し
ている。
→②③本年度は、文部科学省
科学研究費が4件採択され（う
ち研究代表者となっているもの
2件、研究分担者となっている
もの2件）、4,680,000円の交付
を受けた。また、企画展示の実
施に際し、日本財団への助成
申請が採択され、597,775円の
助成を受けた他、一般財団法
人海苔増殖振興会からの助成
金400,000円を受けた。

目標値未設定 【課題】助成金の獲得
【改善案】企画展示用、研究
用の助成金について積極的
に申請を行う。
また、学術研究のレベルを
向上させ共同研究を多くす
ることにより外部からの財源
を獲得する基盤を整える。

有識者所見 自家用車での来館が多いので、属性調査を行い、効果的な広報活動を考えてください。（戸枝）

A. 入場料収入・その
他の事業収入

入場料収入：5％
増
5,645,000円
その他事業収入：
5％増
9,778,000円

【課題】東日本大震災の風
評被害は回復傾向である
が、積極的な広報活動やＨ
Ｐの充実等により有料入館
者の年齢層にＰＲして集客
し、入場料収入全体の増加
を図る。
【改善案】入場者数の増加と
同じ

4.財源
①予算の確保

②館独自の財源獲得

有識者所見 少人数の中で、多くの外部助成を獲得したことは高く評価できる。（加藤）
改善案に基づき進めてください。（戸枝）
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H25目標値 結果･所見 H26目標値

自己評価
課題と改善案

評価の視点
中項目

細目

大項目

・ 収蔵資料の件数と点数
・ 新収集資料の件数と点

数

B. 登録 ・ 収蔵資料の管理(台帳
等整備)状況

目標値未設定 収蔵資料の管理が適切に行わ
れているか。→Yes
収集した海洋生物の標本、写
真等は、登録番号を付して、各
分類群や資料形態ごとに台帳
やデータベースに記載・登録
し、管理している。管理は、各
分類群や資料形態ごとに決め
た担当者を中心に行っている。

目標値未設定 【課題】資料管理のための時
間を確保し、適切な管理を
行う。
【改善案】展示・普及活動に
かける時間とのバランスを
工夫し、資料登録後のデー
タベースへの記載などの業
務にかける時間を確保す
る。

・ 定期的な維持管理の実
施状況

①定期的に維持管理が行われ
ているか。 → Yes
収蔵資料の維持管理に関して
は、各分類群担当者が適宜
行っている。本年度から、乾燥
収蔵庫の入口に、靴裏の付着
物が収蔵庫に入るのを防ぐた
めの粘着シートを設置した。
②収蔵庫の温湿度管理が適切
に行われているか。 →Yes
各収蔵庫の環境管理は、収蔵
庫管理担当者ならびに設備管
理委託業社社員（常駐）によ
り、適宜行っている。
③収蔵庫の入出者等の管理が
行われているか。→Yes　入口
に入室の有無を室外から確認
できるように表示を設置した。

【課題】収蔵庫への入室者
の管理
【改善案】収蔵庫内へ部外
者を入れる場合には、必ず
担当職員が立ち会い、事故
のないように配慮する。ま
た、受付で外部からの入館
者をチェックを徹底し、不審
者の入館を防止する。

・ 資料の修復作業･保存
処理の状況

①資料の修復作業が適切に行
われているか。 →Yes
②修復作業の予算要求を行っ
ているか。 → Yes
修繕は研究員ができるもの
は、できる限り行っている。
①資料の保存処理が適切に行
われているか。 → Yes
②保存処理の予算要求を行っ
ているか。 → Yes
 資料の保存処理に係わる予
算は、毎年要求を行い、配当を
受けている。

【課題】資料を適切に修繕す
る
【改善案】修復が必要な資料
の手当は、各担当者が随時
行う。ただし、業者に修繕を
委託する必要がある場合な
ど予算が必要な物件に関し
ては、予算を確保して修繕
する。
【課題】資料の適切な保存処
理をする
【改善案】資料収集後、速や
かに処理を行い、短時間の
うちに、登録、収蔵庫への保
管を行う。

資料の新規登録が多く充実している。収蔵庫入り口の粘着シート設置や入退室チェック、担当者立ち会い入室など資料保存に
注意を払っている。粘着シートの効果等を継続して観察してください。「資料」は博物館の命です。修復が必要な資料について
は、可能な限り、迅速に行ってください。（戸枝）

①資料の管理と収集

C. 維持管理と修復･
保存処理

目標値未設定 目標値未設定

5.収集･保存及び活用

収蔵点数と収集
点数

A. 500点増 収蔵点数
①収集点数：59,872点
②新収集資料点数：850点
○当館では海洋生物を専門と
する自然誌系研究員が各自年
間100点の資料収集を目標とし
ている。平成25年度は計850点
の資料を新たに登録した。
●目標値・指標：達成（170％）

600点増 【課題】資料収集の時間を確
保し、収集点数を増やす
【改善案】。調査・研究、資料
収集とその成果を展示・普
及活動として県民に還元す
るため各業務にかける時間
のバランスを工夫し、資料収
集を行う時間を確保する。

有識者所見
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H25目標値 結果･所見 H26目標値

自己評価
課題と改善案

評価の視点
中項目

細目

大項目

A. 要望に応じた貸出
等

・ 研究や展示等、資料の
貸出状況

目標値未設定 ①要望に対して資料の貸し出
し等を行っているか。 → Yes
②件数：　15 件（76点），　前年
度比：93.8％（平成24年度は16
件77 点）
→資料貸し出し要請に対して
は、各担当者が依頼者の所属
や申請された使用目的から妥
当性を判断し、適正に対処して
いる。

目標値未設定 【課題】利用資料のデータ
ベース化の促進
【改善案】登録資料のデータ
ベース化を促進し、利用可
能な資料のリスト整備する。

・ 閲覧システムの構築状
況

・ 利用状況と利用者満足
度

A. 調査事業の件数 ・ 使命に基づく調査研究
の実施状況

件数維持 → Yes
①件数：12件   前年度比：
120％
○当館では、千葉県の海の自
然誌に関する博物館として、
「房総半島およびその周辺の
海洋生物相とその特徴」を統
一テーマとした調査研究活動
を行っている。
○研究員が共同して行う「総合
分野研究」と、個々の自然誌系
研究員がそれぞれの専門分野
について個別に行う「詳細分野
研究」の二つに大別され、「総
合分野研究」を3件、「詳細分
野研究」を9件の、計12件の調
査研究を行っている。また、そ
れらとの関連において、外部の
機関とも共同した研究も行って
いる。

件数12件 【課題】調査・研究の時間の
確保し学術研究のレベルを
アップする
【改善案】海の博物館の使
命は調査・研究、資料収集と
その成果を県民に還元する
展示、普及である。それぞれ
の業務に費やす時間のバラ
ンスを工夫し、調査・研究の
時間を確保する。

②資料の活用

③図書室の公開

6.調査･研究
①調査事業

有識者所見 １－②に同じ。（戸枝）

有識者所見 収集・保存については、意欲的に適切に行われており評価できる。（加藤）
資料貸出については、館の貸出規定により適正に対処してください。データベースについては、改善案に基づき進めてくださ
い。（戸枝）

有識者所見 目標を設定して、積極的に図書、資料の公開を進めていただきたい。（加藤）
改善案に基づき進めてください。（戸枝）

A. 図書資料の閲覧 目標値未設定 ①収蔵冊数：　１,882冊
未製本の学術雑誌は、1種類1
冊として計数。

目標値未設定 【課題】図書購入費がなく、
最新の情報入手に支障が生
じている。
【改善案】図書購入の予算を
請求し、予算を確保する。寄
贈を受けられる図書につい
ては、引き続き寄贈の打診
や依頼を行っていく。
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H25目標値 結果･所見 H26目標値

自己評価
課題と改善案

評価の視点
中項目

細目

大項目

A. 外部との調査研
究の件数

・ 共同研究等の実施状
況

目標値未設定 → Yes
①件数：14件　前年度比：
58.3％（平成24年度24件）
②共同研究の相手はどこか
国立歴史民俗博物館、琉球大
学2件、東京大学、お茶の水女
子大学2件、東京海洋大学、長
崎大学、東北大学、新潟大学、
国立環境研究所、独立行政法
人水産総合研究センター、Yale
大学、Copenhagen大学

目標値未設定 【課題】共同研究の機会の
確保
【改善案】研究職員の専門
性や館の設備を活かして、
他機関との共同研究を推進
し、効率的な調査研究を実
施する。

・ 展示への反映状況
・ 普及事業への反映状

況

B. 研究成果の学術
的公表（館独自項
目）

・ 学会誌や館の報告書
等への論文等執筆・公
表状況

研究職員ひとりあ
たり、学術論文・
学術書1件（計8
件）、学会発表1件
（計8件）、一般向
けの執筆2件（計
16件）

①研究成果を学術雑誌、学術
書等で公表しているか→ Yes
学術論文・学術書9件（前年度
比75%）
②研究成果を学会等で発表し
ているか→ Yes
学会発表 20件（前年度比
95.2%）
③一般向けの書物等に執筆し
ているか→ Yes
一般科学報文（印刷物、メール
マガジン）34件（前年度比
91.9%）
●目標値・指標：達成

研究職員ひとりあ
たり、学術論文・
学術書1件（計8
件）、学会発表1件
（計8件）、一般向
けの執筆2件（計
16件）

【課題】研究成果の公表につ
ながる調査研究の実施、論
文執筆等の業務時間の確
保
【改善案】国内でも類を見な
い海洋生物を専門とする研
究員を有する館として、県民
への研究成果の還元は重
要であるので、他業務とバラ
ンスを工夫し、調査研究業
務を実施するための時間を
確保したり、他機関と共同研
究を推進することで、より効
率的な研究の実施を目指
す。

C. 新聞，雑誌等マス
コミ掲載（館独自
項目）

・ 研究成果の新聞等へ
の公表状況

目標値未設定 ①件数　4件
千葉日報「チーバくんと学ぶ深
い海に暮らす生きものたち」1
件
千葉日報「海藻いろいろ－千
葉県の豊かな海から－」3件

目標値未設定 【課題】新聞への掲載を継続
するための研究の確保
【改善案】新聞掲載を継続す
るために、公表できる成果を
上げることのできる調査・研
究に取り組む。

②外部との調査･研究

A.

有識者所見 少人数の中で、多くの内部、外部との調査研究を行っていることは評価できる。（加藤）
１－②に同じ。改善案に基づき進めてください。（戸枝）

有識者所見 研究成果の発表については、ホームページでも極力公開するよう努めていただきたい。（加藤）
改善案に基づき進めてください。研究成果のタイムリーな公開は広報、集客にも繋がります。館の周知や注目度も向上します。
（戸枝）

展示等への反映 10件 → Yes
①企画数　8件，前年度比62
％ （Ｈ24：13件）
→調査研究活動で得られた成
果は、随時、展示や講座、等の
教育普及活動に反映させてい
る。

【課題】研究の成果を展示に
反映させる
【改善案】マリンサイエンス
ギャラリーと収蔵資料展につ
いては、年次計画を作成し、
実施に向けての調査研究活
動を充実させる。また、研究
の成果があったときに、小規
模の展示を迅速に行うよう
なシステムを構築する。

③研究成果の発表
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H25目標値 結果･所見 H26目標値

自己評価
課題と改善案

評価の視点
中項目

細目

大項目

・ 展示替の実施状況 展示更新回数50
回

①展示替えに関しての計画が
あるか。 → Yes
②計画通りに展示替えが行わ
れているか。 → Yes
③年間更新回数：　44回（H24
年度45回；前年度比115%）：内
訳はユニット展示の交換×４、
季節展示の交換×４、トピック
展示の更新×5、自然観察エリ
アホワイトボード×30、こんな
のみたよ×１、こんな研究を
やってます×0
●目標値・指標：達成できな
かった（達成率88％）

【課題】計画的な展示の交
換・更新及び来館者等から
の情報の収集
【改善案】常設展示のうち、
ユニット展示、季節展示、自
然観察エリアの各コーナー
の定期的な交換を、年間計
画に基づいて行うとともに、
トピック展示やこんなのみた
よのコーナーなどについて
は来館者からの情報等が重
要になるので、頻繁な情報
収集とともに、来館者へのこ
れらのコーナーの周知を図
る。
　また、新規のユニット作製
の計画を立て、推進する。そ
れに際して、費用を要するも
のは、予算の確保に努め
る。

・ 保守･管理の実施状況 継続 ①保守や管理の計画がある
か。 → Yes
②計画通り行われているか。
→ Yes
③保守・管理のための予算要
求を行っているか。 → Yes
④展示中の事故はなかったか
（職員・来館者） → Yes
・剥製・ジオラマ等の展示品、
AV機器については、毎年1回、
来館者が減少する冬季に休館
日を利用してもしくは臨時休館
日を設けて、専門の業者によ
る保守点検を行っている。

【課題】来館者の安全に留
意した展示保守・管理及び
補修
【改善案】軽微な損傷等につ
いては、職員が日常的に保
守を行っている。特に、来館
者が触れる展示品は、安全
面に留意し、消耗や破損を
考慮して、随時交換等を行
う。
【課題】展示機器類の老朽
化
【改善案】　展示機器類（モ
ニタ、プレーヤー、タッチパネ
ル等）の多くがすでに耐久年
数を越えており、いつ壊れて
もおかしくない状況であるの
で、補修または交換のため
の予算請求を継続して行う。

・ 利用者満足度の把握
状況

・ 結果の反映状況

有識者所見 展示機器類の不具合は館のマイナスイメージになってしまいます。メンテナンスを行うとともに、改善案に基づき、改修や市新規
購入を展示を維持するためにも、引き続き予算要求を行ってください。館の広報、周知の機会にもなります。
アンケート調査は、継続して行ってください。属性・来館・回数については、統計が必要です。（戸枝）

B. 満足度 アンケート項目
「③入場してよ
かったか」の5と4
の評価で70％以
上

①面白い展示であったか（ｱﾝ
ｹｰﾄによる5段階評価）。
（良）← 5：55%，4：26%，3：12%，
2：2%，１：5% →（否）
②わかりやすい展示だったか
（ｱﾝｹｰﾄによる5段階評価）
（良）← 5：48%，4：26%，3：20%，
2：2%，1：3% →（否）
③入場してよかったか
（良）← 5：54%，4：35%，3：7%，
2：1%，1：3% →（否）
④職員の資質向上に努めてい
るか。→Yes
⑤入場料金は適切であった
か。
高い：9％，適切： 41％，安い：
50％
●目標値・指標：「③入場して
よかったか」の5と4評価で85%
→達成（達成率121％）

【課題】来館者が満足できる
常設展示
【改善案】展示内容について
は、アンケート結果をもとに
改善すべき点を全職員で検
討し、改善に努める。

A. 展示の更新と保
守･点数

7.展示
①常設展示
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H25目標値 結果･所見 H26目標値

自己評価
課題と改善案

評価の視点
中項目

細目

大項目

・ 実施状況
・ 年齢･地域等入場者の

動向把握
・ 来館者満足度の状況

・ 実施状況
・ 年齢･地域等入場者の

動向把握

・ 来館者満足度の状況

・ 実施状況(要望件数等)

・ 利用者が満足している
か

・ 実施状況(ネットワーク)

・ 利用者が満足している
か

有識者所見

A. 企画数、利用者
数、満足度

実施せず 【課題】
【改善案】

実施せず 【課題】
【改善案】

有識者所見

⑤他館との合同企画による展示

A. 企画数、利用者
数、満足度

有識者所見 目標値の分析はその通りであろう。研究成果効果としての企画展示は必要です。見せる方法の検討も必要でしょう。（戸枝）

【課題】予算削減による企画
展示の予算不足
【改善案】解説書、ポスター、
チラシ等は外部資金（日本
財団の助成金）で印刷する。
業者委託により製作しなけ
ればならない剥製等の以外
の展示物、展示パネル等
は、職員の知識・経験を集
約して、可能な限り職員自ら
で作製する。
【課題】来館者が満足する展
示
【改善案】アンケート結果を
基に、来館者の要望に対応
した展示を計画・実施する。

マリンサイエンス
ギャラリー年度内
期間中入場者数
8,800人
 (前年度比105%)
アンケート
全体的な感想（満
足度）の5と4評価
で80%以上

①企画数：　　3 件
「マリンサイエンスギャラリー・
海藻いろいろ－千葉県の豊か
な海から－」、　「収蔵資料展・
ウニと愉快ななかまたち」、「お
絵かき展―チーバくんと学ぶ
深い海に暮らす生きものたちよ
り」を開催した。
②入場者動向の把握を行って
いるか。→Yes
③マリンサイエンスギャラリー
25年度内入場者数6,121名
●目標値・指標：未達成
（73.0％）（H24年度内入場者
数：8,381名）
23年3月に発生した東日本大
震災以降、入場者数が減少し
ていたが、24年度は回復傾向
が見られ、目標を大幅に上
回った。しかし、25年度はその
7割に終わった。展示初期に
あった大雪と土砂崩れ等に伴
う周辺国道の通行止めの影響
や、24年度の展示のテーマが
一般に興味を引く深海生物が
中心であるのに対して今年度
はテーマ的に関心が低かった
ことも要因と考えられる。
満足度（内容をｱﾝｹｰﾄによる5
段階評価）
ﾏﾘﾝｻｲｴﾝｽｷﾞｬﾗﾘｰ「海藻いろ
いろ－千葉県の豊かな海から
－」
(良)← 4:　66.7%、3:　31.6%、2:
1.7%、1:　0% →(否)
→4と3の割合　98.3%
 ●目標値・指標：達成：評価4
と3で98.3%→目標達成
前年度はアンケート項目を5段
階評価としたが、4段階評価に
戻したため「評価4と3で80%以
上」に変更した。

マリンサイエンス
ギャラリー年度内
期間中入場者数
6,500人
 (前年度比105%)
アンケート
全体的な感想（満
足度）の4と3評価
で80%以上

A. 企画数、利用者
数、満足度

④館外での展示

A. 企画数、利用者
数、満足度

【課題】
【改善案】

実施せず

有識者所見

③企画展示(変更なし)

②企画展示(変更)

海9 



H25目標値 結果･所見 H26目標値

自己評価
課題と改善案

評価の視点
中項目

細目

大項目

・ 種類と回数、参加者数

・ 参加者は満足している
か

【課題】参加者が安心できる
海辺での体験活動の実施
【改善案】
　平成23年3月11日の津波
と原子力発電所の事故以
降、海辺での体験活動に不
安を感じる参加者が少なか
らずいるので、体験活動開
始時に、安全管理について
の詳細な説明をし、放射能
数値が安全な値を示してい
ることを伝える。
　また、博物館の使命である
資料収集と調査・研究の成
果を還元する場が体験活動
であり、研究員各自が専門
性を活かした質の高い充実
した体験活動を展開すること
が参加者を満足させると考
えている。さらに今までのア
ンケートの結果等を考慮し、
参加者に満足してもらうため
に次のように対応する。
・最大でも20人程度の参加
者が、活動中及び行事終了
後に参加者が気軽に質問で
きるよう2名の研究員で対応
する。後日、参加者から電話
や電子メール等で質問がよ
せられた場合にも、各担当
者が随時対応をする。
・観察会などの行事に合わ
せて参加者が内容や海洋生
物がわかるようなテキストを
作成する。また、「自然観察
エリアガイドマップ」及び「海
の生きもの観察ノート」も活
用する。さらに「磯観察キッ
ト」を活用に充実した磯観察
を実施する。
・タッチプールでは、触れる
生物の名前や生態がわかる
よう必要に応じ「自然観察エ
リアガイドマップ」を配布す
る。
・海の体験コーナー及びみ
んなで工作海の生きもので
は、活動内容や工程がわか
るような観察シートを作成し
配布する。
・磯観察などに役立つ「海の
生きもの観察ノート」を継続
して発行する

①参加体験事業

有識者所見 体験事業は、参加者の安全や満足度向上のため定員を管理できる人数とし、指導者を複数にするなど配慮されている。テキス
トも活用されている。
館と事業の周知、リピーターの確保、入館者増のため継続する必要があります。（戸枝）

A. 回数と参加者数、
満足度

海の博物館主催
の体験活動80回
定員の8割

・実施回数（海の博物館主
催）：92回，前年度比：96％
　観察会10回，ﾌｨｰﾙﾄﾞﾄﾘｯﾌﾟ9
回，ﾊﾞｯｸﾔｰﾄﾞﾂｱｰ4回，タッチ
プール20回，海の体験ｺｰﾅｰ40
回，みんなで工作海のいきもの
9回
目標値・指標：達成（103％）
・参加者総数 909人，　定員達
成率 100％（定員911人）
●目標値・指標：達成
　観察会　参加者数：125人，定
員達成率：70%
　ﾌｨｰﾙﾄﾞﾄﾘｯﾌﾟ　参加者数： 179
人，定員達成率：120%
　ﾊﾞｯｸﾔｰﾄﾞﾂｱｰ　参加者数： 30
人，定員達成率：50%
　タッチプール　参加者数：293
人，定員達成率：155%
　海の体験ｺｰﾅｰ　参加者数：
180人，定員達成率：77%
　みんなで工作　参加者数：
140人，定員達成率：104％
目標値・指標：達成（回数92
回、96％）

8.教育普及事業
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H25目標値 結果･所見 H26目標値

自己評価
課題と改善案

評価の視点
中項目

細目

大項目

・ 種類と回数、参加者数

・ 参加者は満足している
か

A. 電話・来館面接等
の質問

・ 件数と対応状況 継続 → Yes
対応件数： 815件（電話750
件、来館者が直接35件、メール
等30件）
（H24年度は803件）

【課題】問い合わせ者が満
足できる対応
【改善案】県民から信頼され
る職員を目指して電話での
応対には十分留意し、専門
的な質問には、専門分野に
最も近い研究員が担当して
回答するなど、可能な限り十
分なかつ迅速な回答を行
う。

・ 提供件数

・ 掲載件数の状況

発信件数100件 ①ﾒﾃﾞｨｱへ館の情報を定期的
に発信しているか。 → Yes
対応件数：　293件 （目標値
100件、達成率293%)
②メディアからの協力要請に対
応しているか。 → Yes
対応件数：　57件（上記含ま
ず）
（新聞テレビラジオ 29件、その
他情報誌等28件）
→当館では、報道機関や雑
誌、近隣市町村の広報誌に定
期的に館イベント情報を提供し
ている。また、各種メディアから
の取材や館情報提供要請、な
らびＴＶ等の番組制作者からの
協力要請には、原則的に全て
対応した。
●目標値・指標：達成（達成率
293%）

【課題】メディアの要望する
情報の発信
【改善案】これまでは主に館
行事の案内などの情報発信
に限られているが、当館が
関連する海洋生物に関する
話題など、メディアの要望す
る情報を積極的に発信する
システムを築く。

館事業(含調査研
究)の情報提供

有識者所見 改善案をすすめ、館の周知度を高めてください（戸枝）

A. 回数と参加者数、
満足度

有識者所見 継続してください。質問等の内容分析、集計を行ってください。（戸枝）

②メディア
A.

3回　　定員充足
率60％　　　4段階
評価で1,2評価が
80％以上

・実施回数：3回，前年度比：
75％
企画展示（マリンサイエンス
ギャラリー）に関連する行事も
行うことができ、回数は目標値
に達した。
●目標値・指標：達成　　　　参
加者数：45人，定員に対する達
成率：65％
企画展示に関する講座の充足
率は高かった。
●目標値・指標：達成（回数
100％、達成率108％）
満足度（アンケート調査による4
段階評価）
この行事に参加していiかがで
したか
（良）←1：57%，　2：43%，　3：
0%，　4：0%，　 →（否）
（1，2の評価が合計100％）
●目標値・指標：達成（125％：
目標値80％に対し）

【課題】参加者を増やす
【改善案】参加者を増やすた
めに内容を検討したりHPな
どで積極的に広報する。

①県民への直接的情報提供
9.情報の発信

②講演会･講座

有識者所見 改善策に基づき進めてください。昨今の話題性のあるテーマで実施することも検討してください。（戸枝）
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H25目標値 結果･所見 H26目標値

自己評価
課題と改善案

評価の視点
中項目

細目

大項目

・ 更新件数
・ 資料登録件数の状況

・ アクセス数の状況

・ 種類と部数

・ 配付等の状況

ホームページによ
る情報発信

有識者所見 情報更新頻度を高め、アクセス数を増加させていただきたい。（加藤）
改善策を進め、館の周知度を高めてください。（戸枝）

③ホームページ

④刊行物

有識者所見 改善案に基づき進めてください。広報資料の効果も分析してください。（戸枝）

更新件数30回
アクセス件数
62,000回

①定期的な更新がなされてい
るか。→Yes
更新件数： 30回　（目標値30
回：100％達成）
②アクセス件数はどのくらいあ
るのか。
件数：　52,931件　　　前年度
比：128％ (H24：41,642件)。
　今年度からツイッターを導入
したため（ツイート回数175
回）、ホームページの更新が目
標値に達しなかった。
●目標値・指標：達成率
（86％）

【課題】新情報システムに切
り替わり、「海の博物館」で
検索しても上位でヒットしなく
なった。
【改善案】現在の県立各館
のアクセス数報告は、ＨＰの
トップページへのアクセスが
カウントされており、ＨＰ内の
各ページ（番組）へ直接アク
セスしたものは反映されてい
ないようであるから、これら
が反映される仕組み作りが
必要。

A. 印刷物による広報 4種類 ①印刷物等の刊行により，館
事業の情報提供及び広報活動
を計画的に適切な時期をもっ
て行っているか。 → Yes
②・種類：5種類：マリンサイエ
ンスギャラリー(ﾎﾟｽﾀｰ､ﾘｰﾌﾚｯ
ﾄ、展示解説書)、収蔵資料展
(ﾘｰﾌﾚｯﾄ)、開催行事の案内（達
成率125％）
③時期は適切か。→ Yes (事
業実施の1カ月前)
→マリンサイエンスギャラリー
（解説書、ポスター、リーフレッ
ト）、収蔵資料展の広報資料
（リーフレット）及び年間行事計
画を発行した。
●目標値・指標：達成（125％）

【課題】より効果的な印刷物
の配布
【改善案】一般県民により興
味を持ってもらえるような印
刷物の作製と広報の効果の
ある配布場所の選定。

A.
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H25目標値 結果･所見 H26目標値

自己評価
課題と改善案

評価の視点
中項目

細目

大項目

・ ボランティア活用システ
ムの構築

・ 登録者数と活動状況

・ 育成のための研修等の
実施状況

・ 情報入手体制の状況

・ 対応状況

・ 会員数(増減)

・ 活動状況(館との連携･
単独事業)

有識者所見 地元漁業者をボランティアとしたことは、館の性格上高く評価できる。県内唯一の海をテーマとした博物館であるので、県内他地
域の漁業者との連携も模索していただいたい。（加藤）
地元漁業者を資料提供ボランティアにされたのは、地域と博物館との連携を強化するものと覆います。資料に関する情報は貴
重です。資料提供者を展示や印刷物に載せることにより、さらに情報や資料収集の期待が高まります。（戸枝）

継続
（27件）

①県民からの情報を取り入れ
ているか。 → Yes
②情報件数： 15件，前年度比：
58 ％（Ｈ24は27件）
　　内訳：　資料受入14件・26
点、展示情報受入1件
近隣住民、来館者等から資料
や情報の提供を受けることが
あり、それらについては、状態
や価値を判断した上で、収蔵
資料、調査研究、展示等に活
用している。
●目標値・指標：未達成 （達成
率58％）

【課題】県民からの情報の提
供を増やすとともに適切に
対処する
【改善案】海の博物館が県
民からの情報を積極的に受
け入れていることをHPなど
で周知し、情報の提供を啓
発する。特に地元住民には
積極的に周知活動を行う。
また、得られた情報を積極
的に展示に反映するなど、
適切に対処する。

該当なし 【課題】
【改善案】

B. 県民からの情報
提供

友の会C.

目標値未設定 ①ボランティアを効果的に配置
するｼｽﾃﾑがあるか。 → Yeｓ
②人数：　30人，前年度比：
84％（H24年度は36人）
→平成21年度からボランティア
制度を設け、25年度は18名に
「うみはくボランティア」として活
動してもらった。主な活動は、
諸活動の準備作業、資料収集
活動及び行事実施時の補助等
である。また、従来通り資料等
を頻繁に提供いただいている
地元漁業者の方々等12名をボ
ランティアとして位置づけた。
③活動日数：164日（H24年度
は297日）
ボランティア登録した「うみはく
ボランティア」18名の活動延べ
日数が150日、その他のボラン
ティアの活動延べ日数が14日
である。

【課題】「うみはくボランティ
ア」の活動の拡充
【改善案】「うみはくボラン
ティア」の活動については、
各ボランティアが興味を持っ
た活動をしてもらえるよう
に、希望調査を行い、適宜
業務を用意する。また、より
連帯感を持ってもらうように
するため、全員を対象とした
共同作業や研修を計画す
る。資料提供ボランティアに
ついては、地元漁業者との
人間関係の構築、その維持
に努める。

①県民との協働
10.県民参画

A. ボランティア
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H25目標値 結果･所見 H26目標値

自己評価
課題と改善案

評価の視点
中項目

細目

大項目

・ 受入態勢等の構築状
況

・ 実施状況

・ 受入態勢等の構築状
況

・ 回数、校数と参加者数

・ 受入態勢等の構築状
況

・ 回数、校数と参加者数

・ 受入態勢等の構築状
況

・ 回数、校数と参加者数

A. 回数･人数

A. 回数･人数

A. 回数･人数

有識者所見

有識者所見

有識者所見

①博物館実習

 3件10人 ①職場体験を受け入れている
か。 → Yes
②件数：1件，前年度比 34％
(H24は3件）
③人数：6人，前年度比67％
(H24は9人）
前年度に比べ地元小中学校か
らの職場体験の件数、参加す
る児童・生徒の数ともに減少し
た。
●目標値・指標：未達成 （件数
34％、人数67％）

【課題】職場体験の受け入
れ期間と人数の調整
【改善案】職場体験はなるべ
く多くの児童生徒を受け入
れたいが、繁忙期と重なると
受け入れが難しくなるので、
より効率的な受け入れを実
現するために年度当初に連
絡調整するなど、学校との
連絡を密にする。

1－①と関連して、繁忙期以外の受け入れの可否についても検討してください。（戸枝）

1－①と関連して、改善案に基づき進めてください。（戸枝）

結果・所見、改善案に基づき進めてください。館の事業の周知、入館増が見込まれます。（戸枝）

目標値未設定 ①博物館実習を行っている
か。 → Yes
②件数　0件
③人数　0名
→25年度は実施しなかった。

【課題】博物館実習の実施
時期
【改善案】博物館実習の多く
が8月に行われることなどか
ら、海の博物館では行事が
多く開催される繁忙期の博
物館実習は厳しい。実施時
期ついては検討が必要。

 5件100人 ①教員研修を行っているか。
→ Yes
②件数：5件，前年度比 100％
(H24は5件）
③人数：78人，前年度比 103％
(H24は76人）
→教員研修に関しては、県総
合教育センターと共催で1回、
他各種教員組織からの依頼に
応じて研修会を開催している。
県高校理科部会や夷隅郡市理
科部会の研修を行ったが、教
員研修は研修後にその成果が
学校教育に還元されるという点
からも重要である。特に、海の
ある地元の教員の研修の件数
を増やしたい。
●標値・指標：達成（件数
100％、人数103％）

【課題】件数及び人数を増や
す
【改善案】年度初めに理科教
員を中心にした研究会等に
海の博物館での研修会の実
施を呼びかける。

有識者所見 連携については、所見・改善案のとおり進めてください。（戸枝）

A. 実施の状況 連携・調査件数2
件

①連携のシステムが構築され
ているか。 → Yes
②連携件数は何件か。 → 件
数：5件，前年度比：250%（H24：
2件）
→NPOとの連携については特
に制度は設けておらず、必要
が生じた際、その都度、職員で
話し合い対処している。
●目標値・指標：未達成
（40％）
平成25年度は、NPO法人3団
体（千葉シニア大学、南外房環
境クラブならびに夷隅郡自然を
守る会）と行事や地域の自然
に関する研究で連携した。

【課題】NPOとの連携を増や
す
【改善案】引き続きNPOとの
連携ができるよう情報を収
集し連携を実現させたい。

11.人材育成

②外部との連携・調査

③職場体験学習・インターンシップ

②教員等研修
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H25目標値 結果･所見 H26目標値

自己評価
課題と改善案

評価の視点
中項目

細目

大項目

・ 回数と利用者数

・ 利用者ニーズの把握状
況

・ 回数と利用者数

・ 利用者ニーズの把握状
況

・ 受入校数と回数、人数

・ 利用者ニーズの把握状
況

・ 実施校数と回数、人数

・ 利用者ニーズの把握状
況

・ 支援体制の状況
・ 回数と参加者数

・ 利用者ニーズの把握状
況

１－②に同じ。（戸枝）

A. 依頼の状況、回数
と人数

目標値未設定 外部への講師派遣等の要望が
あるか，また，支援体制が構築
されているか
→Yes
①回数：9回

【課題】支援体制の構築
【改善案】学校や社会教育
関係でどのような支援（講
師）ができるかを説明できる
資料を作成し、学校や社会
教育関係機関に説明する。

有識者所見 １－②に同じ。改善案に基づき進めてください。（戸枝）

学校35回 ①要望に応じるシステムになっ
ているか。 → Yes
②回数： 60回，前年度比
125％ (H24は48回）
③人数： 2,813人，前年度比
125％(H24は2,260人）
→申込みがあった場合はなる
べく受け入れるよう心掛け、職
員の出勤・週休等を調整しな
がら対応したため、目標値を達
成できた。
●目標値・指標：達成（160％）

【課題】学校等の団体の受
け入れ体制の検討
【改善案】より多くの学校を
受け入れるため、効率的な
受け入れ体制を検討する。
また、地元の学校を中心に
周知する。

7回 ①出前授業の受け入れ態勢が
あるか。 → Yes
②回数：9回，前年度比129％
(H24は7回）
③人数： 958名，前年度比
194％ (H24は495人）
●目標値・指標：達成（129％）

【課題】出前授業の回数を維
持する
【改善案】現状の回数の出
前授業を実施するため、効
率的な受け入れ体制を検討
する。

A.

B.

学校団体の受入

出前授業

有識者所見

A. 回数、利用者数と
満足度

有識者所見 解説のニーズは、館活動の充実に比例するので、ニーズ増加に対応できる仕組みの構築を願いたい。（加藤）
多くの解説を行い、効果を上げていると思います。満足度向上と、リピーター確保に効果があると思われます。（戸枝）

有識者所見 職員、事業回数との勘案もあるが、外部依頼はできるだけ要望に応じてください。（戸枝）

【課題】県民の要望に応じた
解説の充実。
【改善案】展示解説への対
応は、研究員の日程調整を
して対応する。また、より多
数の要望を受け入れるため
に、ボランティアによる解説
の充実を図るための研修を
実施する。

10回　 ①講演会等の要望に応じるｼｽ
ﾃﾑがあるか。 → Yes
②回数：9回，前年度比100％
(H24は9回）
③人数：613人，前年度比
243％ (H24は253人）
●目標値・指標：未達成（件数
90％）

【課題】講演会等の受け入
れ体制の検討
【改善案】より多くの要望に
応じるため、効率的な受け
入れ体制を検討する。

A. 解説の回数、利用
者数と満足度

200回
4,000人

①解説の要望に応じるシステ
ムになっているか。 → Yes
②回数318回，前年度比 126％
(H24は254回）
③人数：6019人。前年度比
113％ (H24は5364人）
→当館では、体験交流員によ
る定時解説（284件4247名）と、
研究員が団体等からの依頼に
応じて行う解説（件数34件1772
人）がある。1名の職員で一日
に2団体の対応をするなど、懸
命な努力によって目標値を上
回った。
●目標値・指標：達成（件数
159％）達成（人数151％）

④外部講師依頼

③学校連携

②館内での講座・講演会

①展示等の活用
12.県民等からの依頼による学習支援
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H25目標値 結果･所見 H26目標値

自己評価
課題と改善案

評価の視点
中項目

細目

大項目

・ 実施状況(種類と件数)

・ ニーズの把握の状況

・ 団体数

・ 地域等の傾向

・ 利用者数

・ 地域等の傾向

A. 県外団体来館数

B. 外国人入場者数

【課題】地域企業との協働事
業実施に伴う経費の按分化
【改善案】地域連携を一層推
進する上で、民間事業体と
の協働事業実施を容易にす
るために、条例改正等により
経費の按分化が図れるよう
にする等、基盤整備が必
要。

有識者所見 １０－①、②と同じ。（戸枝）

有識者所見 入館者増加のためにも、近隣市の観光協会等と連携し、館行事のPRに努めていただきたい。（加藤）
改善案に基づき進めてください。施設同士が連携、協力していくことは良いと思います。双方の印刷物も掲示し、広報してくださ
い。
県では積極的に外国人観光客を誘致しようと計画しています。入館者の分析とともに、中央博物館や他部局との連携を検討し
てください。（戸枝）

継続 ①団体・来館者数：51団体、
3,458人 (H24は 3,356人）
②利用地域： 東京74%，埼玉
14%，神奈川2%，茨城6%，その
他4%
●目標値・指標：達成（団体：
51％　人数：115％）

100団体3,000人 【課題】県外の団体の誘致
【改善案】隣接する勝浦海中
公園センターが毎年東京の
学校にダイレクトメールを発
送しており、これに海の博物
館の「ご利用のしおり」を同
封してもらい、併せてホーム
ページの活用を促進し、最
新の情報を提供し易くする。

目標値未設定
（方法を検討）

①来館者数： 163人 (H24は
152人）
②配付資料の種類： 2種類；
「利用のしおり（英語版）」（無
料）、展示解説書の巻末に2
ページの英文要約付（有料）。
※外国人から要望があった場
合は、研究員が対応している。

【課題】外国人の人数のカウ
ント
【改善案】現在の入館者確
認システムでは、外国人入
館者の数は正確に把握でき
ない。外国人と推測される入
館者を受付で計数している
のが現状である。したがっ
て、実際にはアジア系を中
心に多くの入館者がいると
思われるが、適当な改善策
は見当たらない。

A. 機関・地域住民等
との連携

目標値未設定 ○ 連携事業を行っているか→
Yes
①住民との協働による情報の
収集
漁業関係者から14件26点の海
洋関係生物等が提供された。
それらを展示室で紹介するとと
もにＨＰ等で随時公開してい
る。
②地元市町村・関係機関との
連携
地元NPO法人南外房環境クラ
ブと行事や地域の自然に関す
る研究で連携した。
千葉県総合教育センターと連
携し、「海の環境学習講座」を
実施した。

②観光資源としての活用

①地域との連携事業
13.地域づくりへの支援
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H25目標値 結果･所見 H26目標値

・ 目標の設定、具体的計
画の策定状況

・ 事業への活用状況

・ 自己評価及び外部評価
の実施状況

・ Ｐ.Ｄ.Ｃ.Ａ.サイクルへの反
映状況

・ 研修への参加体制の整
備状況

・ 参加状況(種類･件数･人
数)

・ 当該年度の利用者数

・ 前年度比較による傾向

・ 実施方法と結果

・ 結果の事業への反映状
況

A. バリアフリー ・ バリアフリー対策の実施
状況

継続 バリアフリーに対応している。
１階と２階の展示室の移動は
エレベーターで対応している。
また、サイエンスドームへは、
車いすも２階から入ることがで
きる。

継続 【課題】特になし
【改善案】

・ ・交通機関(含誘致)と駐
車場の状況

・ アクセス案内の状況

・ 利用者満足度とニーズ
の把握状況

・ 結果の反映状況

課題と改善案

【課題】特になし
【改善案】

　

大項目

　

自己評価・外部評
価については、毎
年実施している

評価の実施と結
果の反映

①組織･人員

A.

【課題】特になし
【改善案】

評価の視点
1.使命と計画

中項目
細目

昨年度に加え、専
門職員としての研
修・県職員として
の研修等に積極
的に参加する。

自己評価

自己評価票(H25)

目標と計画･重
点事業の構築、
事業への活用

目標・計画を策定
した

館内会議等で再構築基本計
画を構築し、職員に周知した
上で実施した

再構築基本計画
の実践と改訂

職員の研修

主な展示会や地域連携事業、
学校連携事業の報告会を行
い、改善点、課題等につい
て、職員全員で情報等を共有
した

A.

有識者所見

有識者所見

A.

指摘のあった点に
ついては、さらに
改善を進めたい

①中長期計画

②評価の実施
【課題】特になし
【改善案】

【課題】専門研修の受講
が少ない
【改善案】科学博物館が
実施する学芸員専門研修
アドバンスト・コースの受
講や文化財研究所の研
修などの受講を勧める

2.組織と運営等

②県民ニーズに則した運営
利用者数

B. 満足度･ニーズ
等の調査

A.

晴天時にも利用したくなる企画をぜひ充実させてほしい。また、アンケートで把握したニーズをそれらの企画にしっかりと反映
させてほしい。（黒田）
努力のあとがある。良好である。（石川）

専門職員としての
研修・県職員とし
ての研修等に積
極的に参加する。

・財務会計事務基礎研修　1
・新採職員フォローアップ研修
１
・コンプライアンス研修　1
・メンタルヘルス研修    1
・トップセミナー　1
・副課長・主幹級研修  １
・パワーアップ研修　　１
・危機管理担当者研修　１
・博物館長研修　　１
・財務会計年度末事務研修
１
・文化財管理指導者研修　　１
・千葉県博物館協会研修会
１
・関東地区博物館協会研修会
１

入館者から寄せられた商品の
ニーズについては、運営元の
県教育振興財団に伝え、販売
実現を依頼した。

継続

有識者所見

継続

改善策の通りに進めてほしい。専門性を高めていかないと、博物館の魅力は失われてしまうと思う。（黒田）

3.施設･設備

B. アクセス

ミュージアム
ショップ

25年度は161,387人。前年度
と較べると495人減。特別企
画展示により入館者は増えた
が、2月の大雪の影響で総来
館者は減少した

入館者数180,000
人を目指します。

有識者所見

有識者所見

利用者からの声を通年で受け
付けている。また、企画展等
で行うアンケート調査から、利
用者ニーズの把握に努めた

継続

【課題】団体利用者の大
半が雨天時に集中する
【改善案】晴天時でも来て
もらえるような体験等の充
実を図る

入館者数180,000
人を目指します。

①アメニティーの向上

ミュージアムショップの体制を急激に変えることは現状では難しいかもしれないが、団体への事前の聞き取りなどを積極的に
行い、開業時間を柔軟に増やす、商品展開を委託先に提案するなどを行っていってほしい。（黒田）
ミュージアムショップは課題である。（石川）

継続 普通車８０台、大型バス８台
分のスペースを確保、市川市
コミュニティーバス停留所が
館内にある。また、アクセス案
内はＨＰに写真入りでアップし
ている。

継続 【課題】特になし
【改善案】

継続 【課題】週1回程度しか開
いていない
【改善案】団体等から事前
に話があれば職員が対応
する

C.
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H25目標値 結果･所見 H26目標値
課題と改善案

大項目

評価の視点
中項目

細目

自己評価

・ 当初計画に対する収入
の達成状況

12,187千円 約２３０万円の収入減となっ
た。今後収入確保のため、有
料入場者数増の取り組みが
必要である

11,186千円

・ その他の収入の状況 1,794千円 概ね目標値どおりの結果で
あった

2,217千円

A. 外部助成金等の
獲得

・ 獲得計画に対する達成
状況

2件以上 1件　480千円
･全国科学系博物館活動等助
成
480千円(特別展資料制作委
託他)

2件以上 【課題】採択件数の増加
【改善案】申請数の増加

・ 収蔵資料の件数と点数

・ 新収集資料の件数と点
数

B. 登録 ・ 収蔵資料の管理(台帳等
整備)状況

100% 100%　受入と同時に登録した。 100% 【課題】特になし
【改善案】

・ 定期的な維持管理の実
施状況

・ 資料の修復作業･保存処
理の状況

A. 要望に応じた貸
出等

・ 研究や展示等、資料の
貸出状況

2件以上 実物資料貸与件数1件(49点) 2件以上 【課題】特になし
【改善案】本館の収蔵資
料が他館の展示に利用さ
れるケースが少ないので
データベースの構築を継
続する

・ 閲覧システムの構築状
況

・ 利用状況と利用者満足
度

①資料の管理と収集

②資料の活用

③図書室の公開

4.財源

有識者所見 外部資金の獲得なども検討しつつ、購入費確保を進めてほしい。また、利用者のニーズ把握も行い、それを反映した公開体
制を取ってほしい。（黒田）

【課題】入館者は増えてい
るが無料入館者なため収
入に結び付かない
【改善案】体験者に付き添
いの大人から入館料を徴
収する

有識者所見 入館料を支払ってもよいと思わせる魅力的な事業を遂行してほしい。（黒田）
家族での来館について考えてみたい。（石川）

A.

データベースの構築、公開の実現に邁進してほしい。（黒田）

子ども向け図書,一般･専門書
籍を配架し開館時間内は自
由に閲覧可能。必要に応じて
職員が対応。収蔵冊数15,436
冊

A. 図書資料の閲覧 継続 継続 【課題】図書購入費がない
【改善案】各館協力して予
算要求を進める

有識者所見

5.収集･保存及び活用

②館独自の財源獲得

有識者所見 改善策の通りに進めてほしい。（黒田）
外部助成金はどん欲に研修すべき。（石川）

収蔵点数と収集
点数

前年度並みの点
数を目指します。

C.

A.

収蔵庫の週１回
の安全点検
毎日の状況報告・
週１回の点検報
告

改善案の通りに進めてほしい。（黒田）

①寄託　5件297点(H25：0点)
②寄付　1,437点　(H25：23点)
③購入　90点　　　(H25：1点)
(開館以来の累計)
2,517点　(H25：24点)
(開館以来の累計)

【課題】購入等予算の確
保
【改善案】購入費のため，
外部助成金の獲得等を進
める。

有識者所見

前年度並みの点
数を目指します。

入場料収入・そ
の他の事業収入

①予算の確保

維持管理と修
復･保存処理

定期的な維持管理を行った。
また,収蔵庫に関しては温･湿
度記録を定期的にチェックし
管理を徹底した。

収蔵庫の週１回
の安全点検
毎日の状況確認・
週１回の点検報
告

【課題】収蔵品の状況にあ
わせた修理計画の作成
【改善案】
修理の緊急度に順位付け
を行い，予算の範囲内で
修理を行う。
実験装置の稼働や動く実
物の保存を通し展示資料
の活用に努める。
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H25目標値 結果･所見 H26目標値
課題と改善案

大項目

評価の視点
中項目

細目

自己評価

A. 調査事業の件数 ・ 使命に基づく調査研究の
実施状況

７件 (研究報告4件)
これらは、研究報告成果とし
てＨＰで公開している。　その
他、各自が使命に基づいた研
究テーマを設定し調査･研究
を行った。

７件 【課題】特になし
【改善案】

A. 外部との調査研
究の件数

・ 共同研究等の実施状況 2件以上 0件 2件以上 【課題】外部と共同研究が
可能なベテラン学芸員の
確保
【改善案】若手･中堅職員
について､短期間で異動
する職員人事を是正して
もらうよう主務課に依頼。

・ 展示への反映状況

・ 普及事業への反映状況

・ 展示替の実施状況

・ 保守･管理の実施状況

・ 利用者満足度の把握状
況

・ 結果の反映状況

4件
特別展
・成田空港の紹介
・航空機の飛行原理について
・千葉県の航空史
・これからの航空技術
収蔵資料展
県内産業遺産の活用に関す
る研究
演示実験・工作教室での教材
開発

７件
（可能であれば印
刷・発刊）

7.展示

【課題】
新規展示の追加
装置の老朽化による故障
の増加
サイエンスドームの有効
活用
【改善案】
展示･運営協力会やそれ
以外の企業などへの調査
活動･展示資料の提供依
頼などを計画的に進めて
いく。
展示場の大型装置の修
繕維持計画を作成し予算
化に努める。
点検結果による合理的な
保守計画
サイエンスドーム開催事
業の活性化

有識者所見 常設展示品の増加に企業の協力が得られたことは、他館では見られないケースで、これまでの円滑な企業との関係性や職員
の努力が実った結果だと思う。今後も他の企業への協力要請により展示品のリニューアルにつなげていけると期待する。常
設展示のリニューアル全体については、改善案の通りの努力を行ってほしい。来館者の要望は蓄積し、のちの展示改善に生
かしてほしい。（黒田）
常設展示のうち、新しいものに変換する方策を考える時期に来ていると思料する。（石川）

【課題】特になし
【改善案】

B. 満足度 来館者アンケートを実施して
いる。アンケート内容を見る
と、プラネタリウムを明るくして
ほしいなどの要望系のものが
多い。ただ、現実的には要望
にすぐ答えられる内容のもの
は少ない。

・外部予算（全国博物館助成）
により、特別展で作成した実
験装置を常設展示追加。
・企業協力により常設展示に
新規展示の追加（金属光沢調
フィルム）

・保守点検業務
常設展示保守点検業務
展示映像機器保守点検業務
電力シアター保守点検
鉄鋼シアター保守点検
川鉄千葉1号高炉模型保守点
検
液体窒素製造装置保守点検
電子顕微鏡保守点検
炎色反応実験装置保守点検
の年間契約を結び,延べ約50
回の点検を実施。
緊急点検｢ウォーターロケット｣
の空気圧制御シリンダ交換、｢
うずまき｣水位センサ調整、｢
ガリバーのストロー｣空気弁交
換

6.調査･研究
①調査事業

②外部との調査･研究

【課題】反映数の増加
【改善案】展示内容に沿っ
た調査・研究内容を展示
に反映させる。

HPでこの研究報告成果を見つけることができなかった。どこで公開しているのか？今後の企画展や事業を生み出すような長
期的な調査・研究が必要とされているのではないか。（黒田）
HPの改善は評価できる。（石川）

有識者所見

研究は博物館の役割の大きな部分である。また、博物館で行う研究の長所は、さまざまな機関や個人との連携がしやすい点
にあると考える。この長所をぜひ生かし、研究活動が可能となる職員体制の構築に努めてほしい。（黒田）
改善案に同意する。（石川）

有識者所見 論文、口頭発表なども含め、さまざまな角度からの成果の発信を行ってほしい。（黒田）
来館者のレベルを意識した努力は評価したい。（石川）

展示等への反映 ７件
③研究成果の発表

A.

有識者所見

①常設展示
A. 展示の更新と保

守･点数
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H25目標値 結果･所見 H26目標値
課題と改善案

大項目

評価の視点
中項目

細目

自己評価

・ 実施状況

・ 年齢･地域等入場者の動
向把握

・ 来館者満足度の状況

A. 企画数、利用者
数、満足度

【課題】各年齢層への対
応
【改善案】
来館者の年齢層の割合
の６割強が30代以上であ
るが、これは小学生の保
護者として来館するケー
スと考えられる。そのた
め、展示の主対象は小学
年高学年としながらも多く
の来館者の満足を得るた
めには、年齢層に合わせ
た解説内容も必要であ
る。

前年度並みの満
足度

ちば文化発信プロジェクトとし
て千葉県の航空産業を取り上
げ，展示・全天周大型映像・
関連イベントの3提示方法で
計画し実施した。それぞれ各
年齢層に対応するようにし
た。

【関連イベント】
ラジコン飛行機操縦見学会
(120名)
フライトシミュレータ教室(102
名)
こども模型飛行機教室(29名)
折り紙飛行機教室(360名)
麻薬探知犬デモ(70名)
飛行船ﾊﾟｲﾛｯﾄﾄｰｸｼｮｰ(130名)
お仕事講演会 ﾊﾟｲﾛｯﾄ(123名)
お仕事講演会 ｷｬﾋﾞﾝｱﾃﾝﾀﾞﾝﾄ
(70名)
こどもマーシャリング教室(70
名)
紙トンボ教室(18名)

40代29％，30代11％と全体の
40％，シニア世代も25％と高
い割合。小学生とその保護者
及び祖父母の傾向が顕著。
市川市，隣接する船橋市で
59％。県内他市，東京都，他
道県の合計は25％。
「たいへん良かった」57%、「ま
あまあ良かった」21%、「普通」
3%、「あまり良くなかった」0%、
「良くなかった」2名0%、「無回
答」15%であった。「たいへん
良かった」と「まあまあ良かっ
た」を合わせると、78%となる。

80％以上の満足
度。

有識者所見 満足度の目標値を充足させるよう、改善案にある努力を行ってほしい。「よくなかった」と回答した理由を把握し、今後の改善
に生かしてほしい。（黒田）
多いに評価できる。努力を認めたい。（石川）

②企画展示(変更)
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H25目標値 結果･所見 H26目標値
課題と改善案

大項目

評価の視点
中項目

細目

自己評価

・ 実施状況

・ 年齢･地域等入場者の動
向把握

・ 来館者満足度の状況

・ 実施状況(要望件数等)

・ 利用者が満足しているか

・ 実施状況(ネットワーク)

・ 利用者が満足しているか

０件 展示に関する要望は特に無
いが、年間１０件程度の出張
講座の依頼があり、７５６人に
希望する実験等を演示すして
いる。

０件 【課題】特になし
【改善案】

館の性質上、館外展示よりも出張講座のニーズのほうが高いと考えられる。今後も講座のニーズ把握や希望に沿った展開を
取ってほしい。（黒田）

０件 予算の目途が立たないため
実施しなかった。

⑤他館との合同企画による展示

企画数、利用者
数、満足度

A.

有識者所見 共同研究の遂行や、データベース、現状行っている研究成果の公開型巻頭合同企画にもつながると思うので、それらにも力
を入れてほしい。（黒田）

０件 【課題】予算の獲得
【改善案】企画展示には
至らないが、資料の借用
などの連携はひろげてい
きたい。

企画数、利用者
数、満足度

ワークショップや企画展示室外の特別展関連の展示もこの項目も実績として評価するのが妥当であるのかは疑問が残るが、
改善案通りに行ってほしい。（黒田）
来館者の満足度は高いと思われる。課題は広報か。（石川）

【課題】広報宣伝予算の
確保
【改善案】
インターネット等を利用し
た広報を促進するととも
に、話題性の高い展示を
行う

１０回程度 ○収蔵資料展（１回）
・夏休み中に今までの展示会
で人気の高かった，錯視・宇
宙飛行士訓練・カメラについ
ての展示を実施
会期中（16日間）の総入館者
数は17,886人内、収蔵資料展
入館者数は13,662人。男性
44％，女性56％，小学生未満
6%，小学生50％，中学生9％
と全体の65％を占めている。
大人からの回答は，30代が
10％，40代が5％，50代9％，
65歳以上3％，ほぼ全員が[と
てもおもしろかった]と「おもし
ろかった」と回答

○特設コーナー(２回)
宇宙飛行士訓練体験(ホワイ
トパズル,遠隔操縦体験),宇宙
メダカ
特別展関連（飛行船・日大航
空研究会・飛ぶ科学）
○ワークショップ(２回)
・しげん＆えねるぎー（風車，
天然ガス映像，ヨウ素利用な
ど）
・フライトシミュレーター
○ドームギャラリー(４回)
・パーソナルになったコン
ピューター
・錯視関係資料
・メガスターへの道
・特別展関連（宇宙:イプシロン
等）
○エントランスホール(１回)
千葉県の産業遺産とその活
用を考える

１０回程度の目標
とするが、昨年度
より内容を充実し
たものとする

A. 企画数、利用者
数、満足度

A.

有識者所見

有識者所見

③企画展示(変更なし)

④館外での展示
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H25目標値 結果･所見 H26目標値
課題と改善案

大項目

評価の視点
中項目

細目

自己評価

・ 種類と回数、参加者数

・ 参加者は満足しているか

・ 種類と回数、参加者数
・ 参加者は満足しているか

A. 電話・来館面接
等の質問

・ 件数と対応状況 前年度並みの対
応

交通アクセスから専門的な質
問まで、質問内容が多岐にわ
たるため、各課で対応してい
る。

前年度のようにき
ちんとした対応を
する

【課題】特になし
【改善案】

・ 提供件数

・ 掲載件数の状況

・ 更新件数

・ 資料登録件数の状況

・ アクセス数の状況

・ 種類と部数

・ 配付等の状況

目標数を達成することができ
た。
情報誌（雑誌）だけでなく、
ネットでの情報提供にも力を
いれた。

1５０件(新聞３０件、
地域誌４０件、自治
体広報１９件、ＴＶラ
ジオ２０件、WEB３４
件、他７件)

【課題】特になし
【改善案】

館事業(含調査
研究)の情報提
供

有識者所見

②メディア

③ホームページ
ホームページに
よる情報発信

100件A.

A.

④刊行物

有識者所見

9.情報の発信

②講演会･講座

①参加体験事業

有識者所見 満足度について、目標が達成できているのかどうかはこの所見では疑問が残るが、改善案通りに行い、今後も参加者の意見
の把握に努めてほしい。（黒田）
高い評価で努力は認められる。（石川）

有識者所見

展示運営協力会講演会１回、
特別展に関わる講演会３回

４回A.

200回・満足度80% 187回(前年度比+0回)
実験工作･体験教室(120)/サ
イエンスショー(7)/講座(32)/
乗車会(18)/上映会(1)/イベン
ト(10)/コンサート(3)
他に成人一般を対象にした講
座｢千葉県の産業遺産とその
活用について｣を計９回開催し
た。また、事業のアンケート結
果を見ると、特に若年層から、
実験が楽しかったなどの反響
が多く寄せられ、満足度は高
いと思われる。

200回・満足度80%

4回回数と参加者
数、満足度

参加者の満足度やニーズを把握し、今後に反映させてほしい。（黒田）

【課題】土・日の体験者へ
の対応
【改善案】来館者、特に若
年層のニーズを考え、土・
日は科学館にくれば、何
かしら体験することができ
るという体制作りをした。

【課題】特になし
【改善案】

8.教育普及事業

A. 回数と参加者
数、満足度

①県民への直接的情報提供

印刷物による広
報

イベント情報、年
に
5回のチラシ、科
学
館ニュース等

有識者所見 今年度も継続して行ってほしい。（黒田）

有識者所見 増加したことは大変良い傾向と思う。改善案通りに進めてほしい。（黒田）
HPは広報面で重要度高く、努力を評価できる。（石川）

効果的な広報につながるよう、改善案通りに進めてほしい。また、有料入場者の確保に向け、子供向けだければなく、大人が
利用する公共施設への配布先の拡大を行ってほしい。（黒田）
学校関係では、早めの情報が望ましい、頑張っていただきたい。（石川）

・更新回数100回 更新173回
アクセス125,821件(前年度比
+16,779件、約14％増)
→2日に1回のこまめな更新で
の情報提供が増加につな
がったと考える。

A. チラシや刊行物は、予定通り
配布できたが、時期が間際に
なってしまうものがあったの
で、早めに配布を完了させた
い。２４年度よりも大幅に配布
先を増やした。

配布先を拡大す
る。

【課題】年度当初の配布
【改善案】年度当初の配
布がスムースにいくよう担
当を詳細にわけ、課員一
丸となって全員で取り組
むようにした。

【課題】更新期間の短縮
【改善案】さらに短期間で
更新できるような方策を考
えていく。

・更新回数150回
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H25目標値 結果･所見 H26目標値
課題と改善案

大項目

評価の視点
中項目

細目

自己評価

・ ボランティア活用システ
ムの構築

・ 登録者数と活動状況

・ 育成のための研修等の
実施状況

・ 情報入手体制の状況

・ 対応状況

・ 会員数(増減)
・ 活動状況(館との連携･

単独事業)

・ 受入態勢等の構築状況

・ 実施状況

・ 受入態勢等の構築状況

・ 回数、校数と参加者数

・ 受入態勢等の構築状況

・ 回数、校数と参加者数

・ 受入態勢等の構築状況

・ 回数、校数と参加者数

有識者所見

有識者所見

A. 回数･人数

A. 回数･人数

有識者所見

①博物館実習

前年度並みの実
施

職場体験18校50人、職場訪
問3校58人、インターンシップ3
校4人

前年度並みの実
施

【課題】特になし
【改善案】

　

A. 回数･人数

　

当館の専門性を生かすため、工業高校教員との接点が欲しい。（石川）

10名程度 受入要項作成済
学芸員資格取得希望者に実
施
実績大学延べ39校　H25　8大
学8名

10名程度 【課題】特になし
【改善案】

前年度並みの実
施

(22回1,186名(前年度比＋17
回,＋579名)
申込みがあったものは全て対
応した。

前年度並みの実
施

【課題】
【改善案】

有識者所見 改善案の通りに進めてほしい。（黒田）
今後のため、連携強化を図っていく必要あり。（石川）

有識者所見 大学との連携および学生ボランティアを確保できたのは良いことだと思う。職員との交流を密にすることで、複数の事業への
ボランティアの協力を積極的に促せるようにしてほしい。友の会の存続がボランティアの確保にもつながると思うので、ぜひ検
討してほしい。（黒田）
学生ボランティアを含め強化したい。（石川）

A. 実施の状況 前年度並みの実
施

展示・運営協力会
展示会（13会員参加　4,704
名）
サイエンスショー（7会員参加
668名）
実験工作教室（13会員16講座
参加　　643名※抽選による受
講数）
講演会（講師:石油学会　100
名）
東邦大学連携事業　(150名)
NPO法人くらしとバイオプラザ
21連携事業　(19名)
木更津工業高等専門学校連
携事業(40名)
いちかわ環境フェア(12,000
名)
子どもがつくるまち「ミニ★い
ちかわ2013(1,850名)

休会中

・登録者数は30
名、活動件数は
400件

・活用システム構築は登録年
数の見直しを実施した
・登録者数は29名、活動件数
は371件
・育成研修については、大学
との連携を図り、学生ボラン
ティアを取り込んだ。また、事
業の実施日に事前活動として
実施した。

A.

各種の講座やイベントに参加
される県民とのかかわりを通
して、情報収集に努めている

【課題】特になし
【改善案】

　　　　

B. 県民からの情報
提供

友の会C.

【課題】連携の活性化
【改善案】展示・運営協力
会とは、講演会等多方面
の協力が得られ、多くの
来館者から好評を得てい
る。更なる連携の活性化
のため、ボランティア活動
などを検討する。

【課題】特になし
【改善案】休会中のため、
現状では特に課題はない
が、友の会の存続につい
ては、検討を進めたい

・登録者数は30
名、活動件数は
400件、ボランティ
ア会議の実施

【課題】職員との交流が少
ない
【改善案】直接事業の担
当でない職員とも交流を
もち、業務が円滑に進め
られるようにする

11.人材育成

②外部との連携・調査

①県民との協働
10.県民参画

③職場体験学習・インターンシップ

②教員等研修

ボランティア

前年度並みの実
施
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H25目標値 結果･所見 H26目標値
課題と改善案

大項目

評価の視点
中項目

細目

自己評価

・ 回数と利用者数

・ 利用者ニーズの把握状
況

・ 回数と利用者数

・ 利用者ニーズの把握状
況

・ 受入校数と回数、人数

・ 利用者ニーズの把握状
況

・ 実施校数と回数、人数

・ 利用者ニーズの把握状
況

・ 支援体制の状況

・ 回数と参加者数

・ 利用者ニーズの把握状
況

・ 実施状況(種類と件数)

・ ニーズの把握の状況

・ 団体数

・ 地域等の傾向

・ 利用者数

・ 地域等の傾向

A. 県外団体来館数

B.

①地域との連携事業
前年度並みの実
施

【課題】特になし
【改善案】今後も地域との
連携を深めたい

有識者所見

有識者所見 外国人入場者への対応策を検討するべきではないか。（黒田）
サイエンスドームの活用、展示との関連性など（予算は承知の上だが）考える余地あり。（石川）

前年度並みを目
指す

地域別：東京63,神奈川2,茨城
3,埼玉8,山梨1,中国1,韓国1,
計79団体、特に東京東部の
団体が多い。

前年度並みを目
指す

機関・地域住民
等との連携

60件

【課題】　地域の利用促進
【改善案】　引き続き、隣
接する東京都の江戸川
区・葛飾区には、定期的
に情報を発信していく

前年度並みを目
指す

225名(前年度比－211名) 前年度並みを目
指す

【課題】特になし
【改善案】

A.

外国人入場者数

A. 依頼の状況、回
数と人数

前年度並みの実
施

15件790名(前年度比-6件-48
名)
小中学校3、大学1、社会教育
施設10、教育機関1

前年度並みの実
施

【課題】特になし
【改善案】

有識者所見 　

前年度並みの実
施

学校団体204校(前年度比＋9
校)
種別では、小・中学校155校と
圧倒的に多い。次に、幼稚
園・保育園が39校と続く。

前年度並みの実
施

【課題】　年齢層の偏り
【改善案】　職場体験など
を通して行き来のある中
学校には、利用の促進を
呼び掛けていく

前年度並みの実
施

18回703名<前年度比＋7回＋
274名)
要望に対応した。種別では、
学校関係6、社会教育施設12
であった。

前年度並みの実
施

【課題】　担当者の負担増
【改善案】ある特定の職員
に集中しないよう複数の
チームを作って対応して
いく

④外部講師依頼

A.

B.

学校団体の受入

出前授業

有識者所見

③学校連携

地元自治体、地元商工会議
所、県立高校、展示･運営協
力会、県教育振興財団等との
連携事業を実施した。隣接地
にショッピングセンターがある
ため、天候に恵まれれば参加
者は多い

②観光資源としての活用

改善案通りに進めてほしい。（黒田）
隣接商業施設、市川市生涯学習センターの連携は長年の課題。（石川）

改善案の通りに進めてほしい。（黒田）
存在意義を高めるためにも要努力。（石川）

有識者所見 利用者の希望を待つだけではなく、講座、講演会は計画してぜひ行ってほしい。大人の集客につながるような内容が実行可
能ではないか？（黒田）

前年度並みの実績【課題】特になし
【改善案】

特になし。館の事業運営上、
支障がなければ対応すること
は可能である

【課題】特になし
【改善案】

A. 回数、利用者数
と満足度

A. 解説の回数、利
用者数と満足度

前年度並みの実
績

解説ツアーは、団体見学の要
望に応じて、70回2613名（前
年比＋14回・656名）参加し
た。なお、団体申込受付にあ
たり必ず解説ツアーの希望の
有無を確認している。解説タイ
ムは、一般入館者対応で平日
2回、土日祝日1回の計495回
1,341名（前年比＋10回・(-
134名）参加した。また、ジーメ
ンスタイムをイベントのない土
日祝日に1回実施し、35回423
名参加した（前年比－89回、
－1,027名）。さらに、今年度
はスマホを利用した音声ガイ
ドを15か所設置した。

有識者所見 新規に開始した、スマホを用いた音声ガイドがどのように機能しているのかなど、利用者の声の把握を確実に行ってほしい。

②館内での講座・講演会

13.地域づくりへの支援

①展示等の活用
12.県民等からの依頼による学習支援
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関宿城博物館

H25目標値 結果･所見 H26目標値

・ 目標の設定、具体的計画
の策定状況

・ 事業への活用状況

・ 自己評価及び外部評価の
実施状況

・ Ｐ.Ｄ.Ｃ.Ａ.サイクルへの反
映状況

・ 研修への参加体制の整備
状況

・ 参加状況(種類･件数･人
数)

・ 当該年度の利用者数

・ 前年度比較による傾向

・ 実施方法と結果

・ 結果の事業への反映状況

①中長期計画

②評価の実施

2.組織と運営等
①組織･人員

②県民ニーズに則した運営
前年度を上回る
入館者数

入館者数　  98,376人
　 個人　　   93,520人
　　　　　  一般           72,693人
　　　　　　高大生            520人
　　　　　　中学生以下 20,307人
　 団体        4,856人（123団体）

＜平成24年度＞
入館者数　103,121人
　 個人　     98,214人
             一般           77,186人
             高大生　          505人
             中学生以下 20,523人
   団体　      4,907人（128団体）

前年度を上回る
入館者数

評価の実施と結
果の反映

A.

有識者所見

有識者所見

A. 【課題】特になし。
【改善案】

A. 利用者数

B. 満足度･ニーズ等
の調査

利用者の満足度
などに関する調査
の実施

職員の研修 前年度並みの参
加件数

・当館の事業に支障のない範
  囲で、可能な限り積極的に参
  加している。
・4件　4人
＜内訳＞
　関東地区博物館研究会：
　2件　2人
　千葉県博物館協会調査研究
　委員会研究報告会：1件　1人
　千葉県美術館・博物館等職
  員研修会：1件　1人

自己評価
課題と改善案

自己評価票(H25)

目標と計画･重点
事業の構築、事業
への活用

中長期計画の策
定と遂行

全職員の共通理解を図りなが
ら、事業計画を構築し、事業を
実施している。

継続実施 【課題】　博物館運営の充
実と諸経費の確保
【改善案】　少人数、少な
い予算で博物館事業を実
施しなければならないこと
から、全職員の共通理解
を図り、学芸課と庶務課が
協働しながら運営してい
く。

評価の視点
1.使命と計画

中項目
細目

大項目

自己評価及び外
部評価の実施と
評価結果の反映

・各部署において自己評価を行
　い、有識者による外部評価を
　受けている。
・評価の結果を基に、事業活動
　や業務運営に反映させてい
　る。

A.

有識者所見

有識者所見

継続実施

【課題】　入館者数の減
少。
【改善案】　展覧会の入館
者増や普及事業の参加者
増を図るため、当館ホー
ムページのトップページを
魅力あるデザインに改善
し、活動内容を知ってもら
う。また、来館者の居住地
を調査し、啓発用ポスター
やチラシの効果的な配布
先を検討して実践する。

【課題】　特になし。
【改善案】

前年度並みの参
加件数

・実施方法と結果
　アンケート調査を実施し、満
　足度については意見・要望
　等の欄を設け、具体的に当
　館のどの点が良く、どの点を
　改善して欲しいのかを聴取し
　ている。その結果、館内がき
　れいで、受付職員の対応が
　良いという意見が多かった。
・結果の反映
　来館者の意見・要望に対し
　て、応えられるものは速やか
　に改善している。そして、その
　対応をカードに記載し、掲示し
　ている。

継続実施 【課題】　特になし。
【改善案】

・過去に実施した企画展のアンケート調査結果を精査し、来館者の居住地を洗い出す。そして、毎回来館している地域はもちろん
　のこと、企画展の内容によって変動する地域にも重点的に広報する。
・治水や利水の観点からばかりでなく、親水にも力を入れ、館外での活動にシフトして総合的に取り組む。館のあり方そのものを
見直し、新たな事業展開を検討する時期を迎えている。
・家族層を取り込む。そのためには、例えば「昔のくらし展」でボランティアの方が子供たちにコマ回しを教えたりしているのだから
そういう光景をホームページに掲載して、どんどん活動内容をアピールする。また、動画をユーチューブに掲載するのもよい。（村
井）

関1 



H25目標値 結果･所見 H26目標値

自己評価
課題と改善案

評価の視点
中項目

細目

大項目

A. バリアフリー ・ バリアフリー対策の実施
状況

バリアフリー対策
の実施

エレベーター、スロープ、車椅
子、ベビーカー、車椅子用トイレ
を設置している。

継続実施 【課題】　特になし。
【改善案】

・ 交通機関(含誘致)と駐車
場の状況

・ アクセス案内の状況

・ 利用者満足度とニーズの
把握状況

・ 結果の反映状況

・ 当初計画に対する収入の
達成状況

・ その他の収入の状況

A. 外部助成金等の
獲得

・ 獲得計画に対する達成状
況

前年度並みの獲
得件数

１件
（公財）日本海事科学振興財団

前年度並みの獲
得件数

【課題】　企画展において1
件の外部助成金を得てい
るが、助成の条件が厳し
い状況になっている。
【改善案】　助成金支援団
体の担当者と連絡を密に
し、相談しながら助成の条
件をクリアしていく。一方
で、ほかの助成金支援団
体を探し、助成金の獲得
に努める。

・ 収蔵資料の件数と点数
・ 新収集資料の件数と点数

B. 登録 ・ 収蔵資料の管理(台帳等
整備)状況

収蔵資料の台帳
登録による管理

寄付資料1点を台帳に登録し
た。

継続実施 【課題】　特になし。
【改善案】

・ 定期的な維持管理の実施
状況

・ 資料の修復作業･保存処
理の状況

A. 要望に応じた貸出
等

・ 研究や展示等、資料の貸
出状況

前年度並みの資
料貸出件数

・実物資料：  5件（8件減）
・写真資料：20件（10件減）

前年度並みの資
料貸出件数

【課題】　特になし。
【改善案】

・ 閲覧システムの構築状況
・ 利用状況と利用者満足度

4.財源
①予算の確保

5.収集･保存及び活用

②館独自の財源獲得

有識者所見

収蔵点数と収集
点数

A. ・収蔵資料
　 文書・美術工芸・民俗・写真・
   絵葉書：2098件、28,218点
　 考古：40箱（整理箱）
・新収蔵資料
　 2件、6点

【課題】　資料の増加に伴
い、収蔵庫内の機能的な
収納と管理。
【改善案】　継続的に資料
整理し、収納棚の有効活
用を図る。

有識者所見

B. アクセス

ミュージアムショッ
プ

有識者所見

①アメニティーの向上

有識者所見

A. 入場料収入・その
他の事業収入

達成率：100％ ・入場料収入の達成率：87％
・その他の収入の達成率：
107％
＜内訳＞
　 教育施設使用料
　 自動販売機等電気料
　 傷害保険料

達成率：100％ 【課題】　有料入場者の拡
大。
【改善案】　家族ぐるみの
入場者を増やすため、館
内に子供が楽しめるクイ
ズ形式のゲームを設けた
り、子供たちに分かりやす
い展示パネルを設置す
る。

①資料の管理と収集

②資料の活用

③図書室の公開

有識者所見

有識者所見

A. 図書資料の閲覧 図書閲覧などの
実施

・図書担当を決め、いつでも閲
  覧できる体制を整え、貸出も
　行っている。
・貸出：2件　3冊

3.施設･設備

アクセス案内の実
施

バス（3系統）の運行、駐車場
（100台）の完備、案内表示の
設置などをホームページで案内
している。また、インターネツト
を利用できない人には、ファック
スなどで対応している。

継続実施 【課題】　交通機関のアク
セスが悪い。
【改善案】　バスの増便が
計れるように、当館の景観
を観光スポツトとして宣伝
し、来場者を増やすよう努
める。

ミュージアムショッ
プの充実

売店の利用者には好評であ
る。

継続実施 【課題】　特になし。
【改善案】

C.

継続実施 【課題】　図書閲覧の利用
者が少ない。
【改善案】　図書の閲覧が
できることをホームページ
などで紹介するとともに、
友の会会員には図書の貸
出も可能であることを告知
する。

C. 維持管理と修復･
保存処理

定期的な維持管
理と修復作業・保
存処理の実施

・維持管理
　 温湿度の日常点検を実施し
 　ている。
・資料の修復作業、保存処理
　 今年度未実施。

継続実施 【課題】　予算の確保。
【改善案】　毎年、継続的
に予算要求する。

関2 



H25目標値 結果･所見 H26目標値

自己評価
課題と改善案

評価の視点
中項目

細目

大項目

A. 調査事業の件数 ・ 使命に基づく調査研究の
実施状況

前年度並みの調
査事業件数

8件
職員及び当館展示協力員が各
自でテーマを設定し、使命に基
づいた調査・研究を行ってい
る。

前年度並みの調
査事業件数

【課題】　職員と当館展示
協力員の共同調査及び共
同研究。
【改善案】　当館展示協力
員会議において、職員と
展示協力員が共同で実施
できるようなテーマを決
め、連携して調査・研究を
行う。

A. 外部との調査研
究の件数

・ 共同研究等の実施状況 共同研究等の実
施

今年度未実施 共同研究等の実
施

【課題】　外部団体などと
の共同研究。
【改善案】　今後、外部団
体などと共同して調査・研
究を行う環境をつくり、
ホームページなどで募る。

・ 展示への反映状況

・ 普及事業への反映状況

・ 展示替の実施状況

・ 保守･管理の実施状況

・ 利用者満足度の把握状況

・ 結果の反映状況

・ 実施状況

・ 年齢･地域等入場者の動
向把握

・ 来館者満足度の状況

③研究成果の発表

6.調査･研究
①調査事業

②外部との調査･研究

②企画展示(変更)

7.展示
①常設展示

A.

有識者所見

有識者所見

有識者所見

展示等への反映 研究成果を反映さ
せた展示・普及活
動の実施

・展示事業
　 1年間、調査・研究してきた成
  果を企画展「川が結ぶ」で反
  映した。
・普及事業
　当館展示協力員が研究成果
  を「研究報告」に掲載するとと
  もに、「博物館セミナー」で発
  表した。

継続実施 【課題】　特になし。
【改善案】

【課題】　湿度の調節が自
由にできない機械になって
いる。そのため、夏場は湿
度が高く、冬場は湿度が
低くなってしまう。
【改善案】　機械設備員と
相談しながら、応急処置を
執る。また、湿度調節の方
法を検討していく。

有識者所見

B. 満足度 アンケート調査の
実施

・満足度
　アンケートの項目に、来館者
　の意見・要望の欄を設け、来
　館者の声を具体的に聴取して
　いる。その結果、関宿藩の歴
　史や利根川水運について理
　解できたという意見が多かっ
　た。
・結果の反映
　来館者の意見・要望に対し
　て、応えられるものは速やか
　に改善している。そして、その
　対応をカードに記載し、掲示し
　ている。

継続実施 【課題】　来館者の意見・
要望で、関宿藩関係資料
の充実という意見があっ
た。
【改善案】　展示スペース
の関係で、これ以上展示
資料を増やすことはできな
いが、定期的な展示替を
行って展示内容の充実を
図る。

A. 展示の更新と保
守･点数

前年度並みの展
示替回数

・展示替
　9回（2回増）
　＜内訳＞
　 2階企画展示室：3回
　 3階多目的室：6回
・保守、管理
　毎日、展示室の温度計と湿度
　計を点検し、展示資料の管理
　を行っている。

前年度並みの展
示替回数

A. 企画数、利用者
数、満足度

【課題】　入場者数の減
少。
【改善案】　当館の立地場
所により、県内外を問わ
ず、来館者が多い市町へ
重点的に広報を行う。

・前年度並みの企
　画数
・前年度を上回る
　入場者数
・「非常に良かっ
　た」「良かった」
　が80％以上

1回
13,298人（5,985人減）　83％
・年齢別
　23％　60歳代
　19％　70歳代以上
　13％　30歳代
・地域別
　千葉県　39％
　埼玉県　27％
　茨城県　17％

・前年度並みの企
　画数
・前年度を上回る
　入場者数
・「非常に良かっ
　た」「良かった」
　が80％以上

有識者所見
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H25目標値 結果･所見 H26目標値

自己評価
課題と改善案

評価の視点
中項目

細目

大項目

・ 実施状況

・ 年齢･地域等入場者の動
向把握

・ 来館者満足度の状況

・ 実施状況(要望件数等)
・ 利用者が満足しているか

・ 実施状況(ネットワーク)

・ 利用者が満足しているか

④館外での展示

③企画展示(変更なし)

⑤他館との合同企画による展示

A. 企画数、利用者
数、満足度

有識者所見

【課題】　入場者数は、12
月から３月にかけて実施し
た展示事業が軒並み減少
している。
【改善案】　入場者数は
土・日の天候に大きく左右
されるが、ミニコミ誌や情
報誌に取り上げられるよう
な広報内容を提供する。

・前年度を上回る
　企画数
・前年度を上回る
　同時期の入場
　者数
・「非常に良かっ
　た」「良かった」
　が80％以上

11回（2回増）
・入場者数及び満足度
　地井紅雲版画展－白と黒の
　世界ｐａｒｔ１－
　28,591人（7,994人増）　84％
　コーナー展「浮世絵で見る下
　総の風景」
  16,402人（1,344人増）　82％
　2013国際博物館の日記念事
　業　昔のくらし展
  12,165人（228人減）　91％
　昆虫展－身近な生き物たち
　－
  16,959人（898人増）　88％
　第37回千葉県移動美術館
　1,976人　91％
　本橋尚徳スケッチ小品展「関
　宿城の四季」
  5,789人（692人減）　97％
　関宿城写生コンクール作品
　展
　3,123人（464人減）
　模型展「水を制する技術」
　6,054人（766人減）　93％
　凧の競演
　7,224人（240人減）
　第14回関宿城百景写真展
　5,126人（2,686人減）
　地井紅雲版画展－白と黒の
　世界ｐａｒｔ２－
  8,461人（2,762人減）　85％

・前年度を上回る
　企画数
・前年度を上回る
　同時期の入場
　者数
・「非常に良かっ
　た」「良かった」
　が80％以上

A. 企画数、利用者
数、満足度

A. 企画数、利用者
数、満足度

・前年度並みの企
　画数
・前年度の同時期
　を上回る入場者
　数
・「非常に良かっ
　た」「良かった」
　が80％以上

1回
  第37回千葉県移動美術館
　（千葉県立美術館）
　1,976人　91％

・前年度並みの企
　画数
・前年度の同時期
　を上回る入場者
　数
・「非常に良かっ
　た」「良かった」
　が80％以上

【課題】　特になし。
【改善案】

館外での展示の
実施

今年度未実施 館外での展示の
実施

【課題】　館外展示の要望
がない。
【改善案】　昔の道具を
扱った展示ができることを
ホームページなどで周知
する。

有識者所見

有識者所見

関4 



H25目標値 結果･所見 H26目標値

自己評価
課題と改善案

評価の視点
中項目

細目

大項目

・ 種類と回数、参加者数

・ 参加者は満足しているか

・ 種類と回数、参加者数

・ 参加者は満足しているか

8.教育普及事業

・前年度並みの回
　数
・参加者数の定員
　充足率が80％
　以上または前年
　度を上回る参加
　者数
・「非常に良かっ
　た」「良かった」
　が80％以上

【課題】　「河川敷のいきも
のさがし」の参加者数が圧
倒的に少ない。
【改善案】　子供向けのチ
ラシを作成し、近隣市町の
幼稚園・小学校に配付して
参加を呼びかける。

・前年度並みの回
　数
・参加者数の定員
　充足率が80％
　以上
・「非常に良かっ
　た」「良かった」
　が80％以上

14回
・古文書を読む（6回）
　161人（134％）　87％
・川が結ぶ（1回）
　55人（110％）　97％
・博物館セミナー（7回）
　109人（52％）　87％

・前年度並みの回
　数
・参加者数の定員
　充足率が80％
　以上
・「非常に良かっ
　た」「良かった」
　が80％以上

【課題】　博物館セミナー
の参加者数が少ない。
【改善案】　セミナーの内
容が歴史系ばかりでなく、
自然系や河川土木系も取
り扱っているので、分野別
に広報先を変えるなどして
広報の仕方を工夫する。

②講演会･講座

①参加体験事業

有識者所見 活動状況を文字だけでなく、ビジュアルデータ使ってホームページなどで「見える化」していくことが重要。活動するミュージアム像
をアピールすべき。たこあげなどは動画での紹介も検討すべき。
「河川敷のいきものさがし」の参加者増の施策については、次のような取組を提案したい。
まず、名称は、堅苦しいプログラムではなく、楽しさが伝わるようなものに変更。実施時期は、夏休みにし、学校の自由研究に役
立てる。自由研究の成果を博物館で発表し、再来館の契機にする。活動状況や活動結果をビジュアルや動画をアップし、ホーム
ページに紹介する。（村井）

有識者所見 「博物館セミナー」ではどんな講座かわかりづらい。「博物館セミナー」だけでなく、すべての事業について、中身が容易に伝わる
事業名をつけるように心がけるべき。（村井）

A. 回数と参加者数、
満足度

・前年度並みの回
　数
・参加者数の定員
　充足率が80％
　以上または前年
　度を上回る参加
　者数
・「非常に良かっ
　た」「良かった」
　が80％以上

31回
・そば打ち（6回）
  94人（78％）　94％
・小麦まんじゅうづくり（4回）
　101人（84％）　96％
・投網漁と川魚料理（1回）
　15人（75％）　100％
・こんにゃくづくり（1回）
　30人（100％）　100％
・鷹菜漬け（4回）
　31人（78％）　97％
・河川敷のいきものさがし
　（2回）
　7人（18％）　91％
・飛ばせ水ロケット（1回）
　19人（95％）　100％
・関宿城下を歩こう（1日コース）
　（3回）
　65人（72％）　100％
・関宿城下を歩こう（半日コー
　ス）（2回）
　32人（53％）　96％
・版画年賀状教室（1回）
　10人（100％）　100％
・関宿城新春たこあげ（1回）
　263人（83人減）
・歴史散歩（1回）
　19人（95％）　95％
・第15回関宿城将棋大会（2回）
　123人（96％）
・関宿城で初日の出を見よう
　（1回）
　36人（90％）
・関宿城まつり、関宿城さくらま
　つり（1回）
　23,000人（16,870人増）

A. 回数と参加者数、
満足度
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H25目標値 結果･所見 H26目標値

自己評価
課題と改善案

評価の視点
中項目

細目

大項目

A. 電話・来館面接等
の質問

・ 件数と対応状況 前年度並みの手
紙及びメールによ
る質問の件数

12件
・質問の内容
　利根川水運について
　関宿関所について
　花押の人物について
　川船について
　関宿城について
　水呑百姓の生活について
　無条件降伏について
　関宿藩の牢屋敷について
　蒸気機関車について
　関宿城関連建築物について
・対応状況
　時間をおかずに、手紙及び
　 メールで回答している。な
　お、電話での質問は随時対
　応している。

前年度並みの手
紙及びメールによ
る質問の件数

【課題】　特になし。
【改善案】

・ 提供件数

・ 掲載件数の状況

・ 更新件数

・ 資料登録件数の状況

・ アクセス数の状況

・ 種類と部数

・ 配付等の状況

①県民への直接的情報提供
9.情報の発信

有識者所見

②メディア

③ホームページ

④刊行物

有識者所見

・前年度を上回る
　更新件数
・前年度並みの資
　料登録件数
・前年度を上回る
　アクセス数

・更新件数
　447件／年（227件／年増）
・資料登録件数
　5,658件
・アクセス数
　2,402件／月（546件／月減）

・前年度を上回る
　更新件数
・前年度並みの資
　料登録件数
・前年度を上回る
　アクセス数

【課題】　アクセス数の減
少。
【改善案】　トツプページを
惹きつけられるデザインに
し、お知らせや最新情報を
リアルタイムで更新するよ
うにする。

A. 印刷物による広報 ・前年度並みの種
　類と部数
・前年度並みの配
　布先

・種類と部数
＜内訳＞
　案内リーフレット：15,000部
　「関宿城下を歩こう」リーフレッ
　ト：10,000部
　企画展ポスター：500枚
　企画展チラシ：70,000枚
　企画展図録：700部
　啓発用ポスター：500枚
　啓発用チラシ：50,000枚
　研究報告：200部
・配布等の状況
　配布計画を策定し、県内及び
　県外近隣の公民館・図書館・
　博物館などの社会教育機関
　や大学などの学校教育機関
　へ配布している。

・前年度並みの種
　類と部数
・前年度並みの配
　布先

【課題】　特になし。
【改善案】

A.

A. ホームページによ
る情報発信

・前年度並みの提
　供件数
・前年度を上回る
　掲載件数

・提供件数
　33か所／月（1か所／月減）
・掲載件数
　382件／年（75件／年減）

・前年度並みの提
　供件数
・前年度を上回る
　掲載件数

【課題】　掲載件数の減
少。
【改善案】　事業内容が分
かりやすく、興味を引くよう
な記載に工夫する。

館事業(含調査研
究)の情報提供

有識者所見 文章だけでなく、ヴィジュアルも活用して、情報提供していくよう心がける。（村井）

有識者所見 活動的なミュージアムであることを強調できるよう、ヴィジュアルや動画なども多用すべき。なるべく、来館者や参加者が楽しく活
動している様子を掲載する。（村井）
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H25目標値 結果･所見 H26目標値

自己評価
課題と改善案

評価の視点
中項目

細目

大項目

・ ボランティア活用システム
の構築

・ 登録者数と活動状況
・ 育成のための研修等の実

施状況

・ 情報入手体制の状況
・ 対応状況

・ 会員数(増減)
・ 活動状況(館との連携･単

独事業)

・ 受入態勢等の構築状況
・ 実施状況

・ 受入態勢等の構築状況
・ 回数、校数と参加者数

・ 受入態勢等の構築状況
・ 回数、校数と参加者数

・ 受入態勢等の構築状況
・ 回数、校数と参加者数

A. ボランティア

③職場体験学習・インターンシップ

②教員等研修

11.人材育成

②外部との連携・調査

①県民との協働
10.県民参画

・前年度を上回る
　会員数
・前年度並みの単
　独事業数

【課題】　会員数の減少。
【改善案】　会員が実施し
てほしいイベントをアン
ケート調査し、それを実施
することによって会員の交
流の場として活動を活性
化していく。

B. 県民からの情報
提供

友の会C.

・前年度並みの登
　録者数と活動延
　べ人数
・前年度並みの研
　修回数

・登録者数と活動状況
　20人（2人増）
　展示解説：65回　延べ65人
　資料整理：68回　延べ68人
　古文書の解読：20回
　　　　　　　　　　　 延べ116人
　そば打ちの指導：6回
　　　　　　　　　　　 　延べ6人
　「昔のくらし展」における道具
　体験の指導：12回　延べ12人
・育成のための研修等の実施
　状況
　古文書研究会：20回

・前年度並みの登
　録者数と活動延
　べ人数
・前年度並みの研
　修回数

【課題】　展示解説員が高
齢で一人しかいないので、
人材を募集し、育成する必
要がある。
【改善案】　友の会会員に
展示解説員を募ったり、
ホームページ等で公募し、
育成する。

【課題】　特になし。
【改善案】

受入態勢等の実
施

今年度未実施 受入態勢等の実
施

【課題】　今年度は、教員
等研修の依頼がなかっ
た。
【改善案】　当館が教員研
修の場として受け入れて
いることを近隣市町の教
育委員会や学校に周知す
る。

有識者所見 行政区の枠を超えて、周辺の企業・工場、役所、小中高校・大学、道の駅、少年自然の家、ゴルフ場、動物園、博物館施設、図書
館など、まずはリストアップし、自館のジャンルとクロスオーバーしつつ、地域貢献できるコンテンツを協働で考えていく場づくりに
取り組んでほしい。（村井）

A. 実施の状況 受入態勢等の実
施

今年度未実施 受入態勢等の実
施

【課題】　なかなか外部機
関と連携して事業を実施
する機会がない。
【改善案】　常日頃、アンテ
ナを高くして連携を希望す
る外部機関の情報をキャ
ツチすることに努める。

有識者所見 友の会会員数を増やすために、数値目標を定めて臨むべき。また、展示開発やプログラム開発の際、モニターとして活動に参画
してもらえるよう声がけし、双方向型の関わり方も検討したい。

情報入手および
対応の実施

不定期に電話又はチラシなど
による情報提供があり、対応し
ている。

継続実施 【課題】　特になし。
【改善案】

・前年度を上回る
　会員数
・前年度並みの単
　独事業数

87人（6人減）
・館との連携
　企画展内覧会の受付・案内
　企画展解説会の案内
　野外講座における参加者の
　人員点呼・安全確保
・単独事業
　3事業
＜内訳＞
　「歴史と文化を探る　第２回歴
　史探訪」
　「ミニ門松作り」
　「ダイヤ凧作りと凧揚げ」

A. 回数･人数

A. 回数･人数

A. 回数･人数

有識者所見

有識者所見

有識者所見

①博物館実習

前年度を上回る
受入の回数、学校
数と参加者数

6回（2回増）
7校（2校増）
18人（7人増）
＜内訳＞
　 職場見学
　    12月17日：1校　3人
　 職場体験
   　 6月19日～21日：1校　2人
　 　 6月26日～28日：1校　1人
　 　 9月4日：1校　1人
　 インターンシップ
　 　 8月6日～8日：2校　5人
　 　11月13日～14日：1校　6人

前年度を上回る
受入の回数、学校
数と参加者数

【課題】　特になし。
【改善案】

防災を切り口としたプログラムを開発し、ニーズに合致するよう研究開発が必要。（村井）

前年度並みの学
校数と参加者数

年間1回の受入
　 7月23日～31日：2校、2人

前年度並みの学
校数と参加者数
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H25目標値 結果･所見 H26目標値

自己評価
課題と改善案

評価の視点
中項目

細目

大項目

・ 回数と利用者数
・ 利用者ニーズの把握状況

・ 回数と利用者数
・ 利用者ニーズの把握状況

・ 受入校数と回数、人数
・ 利用者ニーズの把握状況

・ 実施校数と回数、人数
・ 利用者ニーズの把握状況

・ 支援体制の状況
・ 回数と参加者数
・ 利用者ニーズの把握状況

①展示等の活用
12.県民等からの依頼による学習支援

④外部講師依頼

③学校連携

②館内での講座・講演会

前年度を上回る
解説の回数と利
用者数

【課題】　団体解説の回数
と利用者数の減少。
【改善案】　視察に来た団
体には、見学時間にあっ
た解説が実施できることを
告知する。

前年度並みの回
数と利用者数

1回　11人
利根町立歴史民俗資料館の研
修会

前年度並みの回
数と利用者数

【課題】　特になし。
【改善案】

A. 解説の回数、利用
者数と満足度

前年度を上回る
解説の回数と利
用者数

 87回（11回減）
 2,729人（233人減）

出前授業

有識者所見

A. 回数、利用者数と
満足度

有識者所見

有識者所見

提供できるプログラムがわかるように提示すべき。ないのであれば開発が必要。開発の際、自分たちだけでやらずに、協働体制
で臨むようにすれば、外部との連携も生まれてくるはず。（村井）

A. 依頼の状況、回数
と人数

前年度を上回る
依頼回数と参加
者数

7回（1回増）　332人（78人減）
＜内訳＞
　 生涯大学校　2回  175人
　 教育研究会　1回    32人
　 市民団体     1回　　45人
　 学童保育　　 3回　　80人

前年度を上回る
依頼回数と参加
者数

【課題】　参加者数の減
少。
【改善案】　毎年依頼され
る生涯大学校の依頼が無
かったことが、参加者数の
減少につながっていると思
われる。そこで、講演内容
を刷新したり、講演のテー
マを増やしたりして魅力あ
る講演に努める。

有識者所見

前年度を上回る
学校数と人数

17校（7校減）
1,067人（385人減）
＜内訳＞
　 小学校　　　　  15校　  996人
　 特別支援学校　2校　    71人

前年度を上回る
学校数と人数

【課題】　学校数と人数の
減少。
【改善案】　ホームページ
のトツプページに学習支
援のコーナーを設け、当館
の魅力を発信する。

前年度を上回る
学校数と人数

1校（同じ）　20人（90人減）
＜内訳＞
　 小学校　1校　20人

前年度を上回る
学校数と人数

【課題】　受講者の減少。
【改善案】　依頼する学校
の生徒数の規模によっ
て、受講者数は左右する
が、ホームページのトップ
ページに学習支援のコー
ナーを設け、出前授業の
受入を告知し、依頼する学
校数を増やす。

A.

B.

学校団体の受入
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H25目標値 結果･所見 H26目標値

自己評価
課題と改善案

評価の視点
中項目

細目

大項目

・ 実施状況(種類と件数)

・ ニーズの把握の状況

・ 団体数
・ 地域等の傾向

・ 利用者数
・ 地域等の傾向

②観光資源としての活用

①地域との連携事業
13.地域づくりへの支援

2件
・日本将棋連盟関根金次郎支
　部との連携
＜関宿城将棋大会＞
　 大人の部：62人(97％)
　 子どもの部：61人（95％）
・野田市関宿商工会青年部、
　野田市関宿商工会との連携
＜関宿城さくらまつり・関宿城
　 まつり＞
　 23,000人（16,870人増）

A. 県外団体来館数

B. 外国人入場者数

・前年度並みの事
　業件数
・各事業の定員充
　足率が90％以
　上。または前年
　度を上回る来場
　者数

【課題】　特になし。
【改善案】

有識者所見 （「10.県民参画　②外部との連携・調査」との区分けが分かりづらい。こうした活動も外部との連携ではないのか。）（村井）

有識者所見 生涯大学校、社会福祉協議会などの利用も多いのであれば、身体障がい者への配慮は重要。
・車イスの方に展示物が見やすい高さになっているか、学芸員は車イスに乗って確認しておく。
・スロープや身体障がい者専用トイレなどが、館内のどこにあるかを表示した案内図をホームページに掲載する。（村井）

前年度を上回る
県外団体来館数

63団体（2団体増）
＜内訳＞
　 埼玉県　 27団体
　 茨城県　 20団体
　 東京都 　  8団体
　 栃木県　   5団体
　 群馬県　   2団体
　 神奈川県　1団体

前年度を上回る
県外団体来館数

【課題】　特になし。
【改善案】

前年度より上回る
入場者数

134人（85人減） 前年度より上回る
入場者数

【課題】　外国人入場者の
減少。
【改善案】　英語版・中国
語版の案内パンフレットが
作成してあるので、効果的
に広報用として活用する。

A. 機関・地域住民等
との連携

・前年度並みの事
　業件数
・各事業の定員充
　足率が90％以
　上。または前年
　度を上回る来場
　者数
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房総のむら

H25目標値 結果･所見 H26目標値

・ 目標の設定、具体的計画
の策定状況

指定管理制度の5か年計画を
基に事業を遂行してきた。

・ 事業への活用状況 よく活用している。
これまでの達成状況をもとに新
期5か年計画を作成した。

・ 自己評価及び外部評価の
実施状況

・ Ｐ.Ｄ.Ｃ.Ａ.サイクルへの反
映状況

・ 研修への参加体制の整備
状況

運営・事業・博物館全般・21世
紀の博物館像等に関する，県
主催・各種博物館協会・各館研
修、学会等外部機関及び館内
で行う研修会等、業務の都合で
参加できない場合を除き、全員
が積極的に参加する体制をとっ
ている。

・ 参加状況(種類･件数･人
数)

外部研修(無形民俗文化財研究
協議会、救急法救急員講習等
15件)に参加。研修修了者によ
る館内部での伝達講習会など
も適宜実施。まつり実施のため
の研修（12件）。嘱託職員研修
（24件）
都合51件

継続実施
新任職員研修：2
回
まつり実施のため
の研修：6回
不審者対策、食品
衛生、接客・マ
ナー、防災･AED
使用対応、個人情
報保護関係研修：
各1回
嘱託職員研修：24
回

嘱託職員の比率が高いことから、防災、AED使用対応のついての研修は、年複数回の開催を望みます。（加藤）
食品を提供する場所でもあり、食品衛生研修や屋外博物館として、防災避難研修は、保健所、警察、消防の協力を得て、十分に
行ってください。（戸枝）

継続実施

①中長期計画

②評価の実施

2.組織と運営等
①組織･人員

評価の実施と結
果の反映

A.

有識者所見

A. 【課題】特になし。研修内
容や成果については、研
修者が報告書の形にまと
め、復命書の形で館職員
に回覧し、知識の共有を
図っている
【改善案】

【課題】評価事業の実施と
継続的な手法等の見直
し。
【改善案】評価検討会及び
有識者意見交換会等にお
いて，恒常的に協議し，見
直しを具現化する。次年度
からもさらに独自の自己評
価を導入する。

自己評価
課題と改善案

自己評価票(H25)

目標と計画･重点
事業の構築、事業
への活用

継続実施 継続実施 【課題】新たな中期計画を
念頭に入れた事業運営。
【改善案】

評価の視点

新５カ年計画に基づき実施してください。（戸枝）

1.使命と計画

中項目
細目

大項目

改善案に基づき進めてください。単年度計画に反映できるものは実施し、効果をみてください。（戸枝）

継続実施 自己評価は館独自の項目を加
えたチェック票を使用。
外部評価はアドバイザー会議
や博物館評価に関する有識者
会議により実施。
評価内容や所見について、必
ず対応策を講じ、改善できる部
分から実施している。

A.

有識者所見

有識者所見

職員の研修 継続実施
新任職員研修：2
回
まつり実施のため
の研修：6回：360
人
不審者対策、食品
衛生、接客・マ
ナー、防災･AED
使用対応、個人情
報保護関係研修：
各1回：延べ150人
嘱託職員研修：24
回：144人
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H25目標値 結果･所見 H26目標値

自己評価
課題と改善案

評価の視点
中項目

細目

大項目

・ 当該年度の利用者数
・ 前年度比較による傾向

・ 実施方法と結果

・ 結果の事業への反映状況

A. バリアフリー ・ バリアフリー対策の実施状
況

継続実施 景観再現という観点があり、完
全バリアフリー化は難しい。そ
の中で、今年度は総合案内所２
階への階段に手すりを設置し
た。

継続実施 【課題】景観再現とのすり
合わせ
【改善案】職員による介助
と可能な範囲でのバリアフ
リー化の取り組み

・ ・交通機関(含誘致)と駐車
場の状況

・ アクセス案内の状況

・ 利用者満足度とニーズの
把握状況

・ 結果の反映状況

【課題】博物館利用者の拡
充。特に広報が課題。
【改善案】マスコミなどへの
情報提供や広告掲載等に
更に力を入れ、周知を図
る。

②県民ニーズに則した運営

3.施設･設備

総入館者数28万
人・参加体験事業
参加者総数15万
人

・当該年度の利用者数
昨年度同様に、小学校の団体
が減少した他は、目立った変化
は見られない。大雪などの悪天
候が多く、入館者数が伸びな
かった。
総数：268,659人
(累計：6,274,759人)
個：224,746人
団：625団体43,913人
一般75,212人
高大3,323人
学齢前14,839人
小中85,178人
高齢85,085人
障害：5,022人
体験：131,896人
HPアクセス：300,256件
資料閲覧：4件
・前年度比較による傾向
総数(96%)
個(97%)
団体数(87%)団体人数(91%)
般(91%)/高大(96%)/学齢前
(102%)/小中(97%)/高齢(99%)/
障害(102%)
体験(94%)/HPアクセス(106%)/
資料閲覧(26%)

前年度並み

有識者所見

A. 利用者数

【課題】伝統工芸品販売は
館の使命と直結し、縮小は
考えないがその他の商品
の入れ替え、新商品の開
発など工夫が必要。
【改善案】展示施設など各
所での販売の拡充、無料
エリアへの売店設置につ
いても検討。

C.

継続実施

B. アクセス

ミュージアムショッ
プ

有識者所見

①アメニティーの向上

入館者に対し、アンケート及び
意見等の調査を実施。また、
ホームページに館のアドレスを
載せているため、県民から直接
意見が聞けるようになってい
る。またブログでは、閲覧者が
コメントを投稿できる体制となっ
ている。
アンケート結果は毎月集計し、
回覧し、業務に反映させてい
る。

継続実施 【課題】ブログ上の意見等
への対応
【改善案】新しい調査法を
工夫していきたい。県内の
大学と連携したマーケティ
ングリサーチなどを進め、
対象を明確に設定すること
で、新たな利用者の発掘・
獲得を図る。

満足度･ニーズ等
の調査

B.

成田空港に近い立地と活かすためにも、外国人向けホームページの記載を充実していただきたい。特に、英文での情報発信強化
を願いたい。（加藤）
利用者のHPのアクセス数は、おおむね昨年並みと考えられる。イベント実施計画には、周辺地域のイベント情報も考慮する必要が
あろう。（戸枝）

館に対する地域の期待は、物販による経済振興もあるので、館の使命に相応しい伝統工芸品の品揃の強化と、地域資源の商品
化を図り、自主財源の確保にも努めていただきたい。（加藤）
高齢者、障害者の利用も多く、バリアフリー化を進めてください。「むら」の民家の屋根、見学路にある擬木状手摺りの点検が必要
ではないでしょうか。高齢者、障害者、外国人も利用するので、トイレについては検討してください。（戸枝）

サイン設置の検討 8ヶ月間のＪＲ成田線成田駅か
らの直通便を引き続き実施し
た。

サイン設置の検討 【課題】インフォメーション
の充実
【改善案】　ホームページ
等でインフォメーションを充
実させる。

重点評価対象事業となったこと
もあり、改良を図った。導線の
見直し、商品の配置、照明の整
備などを行ったところ、目にみえ
て売店に足を運ぶ人が多くなっ
た。マスコットキャラクターぼうじ
ろーのグッズ４種を新商品とし
て開発した。
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H25目標値 結果･所見 H26目標値

自己評価
課題と改善案

評価の視点
中項目

細目

大項目

・ 当初計画に対する収入の
達成状況

入場料収入：16,321,460円
目標値比90％/前年度比90％

・ その他の収入の状況 事業収入：4454万円
目標値比94％/前年度比94％
製作体験費や生産物販売など
の収入が伸びなかった。

A. 外部助成金等の
獲得

・ 獲得計画に対する達成状
況

当館の業務内容に必要な内容
の外部助成が無かったため、あ
えて助成獲得は行わなかった。

計画的申請 【課題】多方面での情報収
集
【改善案】次年度に農水省
交付金を申請予定

・ 収蔵資料の件数と点数

・ 新収集資料の件数と点数

B. 登録 ・ 収蔵資料の管理(台帳等
整備)状況

継続実施 ・登録点数/収蔵点数：100　％ 継続実施 【課題】特になし
【改善案】

・ 定期的な維持管理の実施
状況

・ 資料の修復作業･保存処
理の状況

4.財源
①予算の確保

5.収集･保存及び活用

②館独自の財源獲得

有識者所見 外部助成は活動の充実に重要であるので、助成の動向に合わせて館の業務を組み替えるなど柔軟な対応を願いたい。（加藤）
課題のとおりです。（戸枝）

収蔵点数と収集
点数

A. 継続実施 ・収蔵資料点数：3,534点、
  10,605箱
　受託:23/
　寄付:2,929/
　購入:350
・新収集資料はなし。収蔵施設
も十分でなく、館の性格上積極
的な収集は行っていない。

継続実施 【課題】特になし
【改善案】

有識者所見

①資料の管理と収集

文化財の修復と収蔵品の適切な保管は、館の最も基本的な役割であるので、予算の獲得に努力願いたい。（加藤）
自然環境の中にある資料館なので、虫・菌害については、十分注意してください。損傷資料は、修復の方向で引き続き予算要求し
てください。（戸枝）

C. 維持管理と修復･
保存処理

必要に応じて実施 定期的な維持管理はされてい
るが、収蔵庫の温湿度管理は、
空調設備がなく資料保存上問
題。一部、収蔵庫では、毎日除
湿器の稼働・排水を行ってい
る。風土記の丘資料館では、温
湿度の影響を受けない資料は
一般収蔵庫に、金属資料・写真
資料は特別収蔵庫に収蔵し、
年度後半から温度・湿度データ
ロガーを購入し、記録している。
収蔵庫は関係者以外立入禁止
で施錠。民俗資料はIPM(総合
的害虫管理)により管理してい
る。
風土記の丘資料館特別収蔵庫
とむらの民俗資料の収蔵場所
について、IPM調査を行った結
果、害虫もなく、温湿度とも適正
に保たれていた。資料館資料は
保存処理済み。民俗資料は
行っていない。考古資料の整理
作業の中で軽微な修復を行っ
た。東日本大震災により破損し
た｢銀象嵌大刀｣については、館
内での修復が困難かつ予算面
で対応できないため未着手。

継続実施 【課題】地震により破損し
た文化財の修復。
【改善案】　常設展示の資
料換え計画なども念頭に
置きながら、修復予算の
要求を継続。

有識者所見 入場料と事業収入の減少は、館の存続を揺るがす問題であるので、適宜危機感を持って改善に努めていただきたい。（加藤）
入館者の分析を行い、課題、改善案を進めてください。（戸枝）

A. 入場料収入・その
他の事業収入

25年度入場料収
入目標18,000千
円
25年度事業収入
目標47,000千円

前年度並み 【課題】入場料収入が生じ
る層の掘り起こしの強化が
課題。
【改善案】特に広報に力を
入れ、マスコミなどへの情
報提供を進める。
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H25目標値 結果･所見 H26目標値

自己評価
課題と改善案

評価の視点
中項目

細目

大項目

A. 要望に応じた貸出
等

・ 研究や展示等、資料の貸
出状況

要望に対して「貸
出等を行ってい
る。

資料の貸出
・実物：16件
・画像：32件
・閲覧：5件

継続実施 【課題】特になし
【改善案】

・ 閲覧システムの構築状況

・ 利用状況と利用者満足度

A. 調査事業の件数 ・ 使命に基づく調査研究の
実施状況

当館の使命に基
づいた調査・研究
を行っているか

演目や企画展に関連する調査
を中心に、必要な調査活動を
行った。

継続実施 【課題】調査・研究の継続
性
【改善案】　研究テーマに
基づく職員間のコミュニ
ケーションの活発化を促
す。

A. 外部との調査研
究の件数

・ 共同研究等の実施状況 外部団体等と共
同して調査研究を
行っているか

史跡龍角寺古墳群・岩屋古墳
の整備・活用に向けて、栄町教
育委員会、成田市教育委員会
と共同した研究を行った。

必要に応じて実施 【課題】特になし
【改善案】

・ 展示への反映状況

・ 普及事業への反映状況

【課題】職員が他業務と併
せて行っているため、最新
の学術雑誌などの整理が
一部遅れ気味
【改善案】担当職員の増員

③図書室の公開

継続実施 トピックス展、企画展、観察会、
景観整備、体験事業などに反
映した。
企画展図録と、下総名所めぐ
り、史跡龍角寺古墳群・岩屋古
墳の整備活用に向けた３冊を
刊行した。また、各人による学
会誌などへの発表も行われて
いる。

継続実施 【課題】特になし
【改善案】

①調査事業

②外部との調査･研究

有識者所見 図書のみ扱うボランティアの導入も考えられるのではないでしょうか。（戸枝）

A. 図書資料の閲覧 継続実施 資料館１階情報室にて房総の
むら発行の図録等の閲覧が常
時可能になっている。

継続実施

6.調査･研究

有識者所見 演目は常に研究されていると思われます。資料館の企画展も特色ある企画です。（戸枝）

有識者所見 岩屋古墳の研究。見学会はマスコミにも取り上げられ、大きな反響があったと思われます。（戸枝）

有識者所見 刊行図書や研究員の学会発表などがホームページで公開されることにより、深く館の活動を理解するファンの獲得に繋がるので、
資料のデジタル化を進め公開を願いたい。（加藤）
①－A、②－Aに同じ。（戸枝）

展示等への反映
③研究成果の発表

②資料の活用

有識者所見 貸出規定によって進めてください。（戸枝）

A.

む4 



H25目標値 結果･所見 H26目標値

自己評価
課題と改善案

評価の視点
中項目

細目

大項目

・ 展示替の実施状況

・ 保守･管理の実施状況

・ 利用者満足度の把握状況

・ 結果の反映状況

・ 実施状況

・ 年齢･地域等入場者の動
向把握

・ 来館者満足度の状況

・ 実施状況

・ 年齢･地域等入場者の動
向把握

・ 来館者満足度の状況

③企画展示(変更なし)

A. 企画数、利用者
数、満足度

【課題】ニーズの検証
【改善案】　検証結果を次
回展示に反映させる。

平成25年度企画展「印旛沼周
辺の漁と食」開催時、展示室に
アンケート用紙を設置し、展示
担当者は入場者動向の分析も
行った。
・企画展入場料：一般200円、
高・大生100円
・企画展総入場者数：3,808人
・印刷物：展示解説図録（900
円）
入場料金：適切(アンケート結
果)
利用者年齢構成
成人：1,144
学齢前163
小中生1.182
高大学30
65歳以上1,255
特別支援者34
・.非常に良かった(5.4.が大多
数)

継続実施
満足度のアップを
目指す

有識者所見 企画展示は良い企画だと思いました。展示や展示解説（パネル、解説者）も分かりやすかった。（戸枝）

②企画展示(変更)

7.展示
①常設展示

【課題】　風土記の丘資料
館常設展のリニューアル
【改善案】Ｈ26年度からリ
ニューアルに向けた資料
調査を開始する。

有識者所見 アンケート調査は資料館と野外施設があるので、調査方法を工夫する必要を感じます。資料館のリニューアルについて、改善案に
基づいて進めてください。（戸枝）

B. 満足度 利用者が常設展
示に満足している
か

アンケートでは、ほぼ満足、満
足は50％であるが、不満やや
不満は3.5%であることや、ホー
ムページ・ブログチェックでは概
ね好評な意見をいただいてお
り、満足度は高いと思われる。
＜アンケート結果有効回答＞
満足：34.4％、ほぼ満足：
15.6％、やや不満1..6％、不満：
1.9％

満足度アップ（ほ
ぼ満足以上が
90％以上）を目指
す

【課題】アンケートの満足
度欄の記入方法。
【改善案】

A. 展示の更新と保
守･点数

計画的な展示替
え、展示の保守・
管理が行われて
いるか

計画通りに展示替をしている
が、
体験や行事毎に各施設で展示
替えを行っているため、数値化
は難しい。

継続実施

有識者所見 継続してください。（戸枝）

【課題】特になし
【改善案】

継続実施 トピックス展、観察会、景観整
備、体験事業などを実施した。
企画展毎に展示室にアンケート
用紙を設置，展示担当者が入
場者動向の分析を行っており、
アンケートの結果も概ね好評で
あった。

継続実施A. 企画数、利用者
数、満足度
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H25目標値 結果･所見 H26目標値

自己評価
課題と改善案

評価の視点
中項目

細目

大項目

・ 実施状況(要望件数等)

・ 利用者が満足しているか

・ 実施状況(ネットワーク)

・ 利用者が満足しているか

・ 種類と回数、参加者数

・ 参加者は満足しているか

・ 種類と回数、参加者数

・ 参加者は満足しているか

⑤他館との合同企画による展示

8.教育普及事業

④館外での展示

A. 企画数、利用者
数、満足度

2件：「第37回千葉県移動美術
館」｢出土遺物巡回展〈+解説
会)｣を実施した。
アンケートの結果、概ね好評で
あった。

継続実施 【課題】特になし
【改善案】

継続実施 8回
｢昔のくらし体験教室｣｢伝統文
化の森まつり｣「いんばふれあ
いフェス」「佐倉時代まつり」「三
井アウトレットパーク」など、イベ
ント会場などで館の内容を紹介
するミニ展示や、体験学習コー
ナー設置の要望があり、実施し
た。

継続実施 【課題】学校などから本格
的な展示の要望があった
場合の対応。
【改善案】　他の県立館と
の役割分担。

有識者所見 継続してください。館外での活動は「むら」や資料館の周知度向上、入館者増に結びつくと思います。アウトレットパークでは、外国
人も多く、「むら」を知ってもらう、良い機会です。外国語解説も必要です。添乗員、旅行会社へのPRも行ってください。（戸枝）

A. 企画数、利用者
数、満足度

体験学習参加者
総数14万5千人

【課題】技術の入口から高
度な段階の習得までを見
据えた演目開発をすること
で、内容の充実をはからな
ければならない。
【改善案】

・考古学講座、む
らの寺子屋、おも
しろ講座各年4回
実施：定員充足率
95％総数約532人

12回
・考古学講座(4回),・むらの寺子
屋(４回),おもしろ講座(4回)
・参加者数：744人(定員充足
率：133%)
おもしろ講座にチャンバラ指南
を新規演目で導入したところ好
評だったので、継続したい。考
古学講座は、毎回安定した集
客力があり、特に「鉄の考古
学」は人気が高かった。
・非常によかった、面白かったと
いう意見が多かった。

継続実施
満足度アップを目
指す

【課題】
【改善案】

有識者所見 継続できるものは継続してください。（戸枝）

②講演会･講座

①参加体験事業

有識者所見 体験学習は、「むら」の特徴でもあります。継続してください。リピーター度の調査も行ったらどうか。（戸枝）

有識者所見 継続してください。「鉄」講座が好評なので、多方面から「鉄」について講座を行ってみたらどうか。（美術、武器武具、民俗、信仰な
ど）（戸枝）

A. 回数と参加者数、
満足度

体験学習参加者
総数15万人

演目：年間 390種類（実演含
む）
・まつり等イベント：7種
・連携事業(音楽会・ウォークラ
リー等)：５種
随時受付があるため、正確な回
数は算出不能。
アンケート調査による5段階評
価：
満足40％
やや満足5.3％
やや不満1.8％
不満0％
回答者の9割以上が、満足・や
や満足と解答している。
体験参加者総数：131,896人
入館者数の減少にともない、体
験者数も減少した。まつり等の
イベントを含む土・日に悪天候
が多かったこと要因の１つと考
えられる。

A. 回数と参加者数、
満足度
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H25目標値 結果･所見 H26目標値

自己評価
課題と改善案

評価の視点
中項目

細目

大項目

A. 電話・来館面接等
の質問

・ 件数と対応状況 継続実施 職員が在館していれば、休館日
や時間外でも対応している。各
施設担当者への電話や来館に
よる質問や問い合わせが、日常
的になされており、正確な件数
把握は困難である。

継続実施 【課題】職員個々の対応力
アップ
【改善案】対応体制の充実

・ 提供件数

・ 掲載件数の状況

・ 更新件数 ブログの定期的な更新　：140回

・ 資料登録件数の状況 資料検索システムの登録件数
42,942件

・ アクセス数の状況 アクセス件数298,177件

④刊行物
・ 種類と部数

・ 配付等の状況

10.県民参画
①県民との協働

・ ボランティア活用システム
の構築

・ 登録者数と活動状況

・ 育成のための研修等の実
施状況

・ 情報入手体制の状況

・ 対応状況

・ 会員数(増減)

・ 活動状況(館との連携･単
独事業)

館外での広報展示を行う時に紙媒体は有効です。手にとってもらうリーフレットが必要ではないか。（戸枝）

ブログ等の情報更新の頻度を更に高めることでアクセス件数は増加するので、発信情報の更新頻度を高めていただきたい。（加
藤）
改善案に基づき進めてください。（戸枝）

A. ボランティア

①県民への直接的情報提供
9.情報の発信

有識者所見 電話や接客時の質問や情報を集計分析し、演目や企画展、印刷物などへ反映したらどうか。（戸枝）

②メディア

③ホームページ

有識者所見

継続実施 継続実施 【課題】
【改善案】　件数等の充実
はもとより，幅広い層への
内容の充実も図る。

A. 印刷物による広報 継続実施 体験のしおり：3,500部
大木戸：2,500×2＝5,000部
企画展図録：300部
一般販売及び関係者への配布

継続実施 【課題】紙媒体の有効活用
【改善案】効果測定を行
い、戦略的な広報活動を
実施する。

A.

A. ホームページによ
る情報発信

継続実施 チラシ定期的な情報発信
有料紙面による広報広告など
の展開協力要請への対応　101
件

継続実施 【課題】企画展時などのメ
ディアへの情報発信。
【改善案】積極的発信を目
指す。

館事業(含調査研
究)の情報提供

有識者所見 マスコミ等への露出回数も多くなってきたと思われます。継続が必要です。（戸枝）

有識者所見

【課題】特になし
【改善案】

B. 県民からの情報
提供

友の会C.

継続実施 活動日数に差があるが、本館
の趣旨を理解し活動している。
ボランティアからの提案を受
け、昔の遊び方を指導する活動
の場を新たに設けた。
登録者数：104人
活動延べ人数：115人
活動延べ日数：515日
総会及び定例会（3回：47人)
（新人研修会4回：15人）等で活
動内容を確認しながら進めてい
る。
特に学芸員による企画展、ト
ピックス展の解説を行った。ま
た、今年度から、新規のボラン
ティアに対して研修会を実施
し、15人が登録した。

継続実施 【課題】必要な研修内容の
リサーチ
【改善案】　ボランティアと
の対話の中で随時改善を
図るなど必要な事項の検
討及び具現化

有識者所見

継続実施
(会員数増減なし）

電話、電子メール、アンケート、
体験者との対話等、日常的に
得られるので、件数ははかりか
ねるが、資料調査等博物館の
様々な活動の情報源のひとつ
として積極的に取り入れてい
る。

継続実施 【課題】特になし
【改善案】

会員数：56（賛助会員7含む）
写生コンクール、ふるさと祭り等
の協働開催

５－③、９－①に同じ。（戸枝）
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H25目標値 結果･所見 H26目標値

自己評価
課題と改善案

評価の視点
中項目

細目

大項目

②外部との連携・調査
・ 受入態勢等の構築状況

・ 実施状況

11.人材育成
①博物館実習

・ 受入態勢等の構築状況

・ 回数、校数と参加者数

②教員等研修
・ 受入態勢等の構築状況

・ 回数、校数と参加者数

③職場体験学習・インターンシップ
・ 受入態勢等の構築状況

・ 回数、校数と参加者数

12.県民等からの依頼による学習支援
①展示等の活用

・ 回数と利用者数

・ 利用者ニーズの把握状況

②館内での講座・講演会
・ 回数と利用者数

・ 利用者ニーズの把握状況

実習生受け入れについては、館行事、職員数等も勘案して実施してください。（戸枝）

教員研修については、継続して充実させてください。（戸枝）

11－①に同じ。（戸枝）

継続してください。（戸枝）

A.

有識者所見

A. 実施の状況 ユニセフ協会千葉県支部と共
同で館内を会場のウォーキン
グ、栄町との共催でさくらまつり
と地域感謝デー、栄町産業まつ
りへの参加、栄町産業課・栄町
商工会・栄町観光協会と連携し,
地元特産品の販売促進、ＮＰＯ
法人日本民家再生協会と協働
し民家フォーラム千葉2013
等を実施した。

地域との連携を図
り、更なる充実を
目指す

【課題】
【改善案】

12校：32人 前年度並み 【課題】
【改善案】

博物館実習
前年度並み

原則1大学1人の受け入れ体制
で実施している。
1回8校8人

継続実施回数･人数

A. 回数･人数

A. 回数･人数

有識者所見

有識者所見

有識者所見

職場体験・イン
ターンシップ等
前年度並み

【課題】特になし
【改善案】

教員研修
前年度並み

「教職員を対象とした博物館研
修会」参加者は下見や体験の
相談を兼ねる目的で参加してい
るため、需要は伸びている。県
外校や中学校からの参加も
あった。
館主催の研修会2回：77人
教員新人研修：4校5名

継続実施 【課題】参加希望者数の増
加への対応
【改善案】　教員研修会開
催日数の増加。

前年度並み 12回744人(定員充足率：１３３%)
・考古学講座(4回),・むらの寺子
屋(４回),おもしろ講座(4回)
おもしろ講座にチャンバラ指南
を新規演目で導入したところ好
評だったので、継続したい。考
古学講座は、毎回安定した集
客力があり、特に「鉄の考古
学」は人気が高かった。
非常によかった、面白かったと
いう意見が多かった。

前年度並み 【課題】職員の専門性を活
かした講演会・講座の回数
が少なめ。講演内容の多
様化と実施方法の検討
【改善案】内容に応じて、
広報ターゲットを変えるな
ど工夫する。

A. 解説の回数、利用
者数と満足度

前年度並み 企画展については、入館者数
の多い土日などに定期的に
行っている。常設展について
は、団体解説の要望が年々増
加しているが、ボランティアの協
力もあり、対応できるシステムと
なっている。

A. 講座・講演会の回
数･利用者数と満
足度

有識者所見

有識者所見 継続してください。リピーター度も調査してください。（戸枝）

【課題】
【改善案】

引き続き、地域連携を行ってください。（戸枝）
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H25目標値 結果･所見 H26目標値

自己評価
課題と改善案

評価の視点
中項目

細目

大項目

③学校連携
・ 受入校数と回数、人数

・ 利用者ニーズの把握状況

・ 実施校数と回数、人数

・ 利用者ニーズの把握状況

④外部講師依頼
・ 支援体制の状況
・ 回数と参加者数
・ 利用者ニーズの把握状況

13.地域づくりへの支援
①地域との連携事業

・ 実施状況(種類と件数)

・ ニーズの把握の状況

②観光資源としての活用
・ 団体数

・ 地域等の傾向

・ 利用者数

・ 地域等の傾向

　

引き続き、地域との連携を充実していく。（戸枝）

有識者所見

8件　14日間：571人
東金青年の家をはじめとした機
関との連携を進め、地域のこど
も達のニーズにこたえている。

A. 依頼の状況、回数
と人数

・業務に支障のないよう、館内
職員の協力を得ている。
・20回：40人

A. 県外団体来館数

B. 外国人入場者数

前年度並み 2校　3日間：78人
出張授業にも都合のつく限り、
学習支援の場を提供している。

前年度並み 【課題】
【改善案】

A.

B.

学校団体の受入

出前授業

多くの学校が利用しており、館が注目されていることが分かる。小学校の分析を行い、広報活動に繋げたい。（戸枝）

【課題】
【改善案】

有識者所見

有識者所見

285団体10,782人(うち海外団体
3,171人で昨年度より2,365人の
増）

上昇傾向を目指す 【課題】利用促進
【改善案】　観光業者等へ
の更なる情報提供を図る。

・5,381人
・配付資料の種類
1５種類(館パンフ英・韓・中・繁),
ウェルカムカード(英・韓・中・
繁),ようこそ日本!スペシャル体
験パンフド(英・韓・中・繁),モデ
ルコースパンフレット（英・中・韓
国）
中国本土と韓国は減少したまま
ではあるが、台湾・タイ国の団
体が増加した。

上昇傾向を目指す 【課題】海外メディアへの
積極的なＰＲ
【改善案】　国・県による海
外メディアの取材を受け入
れる事業に積極的に参加
する。

A. 機関・地域住民等
との連携

県庁知事部局の海外広報担当との連携を深め、旅行ガイドブックへの掲載を目指していただきたい。（加藤）
県が外国人観光客誘致を積極的に行うこととしています。「むら」も県他部局と連携し、誘致を行う方向で、諸設備の改善、解説方
法の工夫、安全対策などに取り組んでください。（戸枝）

【課題】
【改善案】

有識者所見

前年度並み 総数：493校　31,768人
小中等の内訳
小学校：417校 28,322人
中学校：8校 1,069人
その他：68校 2,377人
体験数：333件674回　25,481人
学校等の団体の受け入れ態勢
が整っており，学習支援の場を
提供している。

前年度並み 【課題】中学生向きの演目
の開発
【改善案】中学校教師への
解説会や研修会の充実。
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